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天あま野の　翔かける







五月五日






　ＧＷゴールデンウイークの大通りは賑にぎやかだった。

　パンプスの摩ま耗もうした靴底さえも弾はずむ。ショーウィンドウに自分の姿が映はえている。ロングヘアのゴールドブラウン、チュール・スリーブのアーガイル、フレアスカートのワインレッド。前髪を整え、ベストなアングルで笑みを投げかける。

　──瞬間、初めて化粧を施ほどこした鏡の中の自分を思い出した。




　始まりは音だった。

　空を見上げ、風に耳を澄ます。風は音色を帯びて次第に膨ふくらみ盛大なクラシックへ取って代わる。この旋せん律りつは……聞いたことがある。

　──瞬間、姉のスカートでダンスに興じた三年前を思い出した。




　予感がした。

　遠い風のうなり。うなりは質量をまとって建物をこすり、重く強く背中を叩たたく。押し出され一歩踏み出す。風が股また下したを駆かける。叫ぶ隙すきもない。スカートが音を立ててめくれ中身がさらけ出される。

　──瞬間、逃のがれられない女性特有の無防備さを思い出した。




　豪ごう快かいだった。

　中身丸出しのままワインレッドの視界に溺おぼれる。押さえ込むも台風に立ち向かう傘かさみたいにひっくり返っていうことを聞かない。抗あらがいつつ穿はいているパンツの色を思い出そうとした……指先がふと股こ間かんに触れる。

　──瞬間、自分は〝男おとこの娘こ〟なのだと思い出した。




　失いたくなかった。積み重ねてきた努力が瓦が解かいしていく悪お寒かんで膝ひざが震ふるえた。

　顔を上げるや、僕を取り巻く悪お寒かんの正体が分かった。こちらを凝ぎよう視しする何者かに見覚えがあった。同じクラスの男子だ。自転車に跨またがり、段々と近づいてくる。

「お前、天あま野の翔かけるだろ？」

「ぁの……違います」

　テンパって地声をひねり出す。そいつは「やっぱりな！」と大喜びだ。

　あっさりバレてしまった。女装を始めて四年目、高三の五月……遂ついに崩くずれた。

　男の名は八や坂さか幸こう喜き真しん。その名の通り〝好奇心〟に足が生えたような男だった。まさに厄やつ介かい千せん万ばん。今、地球上で最も相手にしたくない人間だ。

　なんせ僕の知ってる八や坂さかという男は、〝女性下着の内側にイチモツを忍ばせるようなクラスメイト〟に対し、「ごきげんよう」の一ひと言ことでスルーしてくれるほど空気の読める奴やつではない。

「なあ」

　放心しているとぐいぐい迫ってきた。笑っている。

「今からお茶しない？」




　まさかナンパされるとは思わず、僕は誘さそわれるがまま近くのファミレスへ移動した。

　落ち着こう。窓まど際ぎわの席に着きながら自分に言い聞かせる。いつも通りでいいんだ、と。

　ご注文はお決まりでしょうか？　年とし増まの女性店員がオーダーを急せかす。祝日とあって店内は混んでいる。八や坂さかは空そらで次々とメニューを読み上げ、僕は美お味いしそうなパフェを注文した。

「苺いちごシュー・ホイップキャラメルパフェ一つ」

　いつも通りの声で注文する。八や坂さかが身を乗り出す。

「どういうカラクリだ？」

　僕の声に驚いている。

「練習したんだ」と地声。

「私って凄すごいでしょ」と女声。

　すげえすげえと何度も頷うなずく八や坂さか。

「俺を〝ブタ〟と罵ののしってくれ」

「お前みたいなブタは靴底に付いたガム以下よ！」

　八や坂さかは大喜びだった。何がそんなに楽しいんだろう？

　僕はつまらない。家に帰りたい。いや土に還かえりたい。

「女装は趣味なのか？」

「そうだけど……毎日やってるわけじゃない」

　僕は賑にぎやかな店内でただ一人、仏ぶつ頂ちよう面づらだった。意味のない弁解が子供じみてて虚むなしかった。

「すげえな、マジですげえよ。女にしか見えなかったしさ。スカートめくれた時の顔最高だったぜ？　俺さ、惚ほれちゃったんだよ、その時の天あま野のに」




　少し八や坂さかの話をしよう。

　彼と出会ったのは一年前、二年へ進級した春だった。

　その体型は優に百キロを超す巨漢……もとい〝デブ〟極きわまりなく、贅ぜい肉にくが椅い子すからはみ出し机を軋きしませ、体育以外は寝てるかブーブー唸うなることで空腹をごまかす、まさにデブの申し子みたいな奴やつだった。

　クラス替えで一緒になった大男は授業初日にさっそく遅ち刻こくし、「道端でうずくまっていたお婆ばあさんを助けていた」と大おお真ま面じ目めな顔で言い訳したがなんと本当のことだった。

　八や坂さかはお礼に貰もらった風ふ呂ろ敷しきいっぱいの饅まん頭じゆうをクラスみんなに配って歩き、手渡すたび楽しそうに自己紹介した。

「俺の名前は八や坂さか。留年生の八や坂さか幸こう喜き真しんだ」

　つまり進級できなかった、ということらしい。理由は分からないが、留年生の多くは成績不振か登校不足のはずで、そうなった者は学校をやめる場合がほとんどだ。

　やめなくても馴な染じめず孤立しそうなものだが八や坂さかはここでも常じよう軌きを逸いつしていた。

　彼はいわば〝モテるデブ〟の要素を備えた手て練だれだった。

　人を笑顔にさせるユーモアがあり、楽観的でお調子者。先生の寒いギャグを誰より大きな声で笑った。八や坂さかが笑うとみんなつられて笑いだす。親しみやすさが留年という隔へだたりを取り除いてくれたのは確かだった。




　僕も彼は嫌きらいじゃない。

　今日の一件でさらに見方が変わった。八や坂さかは僕を見て『女にしか見えなかった』と言った。それは女装をする者にとって最高の褒ほめ言葉だ。惚ほれられるのは困るが僕は嬉うれしかった。

　だが……秘密を知られた以上は口止めするしかない。

「今日のこと、みんなには内ない緒しよだからな？」地声で凄すごんでみる。

「違う。〝内緒だよ？〟……やり直し」

　気持ち悪かった。八や坂さかの言動は僕より真剣で冗談を言ってるようには見えない。

「真面目に聞いてくれ。僕の女装は内緒に……」

「なんで？」

「学校へ行けなくなる」

　まさか！　かぶりを振る八や坂さか。

「天あま野のは人気者になる。間違いない。こういうことには鼻が利きくんだ」

「ありえない」

「なんで悲観する？　こんな美人なのに。学校だけじゃない、雑誌やテレビにも出られるぞ」

　耳が熱くなる。乗せられてるようで悔くやしかった。

「居場所なんかどこにもないよ」

　思わずムキになった。

「女装に対する世間の目を知ってる？　〝気持ち悪い〟だよ」

「そりゃ偏見だ。天あま野のの場合ブタにカツラ乗っけるのとは話が違うだろ」

「チワワにウエディングドレス着せるのと大差ないよ」

「……もったいないなあ。美人なのに」

　そっぽを向くともう何も言ってこなかった。

　間もなく料理が運ばれ、テーブルは六人分のオーダーで埋まる。

　パスタ、パスタ、ハンバーグ、チーズハンバーグ、オムライス。僕のパフェ。

「食べ過ぎでしょ」

　女声で指摘する。周りからはカップルに見られるんだろうか？　あまり考えたくない。

「今日は……運動して……腹が減った」

　大食い野郎にありがちな口いっぱい詰め込むスタイルでパスタをこぼしまくる。

「気になってたんだけど……その棒ぼうは何？」

　八や坂さかは出会った時から長さ二メートルほどの木の棒を持ち歩いていて、今は壁にもたせかけている。

「ホームセンターで加工してきたんだ。凄すごいだろ？　木の棒さ」

　見れば分かるよ。言ってやりたかったけど、やめた。

「前カゴに植木鉢ばちが入ってるけど？」

　窓から駐輪場に停とめられた八や坂さかのママチャリが見える。前カゴには土を盛った植木鉢が入れられていた。芽は出ていない。

「花を育ててるんだ。ああやって持ち歩けば陽に当てられるし水もやれる。頭良いいだろ？」

「変わってるね」

　僕は今持ち得る最高の褒ほめ言葉を贈った。

「荷台の箱には何が入ってるの？」

　自転車のキャリアに木箱のようなものが積んである。紐ひもでしっかり括くくられ、箱の脇からワイヤーが複数伸びている。泥どろ除よけを経てフレームに巻き付き、コイル状に固定されている。

「あれはレコードプレイヤーさ。ペダルを回すと音楽が流れるように改造してある。針が飛ばないよう衝しよう撃げきを緩かん和わさせるため、サスペンションも装備した」

　八や坂さかは自分のことを聞かれて嬉うれしいのか、とても上じよう機き嫌げんだった。二皿目のパスタはもう腹の中で、今はハンバーグに取り掛かっている。

「レコードは何を聴くの？」

「ボレロ」

　摑つかみ所どころのない男だった。謎なぞの棒と植木鉢、クラシック音楽。何がなんだかサッパリだ。

「いい曲だよ、ボレロは。タン、タタタン、タタタン、タンタン～♪」

　指揮棒よろしくナイフを振り始める。

「繰り返される二つのメロディ、繰り返される一つのクレシェンド。まるで俺の日常そのものだ」

「毎日が同じ繰り返しってこと？」

　愚ぐ問もんだったらしい。

　その顔から笑みが消え、食べることさえやめた。怒っているのか、まぶたの肉で目を細める。

「高こう揚ようしていくんだ。一歩ずつ、一歩ずつ。同じに見えて、同じじゃない……生きるってのはそういうもんだろ」

「なんとなく分かるけど……」

「ボレロの凄すごいところは躍動感だよ。多彩な楽器編成はハ長調から成る鼓こ動どうのリズムを反復させ、聴者と共鳴する。一歩ずつでいいんだ。刻きざみ続けた一歩が自分を大きくしていく……君がそうだったように」

　……驚いた。八や坂さかは僕の努力を見抜いている。〝男おとこの娘こ〟としての自分を認めてもらえたようで嬉うれしかった。

　そうして、僕は初めて八や坂さか自身に興味を持った。木の棒でも鉢はちでもボレロでもなく、八や坂さか幸こう喜き真しんという男を知りたいと思った。

　彼の考えを一つでも多く知っておきたい……気付けば八や坂さかに夢中だった。

「八や坂さかは何かに全力だったことはある？」

　僕は期待を込めて聞いた。

「俺はいつだって全力さ。手は抜かない。死ぬ気でやるんだ」

　勘かん違ちがいするなよ、八や坂さかが言い添える。

「いつ死んでもいいように、とかそういうことじゃないんだ。むしろ逆、生きる糧かてを作るのさ」

「糧かて？」

「夢だよ」爽そう快かいな笑みだった。「誰もが自由に描いて、語ることのできる、愚おろかな代しろ物ものだ」

「夢は愚かじゃないよ」

「愚かさ。愚かで、美しい」

「八や坂さかの夢は？」

「サンタになって空を飛んでやる」

　……確かに愚かだ。

「どうしてサンタなの？」

「いないと分かったからさ！」

　八や坂さかは身を乗り出し、目を輝かせて言った。

「天あま野の、俺たちは飛べるんだ。希望があれば俺たちはどこまでも飛べる！」

　八や坂さかを見てると不可能なんてない気がしてくる。『希望』というクサい言葉も彼には何な故ぜだかしっくりくる。気付くと僕は笑いかけていた。

「飛ぶにはまず瘦やせなきゃね」

「……努力しよう」

　八や坂さかは気き恥はずかしそうに肩をすくめた。




「天あま野の」

　八や坂さかが僕を呼んだ。駅前での別わかれ際ぎわだった。

「俺は君を〝気持ち悪い〟だなんて思わないよ」

　嬉うれしかった。

　四年間の努力が報われるような一ひと言ことだった。

「だから」

　だから……？

「明後日あさつての授業、女装してこい」

　参った。こいつは一ひと筋すじ縄なわじゃいかない。

「なんでそうなるの？」

「もったいないだろ」

「もったいない……？」

「じゃあこうしよう。俺も女装してくる。二人でやろう」

「待っ……」

「決まり！」

　百キロの肉にく塊かいが自転車に跨またがり、ボレロを奏かなでながら軽快に走り去っていく。が、すぐに立ち止まり振り向いた。

「気をつけろ。十秒後にでかいのがくるぞ」

　何のことか分からず、満足そうに走り去っていく大きな背中を見送った。数秒後、強風が疾しつ駆くしスカートをめくり上げた。





五月七日






　僕は馴な染じみの学ランに袖そでを通し、そのまま家を出た。一応、着換えとメイクセットだけは持っていくことにした。あの八や坂さかを相手取ってうまく逃げられるとは思えなかった。なんせ彼はいつだって全力で、男に二に言ごんはねえとか豪語するような奴やつなのだ。

　でも、それが自分を騙だます口実だと僕は気付いている。

　僕は〝男おとこの娘こ〟として存在できる居場所をずっと探さがしていた。

　八や坂さかがその居場所を提供してくれるなら、それに賭かけてみようと思った。世間が僕の女装を認めてくれるなら、あいつを信じてみようと思った。それで何かが変わるなら……カバンにセーラー服を入れてみるのも悪くないなと思ったんだ。




　教室のドアを開けると人ひと垣がきが見えた。高笑いやはやし立てる声が聞こえる。女子も男子も一いつ緒しよくたに騒々しい。

　僕はカバンを置くのももどかしく、切れ間から向こうを覗のぞいた。鳥肌が全身を覆おおった。そこに見えたのは〝男おとこの娘こ〟ではなく、カツラをかぶった〝喋しやべるブタ〟だった。

「あたしとぉ、話したいならぁ、ジュース一本ねぇ～」

　八や坂さかの声が聞こえる。取って付けたような女声、ひん剝むいてるだけの上目遣づかい、百均のパーティー用ブロンドヘア、絵の具で塗ったくったような厚化粧、はち切れんばかりのセーラー服。

　あんなのは女装じゃない……偽にせ物ものだ。贋がん作さくだ。

　八や坂さかへの好意が急速に冷めていった。一体何を期待したんだろう？　彼に何を望んだんだろう？　怒りを通り越して悲しくなってきた。

　周囲のクラスメイトが興奮して質問を投げかけている。罰ばつゲーム？　先生への挑発？　趣味なの？　普段は参考書がお友達の大人おとなしい奴やつらさえ遠目から眺ながめている。

　悔くやしかった。僕ならもっとうまくやれる。あの中心で優雅な華はなになれる。

「天あま野のくん、アロ～ハ～」

　八や坂さかが陽気に声を掛けてきた。みんなの注目が僕に集まる。

「何してんの？」

　僕は冷めた目で八や坂さかを見た。飽くまで白しらを切るつもりだった。

「見れば分かるでしょ。あたしぃ、今日から〝コウキシン・ヤサカ・アメリア二世〟」

　黙れ。

「お前、僕をバカにしてるだろ」

「えぇ～、やだぁ、何で怒ってるのぉ？」

　八や坂さかが巨体をくねくねさせるとみんな笑った。僕が笑われてるようで腹が立った。

「ふざけんな、ブタ野郎」

「みんな助けてぇ、天あま野のくんが怖こわいぃ～」

　八や坂さかに加勢するクラスメイト。謝罪しろだのブタは言い過ぎだの甚はなはだうっとうしい。

「あたしが人気者だからってぇ、嫉しつ妬としないでくれるぅ？」

　限界だった。

　僕は教室を出てトイレへと駆かけ込んだ。個室で着換えを済ませ、薄く化粧を乗せる。手が震ふるえてアイラインが引けない。が、黒髪ショートのウィッグをかぶりながら腹を決めた。目に物見せてやる。ぐうの音も出ないほど。圧倒してやる。

　僕は完成度七十五パーセントの〝男おとこの娘こ〟で廊下へ繰り出した。

　七なな重え北きたのセーラー服。ネイビーカラー・ハイソックス。弾はずむ黒髪セミロング。

　異常だ。教室へ向かいながら察した。僕は息絶える寸前まで、今日を思い出すたび身み悶もだえ、奇声を発して走り回りたくなる衝しよう動どうにかられるだろう。

　異常だ。こんな状況はありえない。

　でも……僕は一人じゃない。教室には八や坂さかがいる。あいつは僕が女装してこないと分かっててわざと挑発した。あんなことを言って僕を怒らせ、女装を侮ぶ辱じよくすることで僕が〝男おとこの娘こ〟になると算段したんだ。

　教室へ踏み込むと話し声が小さくなった。見慣れない子が入ってきたよ、そんな視線と沈黙だった。八や坂さかの席へ向かうと、自然に人ひと垣がきが割れ、彼と向かい合う形になった。

「私の夢を見せてあげる」

　笑いかけると八や坂さかの顔がみるみるほころんだ。

　瞳ひとみが輝き、鼻の穴が広がる。空気を吸い込む音が掃除機の吸引音のごとく聞こえてきて、ただでさえデカい体が更に膨ふくらんだ。

　遂ついにはカツラを放り投げ野の太ぶとい咆ほう哮こうを上げる。立ち上がった反動で椅い子すが吹っ飛び制服が縦たてに裂さける。僕を肩車し、机ごと周りの生徒を蹴け散ちらした。

　下ろせ！　落ち着け！　僕は地声で叫びながらしがみ付くしかなく、無力にも、スカートの中のトランクスが眼下に晒さらされるのを許した。

　何人かは僕の正体に気付き、教室は悲鳴と絶ぜつ叫きようと暴れ回る肉にく塊かいで大パニックとなった。




　八や坂さかが平静を取り戻すのに五分かかった。教室の机を全てなぎ倒すには十分な時間だったし、もっと言えば、廊下を駆かけ回りよく分からない言語をしこたま叫べるだけの猶ゆう予よさえあった。無論、僕を肩車しながらの話だ。

　半壊した教室へ戻るやクラスメイトに取り囲まれた。さながら人類滅亡を企たくらむ妖よう怪かい〝ブタカツラ〟を退たい治じした帰りに教室へ寄り道した正義のヒロインだった。

　どういうこと!?　何でそんなにかわいいの!?　肌キレイ！　脚細っ！　顔小さっ！

　八や坂さかは輪の中心から外はずれた所で愉ゆ悦えつげに傍ぼう観かんしている。

「何年も続けてきた女装が八や坂さかにバレて、学校で一緒にやろうって誘さそわれたんだ」

　女声を出すとクラス中がどよめいた。意外にも女子からのウケが良く、参考にしているコーデ雑誌や付き合ってる男の有無を聞かれた。

「男子とはそういう関係にならないよ。心も体も立派な男だし、女装はただの趣味だからね」

「始めたきっかけは？」

「姉ちゃんのスカートだよ。中二の時、急に穿はいてみたくなった」

「それうちのセーラーだよね、もらい物？」

「ネットで競せり落おとした」

　みんな笑った。もちろん、普段の僕はこんなことを言って笑いを取ったりしない。どっちかと言えば地味な方で、会話を持ちかけるほどのコミュ力もない。

　もう一人の自分……それを言うなら女としての自分が別の人格を得て勝手に喋しやべっているようだった。称賛され、舞い上がってヒートアップした愚ぐ鈍どんの果てだ。

　予鈴前に着換えを済ませ、僕は男子生徒へ戻った。担任は八や坂さかの悲ひ惨さんなセーラー服姿に腹を抱かかえて笑い、「似合ってるが目に毒だ！」そう言って息も絶え絶えにクラス名簿を開いた。

　女子は額ひたいを寄せ合い、出欠確認の際に僕がどっちの声で返事をするのか予想しあった。お望みどおり、出席番号一番の僕は高らかに女声を張り上げ、クラスの笑いを誘さそった。

「調子良さそうだな」

　ジャージに着替えた八や坂さかが休み時間に声を掛けてきた。狡こう猾かつな笑みを浮かべている。

「俺から一つ、提案があるんだ」




　その提案を聞かされたのは興奮冷めやらぬ昼休みのことだった。

「〝シャーリー〟退たい治じをしよう」

　ふざけてるんだと思った。三つ目のパンを開封しながら八や坂さかは言う。

「天あま野のが囮おとりになるんだ。名案だろ？　君の美び貌ぼうをシャーリーが放っておくはずない」

「ちょっと待て。そのシャーリーって、あのシャーリーか？」

「あのシャーリーだ」

〝あのシャーリー〟とは電車内に出没する、七なな重え北きた高こうの女子生徒しか標的にしないというおめでたい変質者のことだ。そして、その手口というのが……

「〝私、シャーリー〟」

　八や坂さかが僕の瞳ひとみに呟つぶやく。

「まずそう名乗るらしい。そしてこう締しめくくる。〝あなたを愛してる〟。ストレートでいい言葉じゃないか」

「いや、気持ち悪いよ」

「〝愛してる〟の一ひと言ことを伝えるのにどれだけの人間が苦労してることか」

　その横顔に八や坂さからしからぬ一いち抹まつの憂うれいが見えた気がした。自分もその苦労に苛さいなまれる一人であると言わんばかりの表情だった。

「けど、囁ささやくだけで罪になるのかな？　〝退治〟なんて大おお袈げ裟さだと思うけど……」

「法で裁けるものだけが犯罪か？　罪に線引きなんて滑こつ稽けいだ、よせよせ」

　生徒の間で、シャーリーの目的は『セーラー服』ではないかともっぱらの噂うわさだった。というのも、七重北の制服はとにかく〝可愛かわいい〟と評判なのだ。

　一部の男子は「ゴリラが着ても痴ち漢かんに遭あう」と称たたえたし、僕もその通りだと思った。ネットオークションで取り引きされるのも納得の逸いつ品ぴんというわけだ。

　チャコールカラーの制服は胸下まで届く白い大きな襟えりが特徴的で、胸元には金色の校章が刺し繡しゆうされている。男どもはチェックのスカートが風で翻ひるがえるのを心待ちにし、嘲あざ笑わらうように赤いスカーフがなびく。

　しかし、七なな重え北きたの女子にとって〝可愛かわいい〟セーラー服をまとえる喜き悦えつは、シャーリーという不条理な重荷を背負う悲ひ哀あいとイコールで結びついていたに違いない。

　そんなことを歯し牙がにもかけず、八や坂さかは僕にこう言ってみせた……面白そうだろ？　と。

「面白そうだろ？　俺たちが捕まえるんだ。天あま野のが囮おとりになればきっとうまくいく」

　面白さを追求するために僕を利用するってわけか、八や坂さからしい。

「決行はいつ？」

「今日」

　八や坂さからしいよ。




　放課後、被害の出始める時間帯まで作戦を練り、僕だけセーラー服に着替えた後、最も寄よりの駅へ移動した。駅前の広場ではローカル報道番組のテレビクルーがいつもの陣じん形けいで撮影を行っている。

「次のコーナーだ！」

　言いながらドタドタと駆かけ出す八や坂さか。向かった先はスタッフがたむろする一角で、背の高い瘦そう身しんの男と何やら話し込んでいる。ネームプレートから番組ディレクターだと分かった。話は進み、男が僕の方をしきりに窺うかがい始めた。顎あごに手を当て頷うなずいている。

　少し経たって八や坂さかが戻ってきた。

「テレビに映るぞ！」

　訳が分からなかった。

　話を聞くと、どうやら次のコーナーが『七重市民のお立ち台』という二人以上で参加できる一般参加の部らしく、八や坂さかはそれに出演するための交渉を済ませてきたというのだ。

「マジでカワイイじゃん」ディレクターが僕を見て嬉うれしそうに声を上げた。「本当に男の子？」

　僕が地声で挨あい拶さつするとディレクターはのけ反って大笑いした。

「いいね！　最高だよ！　今日のＭＶＰだ！」

　ディレクターが変なテンションのままＣＭが明け、僕らは『お立ち台』という名の簡易ステージに上った。僕は八や坂さかの贅ぜい肉にくに押し出されまいと踏ん張りながら、まばゆい照明の向こうにスタッフや見物人や帰宅途中のＯＬが歩く姿を見た。

　司会がルールを説明している。『お立ち台』は思ってること、伝えたいことを七重市民のお茶の間に叫び散らすための人気コーナーらしい。告白ＯＫ、宣伝ＯＫ、漫才ＯＫ、ストレス発散ＯＫ、下ネタＮＧ。時間は一分。

　八や坂さかはまず僕のことを「俺の友達」と紹介し、朗ほがらかに肩を組んでみせた。僕は会え釈しやくし「こう見えて男です」と地声で白状する。この姿が七重市全域に届いていると思うと興奮した。スタッフ一同が目を見張るのが分かり、得意になった。

　緊張しなかったのは隣に八や坂さかがいるからだ。八や坂さかは堂々たる風格を崩くずさず、「今からシャーリー退たい治じするんだ。首洗って待ってろ」、そんなことを言って付け焼刃なファイティングポーズを決める。

　僕が女声で「リンゴよりナシが好きです」とかどうでもいいことを言ってる内に時間が迫り、八や坂さかがこう締めくくった。

「メリークリスマス！」




「最後のアレ、君の夢と関係あるわけ？」

　改札口の狭せまさにブーブーうるさい八や坂さかを無視し僕は尋たずねる。

「俺はサンタになりたいんだ」

　八や坂さかは真顔で答えた。

「うんと小さい頃はプレゼントに肉をくれる叔お父じをサンタだと信じてたが、月日が経たってやっぱりそんな人はいないんだって確信した時なんだか寂さびしくなった。奇跡や幸福や夢物語なんてのはみんな絵え空そら事ごとで、現実にはありえない、確か十歳の時だ、悟さとった瞬間この世界が地味で退屈なものに見えたよ」

　ホームは帰宅途中の人々で溢あふれている。僕らはしんがりに並んだ。

「この世はつまらないね、そんなことを叔父に言うと鼻で笑われた。お前の方がつまんねえ、退屈なら面白くしてみろ、そうも言われた。俺は自分に足りないものが何かを探し続けたよ。そうして去年の十二月、遂ついに答をみつけた」

「何？」

「執しゆう念ねんだよ」

　八や坂さかの声は力強かった。

「腹の底にあるもの、万事の動力源だ。勉強、スポーツ、恋愛、女装、シャーリー退治……諦あきらめない心が人を突き動かしていく。俺に足りなかったものは生きることへの執念だった。趣味も特技も夢もないただ食って寝るだけの俺自身を象徴するものがこの醜みにくい体だ。この世はつまらないと決めつけ達観していた俺はすべてに無関心だった」

「今の八や坂さかとは結びつかないね」

「もちろん。街で天あま野のに出会えたのは執念の賜たま物ものさ。面白いものが面白いものを呼ぶんだ。考え方一つで世界が変わる。この世にサンタはいない、だったら俺がサンタになってやる……〝あの子〟のためにも」

　誰のこと？　聞いたが反応はなかった。

　ちょうど電車がやって来て、人の流れが僕らを車内へ押し込んだ。吊つり革かわに摑つかまりながら、八や坂さかはもう喋しやべりたがらないだろうなと思った。昼休みに見せた、あの憂うれいの表情で窓の向こうを眺ながめている。

　電車が動き出した。

「囁ささやかれたら目で合図をくれ。俺が押し潰つぶしてやる」

　僕らは乗車口に近いところで吊つり革かわに摑つかまっている。席は埋まり、立っている乗客もかなり多い。七なな重え北きたのセーラー服もちらほら窺うかがえる。

　僕らの作戦は単純で、乗客密度の高い各駅を周るというもの。客が減る、降車する、上り（下り）列車へ乗り換え、客を補充する。これを繰り返す。最も利用客の多い『七重西にし』を起点に行ったり来たりするのだ。乗客が多ければシャーリーも動きやすくなる、と見立てての作戦だ。




　一時間経たってもシャーリーは現れなかった。八や坂さかは膝ひざの痛みに屈して席に座り込み、額ひたいから流れ出る汗を手の甲でぬぐった。お婆ばあさんが乗り込むとすかさず席を譲り、「次で降りてジュースを飲もう」そう提案してきた。

「どうして留年したの？」

　自販機で買ったコーラをホームで飲みながら僕は聞いた。ずっと気になっていたことの一つだった。気まずい質問だったが、八や坂さかはすんなり答えてくれた。

「好きな子ができたんだ」

「……え？」

「二年の春だ。新入生の女の子に惚ほれてね、俺はどうしてもその子に近づきたかった。それで気付いた。留年すれば同じクラスになれるんじゃないかって。俺は春まで授業をサボり続けた」

　耳を疑った。〝八や坂さからしい〟を飛び越えて筋すじ金がね入りの愚おろか者だ。まるで晩飯の話でもするかのような口調だが本質は異常性に溢あふれている。恐怖すら感じる。

「それってもうストーカーじゃないの？」

　言うと八や坂さかは笑った。

「俺は恋に臆おく病びような人間でね。それでも結局話しかけられなかった」

「ということは、今僕らと同じ学年だよね？　何組？　同じクラス？」

「クラスは隣だ、一応」

「さっき言ってた〝あの子〟って……」

「俺が惚ほれた子さ。俺はな、〝あの子〟のためのサンタになりたいんだよ」

「どういう意味……？」

「いずれ詳くわしく話すよ……その時が来ればね」




　また八や坂さかの見方が変わった。電車へ乗り込みながら、僕はこの男を今後どう扱あつかうべきか考えあぐねた。

　夢中になるのはいいことだ。それを執しゆう念ねんと呼んで生き様にしたって構わない。でもやっぱり、八や坂さかは今まで出会ったどのタイプの人間とも違う。何しろ、普通の人間は恋する相手を想おもって留年したりしない。そこへ至る勇気が足りない。

　乗り込んでから十数分後──突然だった。お尻しりの上を滑る手の挙きよ動どうを感じた。疲れが吹き飛び、吊つり革かわが汗で湿る。はじめそれはゆっくり上下し、僕が抵抗しないと分かるや感触を楽しむように強弱を加えていった。

　これは断じてシャーリーの手口などではない。変質者どころか本物の痴ち漢かんだ。

　声が出ない。不安と恐怖が喉のどを塞ふさいでいる。間違いだったらどうしよう、反論されたらどうしよう、凶きよう器きを持ってるかもしれない、逆さか恨うらみされるかもしれない。

　隣に立つ八や坂さかを見上げる。目で合図を送るも八や坂さかの関心は窓の外だった。夜の街並みが恐怖に引きつった僕の顔を反射させている。

　視線を下ろすとお尻に伸びる何者かの腕が見えた。下半身をまさぐる忌いまわしき手の主を目で辿たどる。太い腕、大きな体。額に汗を光らせ、鼻息が荒い……八や坂さかが僕を見てはにかんでいた。

「バレた？」

　生まれて初めて人を殴なぐった。





五月八日






　翌日、僕は校門へ続く登り坂で八や坂さかに出くわした。自転車を手押しする彼の背中は肉がだぶついてみっともなかったが、それと一目で判別できるぶん便利な体型だった。レコードプレイヤーはエネルギー不足のため機能せず、植木鉢ばちからは相変わらず芽が出ない。

　立ちはだかるこの坂の前で、重さ二十キロのママチャリは圧倒的に無力だった。山やま裾すそに建てられた学校は街を見下ろす勾こう配ばいの彼方かなたに位置し、風も強い。僕は悠ゆう々ゆうと徒歩通学だが、終始涼しい顔でこの坂を登りきれる自信はない。

「俺が不登校になった理由は二つだ。恋と、この坂」

　八や坂さかは挨あい拶さつ代わりに不平をこぼした。

「あと十ヶ月の辛しん抱ぼうじゃないか」

　僕は気休めにもならない言葉を掛けてやる。分からんぞ、八や坂さかは言った。

「更に太って、坂を登れなくなったらまた留年するかもしれない」

「〝ダイエット〟すればいいじゃないか」

「〝デブ〟の次に嫌きらいな言葉だ」

〝ブタ〟はいいのか。

「何事も執しゆう念ねんだよ」僕は言った。

「俺が本気を出せば五十キロくらい簡単に瘦やせられる」

「見ものだね」

「天あま野のこそどうなんだ？　女装に没頭しすぎると人生の坂を転げ落ちることになるぞ」

「心配ご無用。受験勉強ならもう始めてる。それに……」

　僕は自信たっぷり笑いかけた。

「勉強は女装してる方が捗はかどる」

「もはや中毒だな……あっ……」

　八や坂さかは何かの匂においを嗅かぎ取る仕し草ぐさをした。何してるの？　聞いたが無視された。その両眼は前を歩く女子のスカートを注視している。次の瞬間、強い風が吹きスカートがめくれた。

「白か。今日のラッキーカラーにしよう」

「分かったの？　〝蛇の息〟が吹くって？」

「匂いで分かるよ。強ければ強いほど早く感じ取れる」

　八や坂さかが言うと妙みように信しん憑ぴよう性が増すのは何な故ぜだろう？

「どんな匂い？」

「言葉で表現するのは難しい。強しいて言うなら大地の匂いだ。木の葉とか動物のフンとか川べりの苔こけとかそういうものが混じり合った匂いだよ」

　ここ七なな重え市は標高数千メートルの山々に囲まれる地方都市だ。山頂から吹き下ろす強風は平地を抜ける北風も相まって〝蛇へびの息いき〟となる。山に住む蛇の女神を怒らせ、息い吹ぶきによって吹き飛ばされた村人がそう名付けたらしい。七重に伝わる昔話の一つだ。

　この風はとにかく厄やつ介かいで、歩行者のコンタクトを傷つけスカートをめくることに長たけてはいるが、最先端の流行を運んできてくれるほど懐ふところは深くない。




　登校するなり、僕らは千ち山やまという生徒指導を担当する女性教師に呼び出された……嫌いやな予感がした。

　職員室の奥は曇くもりガラスのパーティション仕じ立たてになっている。生徒を厳重指導する時に使われる空間だ。そこへ連れ込まれるということはつまり、僕らが何かやらかしたということだ。

　ここへ足を踏み入れるのは初めてだった。

　革張りの一人用ソファーが四つ、ガラステーブルを挟はさんで収まっている。テーブルの脇に洋風のアンティークなサービスワゴンがあり、ティーセットやサンドイッチなどが置かれている。ソファーの一つに千ち山やまが座っていた。

　千ち山やまは風変わりな英語教師として有名だった。生徒指導と銘めい打うって職員室へ連れ込み、紅茶と菓子でもてなすのが彼女のやり方だ。

　非常にお喋しやべりで授業がよく中断する。子供のように感情豊かで、癇かん癪しやく持ち。美人で背が高く胸が大きい彼女はインテリな上に教養もあったが三み十そ路じを過ぎても独身だった。生徒の間では〝精神年齢に問題あり〟と決着がついている。

「ごきげんいかが？　そんな所に立ってないで、お掛けになって」

　千ち山やまは優雅な笑みと身振りで向かいのソファーを示した。僕らは言われるがままそれに座り、彼女が赤い熊の刺し繡しゆうされたランチョンマットをテーブルに敷いていく様を眺めた。

　次いでティーカップが置かれ、陶器のシャレたティーポットで紅茶を注ぐ。湯気の向こうにワッフルの乗った皿が並べられていく。

　千ち山やまがティーカップを持ち上げ、香りを楽しむように、ゆっくりと、深く息を吸い込んだ。

「素敵だと思わない？　紅茶の香りが漂うだけで埃ほこりっぽい職員室が花園に生まれ変わるの。本当の幸せってこういうことを言うんじゃないかしら。つまりね、幸せっていうのは〝時間〟なのよ。私たちはみんな、紅茶一つで幸せになれる……」

　紅茶とワッフルをたいらげた八や坂さかが不快なゲップで言葉を遮さえぎった。

「おかわり」

　千ち山やまの眉み間けんに皺しわが寄った。綺き麗れいな陶器にヒビが入ったみたいに。

「あなたには紅茶の作法より、まずは日本人としての礼儀を手ほどきする必要がありそうですね、八や坂さか幸こう喜き真しん」

「このおもてなしが先生なりの流儀だってことは分かってるよ」

　八や坂さかは言いながら僕のワッフルを頰ほお張ばる。

「でも俺たちがここに呼ばれたのは、お辞儀の角度や紅茶の淹いれ方を教わるためじゃなかったはずだ」

　緊張でカラカラの喉のどを紅茶で湿す。

　当然だが、僕は八や坂さかほど肝きもが据すわっていない。教師相手にここまで無む謀ぼうにはなれないし、ならなくても良いという知恵も持っている。故ゆえに、僕はただ黙っていた。

　千ち山やまは紅茶を一口飲み、その表情に厳格な様相を湛たたえた。

「昨夜のアレは何です？」

　先生の声は意外にも穏やかだった。

「アレ、というと？」

　八や坂さかが呆ほうけ声を出した。

「テレビ番組、出てたでしょう。あの後何本も電話が掛かってきて職員が対応に追われました」

「内容は？」

　千ち山やまは男のように低い声で演技っぽくこう答えた。

「『お願いだ、女装で出演した男子生徒の名前を教えてくれ！』」

　腕を組み、眉まゆを吊つり上あげ、こうも続ける。

「『生徒をけしかけ悪人退たい治じを促うながすことが七なな重え北きたの教育理念かね？』」

　元劇団員に違いないと思った。舞台でオーバーアクションする千ち山やまの姿が容易に浮かんだ。

　八や坂さかが退屈そうに鼻毛を抜き始めた。

「今回の不ふ祥しよう事じは前もって指導できなかった我々にも責任があります。保護者への連絡は見送りますが次は……話を聞きなさい！」

　靴を脱いで匂においを嗅かぎ出した八や坂さかに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる。千ち山やまはソファーの肘ひじ掛かけを殴なぐりつけ唾つばを飛ばしながら激げつ昂こうした。その後たっぷり一分間睨にらみ付つけ、おもむろに口を開いた。

「犯人を煽あおり女装という下げ賤せんな醜しゆう態たいをさらしたあなた方は七なな重え北きたの面つら汚よごしです」

　ショックの余り頭が真っ白になった。下げ賤せんな醜態……その一ひと言ことで僕の全てを否定された気がした。

「女装で出歩くことを禁止します。どうせご両親にも秘密でやってるんでしょう？　次は停学、その次は退学です」

「頭古いなあ」八や坂さかが言い放った。「奪うばうだけの教育なんて独裁国家と思想が同じだよ」

「……何ですって？」

「天あま野のが培つちかってきたもんをスマホ没収するみたいに奪うんじゃねえよ。汚い手で触るなって言ってんだ。昨夜のテレビで天あま野のの何を観みてたんだ？　あんな美しいものを下げ賤せんな醜態だなんてよく言えたな」

　千ち山やまの表情が怒りで歪ゆがんでいく。

「紅茶でトリップしながら清く正しい人間がどんなものか説いてみろよ。そんなもんで世界が平和になると思ってるならあんたは本当の幸せ者だ。それどころか、石頭で器量は小さいくせに態度とおっぱいばかりでかいエセ教師だよ。そんな奴やつの説教聞いたって損した気分になるだけ。ホクロ数えてる方が利口だね」

　千ち山やまの顔が真っ赤になった。肘掛けの上で拳こぶしが震ふるえている。

　そして……泣き始めた。食いしばった歯の隙すき間まから嗚お咽えつが漏もれる。段々と大きくなる。

　僕は肘ひじで八や坂さかを小こ突づいた。

「……謝あやまった方がいいんじゃないか？」

「やだね」

　八や坂さかの声をかき消すように千ち山やまの泣き声が響く。大粒の涙が化粧をさらい頰ほおを伝った。

「ひどい……あんまりだわ！　私の何が分かるのよ！　あんたみたいな小こ童わつぱに！」

　小こ童わつぱ……？

「八や坂さか幸こう喜き真しん……今日から一週間……停学……ですっ！」

「望むところだ」

　足を踏み鳴らして去っていく彼女の後ろ姿に向かって八や坂さかは言った。

　折しも、パーティションの頂いただきでハゲ頭がキラっと瞬またたき、やがてこちらを覗のぞき込こんだ。

「派手にやったな」

　誰かと思えば校長の国くに見み先生──入学式の式辞で「どうもハゲです」と名乗ることで生徒の心を鷲わし摑づかみにし、僕の中にある〝大人おとな〟という窮きゆう屈くつな社会の枠組みをぶっ壊こわした、あの国くに見み校長その人だ。

　大人おとならしくないという意味では千ち山やまも負けず劣おとらずだが、校長には誰が見ても明らかな〝自由の精神〟が満ちている。平たく言えば寛かん容ようだが、彼の言動にはズルさや綺き麗れい事ごとが一いつ切さいない。

　事実、野球部が打ち上げた特大のホームランボールが窓ガラスを割っても彼は生徒を咎とがめなかった。むしろそのスイングを褒ほめちぎり、ボールにサインを書かせて校長室に飾るや、割れた窓をそのまま放置し必勝祈願の聖地として受験や大会を控ひかえる生徒に拝ませた。

　しかし……今度ばかりはいくらあの校長でも怒り心頭だろう。教師を侮ぶ辱じよくし怒らせた挙あげ句く、七なな重え北きた高こうの名に泥を塗ったのだから。

「女の涙をラーメンの隠し味にしたら絶対に美お味いしくなると思うんだ」

　校長は出し抜けにそんなことを言って、千ち山やまが残していったワッフルにかじりついた。ソファーに深く腰掛け、楽しそうに笑っている。

　近くで見る校長は思っていたより若かった。五十代前半くらいだろう。老ふけて見えるのはきっとハゲてるせいだ。

「校長はどっちの味方なんだい？」

　八や坂さかがじれったそうに聞いた。

　校長を「校長」と呼ぶのは八や坂さかくらいだろうが、「あんた」と呼び捨てないところを見ると、この男にも人並みの分別はあるようだ。少なくとも、国くに見み校長が千ち山やまよりまともな大人である、という見解については、八や坂さかと僕とでセンスが一致する。

「どっちの肩を持つ気もないがね。もっか平等とはそういうものだ」

　校長は威い厳げんとは程遠い、しかし余裕に満ちた笑みでそう答えた。八や坂さかが不服そうに校長を睨にらんだ。

「あのエセ教師と俺たちを同じものさしで測られるのは心外だよ。悪いのは天あま野のをバカにしたあいつなんだ」

「八や坂さかにとってのものさしが非を押し付け合うだけの陳ちん腐ぷなものだとしたら、私はとてもガッカリだよ。このハゲ頭など問題にならないほどの絶望だ」

「俺を買いかぶり過ぎてるんじゃないの？」

「いいや」

　校長は後頭部をツルっと撫なでた。

「私は誰も蔑さげすんだりしない。八や坂さかの行動力と天あま野のの女装は実にバランス良く成り立っている。友情と恋愛は刺激に溢あふれた青春だ……いい友達を見つけたな、八や坂さか。羨うらやましいよ」

　校長の視線が僕を捉とらえた。

「千ち山やま先生を悪く思わないでほしい、昔からああなんだ」

「昔……ですか？」

「彼女は七重北の生徒だった。容姿端たん麗れいで成績も良かったが少し強ごう情じようでね。クラスでは浮いた存在だったんだよ」

　若かりし千ち山やまを想像するのは楽しかった。わがままで、演技派で、すぐ怒り、すぐに泣く。窓まど際ぎわで紅茶の香りを楽しむ姿がありありと浮かんだ。

「天あま野の、血が騒ぐなら女になれ」校長が言った。「君たち若者が望むものを私は応援したい。安心しろ、千ち山やま先生は私が説き伏せる」




　停学を食らって帰る気満々の八や坂さかを玄関まで見送った。予鈴直前とあって玄関はひと気が少ない。

「八や坂さか」靴を履はき替える男の大きな背中に向かって僕は声をかけた。「ありがとう」

　八や坂さかは初めきょとんとしていたが、おもむろに微笑ほほえみ、力強く親指を立てるや、颯さつ爽そうと玄関を出て行った。

　今のままでいいんだ。そう思うと気が楽になった。

　遠くでボレロが聞こえる。

　気分が高こう揚ようする。








広ひろ瀬せ　怜れい







五月七日






　五月の陽気と青空。清すが々すがしい朝でした。

　スカートがなびくといいな、肩の上で髪が弾はずむといいな。そんなことを思って踏み出せる一歩が私にとっての些さ細さいな幸せです。少なくとも、そういう気分でいられる間はどこまでも歩いていける気がするものです。

　──幸せは、セーラー服を着た初うい々ういしい私自身の姿を想起させます。




　風が吹いていました。

　柔らかくて、温かい、くすぐるような無む邪じや気きさを秘めてもいますが、学校へ続く坂道の手前でやんでしまいました。さながら嵐の前の静けさです。折しも、女子生徒が二人、私を追い抜いていきます。

　──刹せつ那な、この坂道が過去と今とを繫つなぐ架かけ橋であることを思い出します。




　音が聞こえました。

　低い風の音。私は咄とつ嗟さにスカートの裾すそを押さえます。

　顔を上げると、〝蛇へびの息いき〟が前を歩いていた女子生徒のスカートをめくっていくのが見えました。絶対領域は侵おかされ、脚線美を縁ふち取どるニーハイソックスが露あらわになります。さらけ出されたパンツは縞しま柄がらではなくチェック柄です。

　──ふと、言葉が脳のう裏りをよぎります。『君は自分の時計でいいんだ』と。




　見とれるほど白く眩まばゆい太ももでした。記憶に焼き付けるより早いか、女子生徒は後ろ手でスカートを押さえ素早く振り向きます。ここは『七なな重え北きた高校』の校門へ続く勾こう配ばいですから、女子生徒の睨にらみはより威い圧あつ的に私を襲おそう結果となりました。

「見た？」

　とても綺き麗れいな女ひ性とでした。私をねめつける眼まな差ざしは憎ぞう悪おというより警けい戒かい心しんの剝むき出だしに近く、それでいて細かに詮せん索さくするようでもありました。いずれにせよ、端たん整せいな顔立ちに不相応な表情であったことは確かです。

　美少女の隣を歩いていたお友達（と思おぼしき女子生徒）が腰に手を当て、ぐいと顎あごを突き出しました。

「見たの？」

「見てません、何にも見てません」

　私は目の焦点が定まらないまま、しかしハッキリと言いました。

「本当に？」

　なぜでしょう、お友達の方がよほどご立腹のようです。

「すみません……見ました」

　私はつい白状してしまいます。虚勢を張り通せるほど甘い相手ではありませんでした。

「見たそうです」お友達が美少女に耳打ちします。「殺しますか？」

　はっきりそう聞こえました。

　冗談かと思いきや二人揃そろってじっと私を見てきます。

「すみません、すみません！　柄なんて覚えてませんし、縞しま柄がらだったら良かったのにとかそんなこと微み塵じんも考えてません！」

　私としたことが、うっかり口を滑らせてしまいました。

　恐る恐る見上げると、そこにあったのはキョトンとした顔で見つめ合う二人の姿でした。

「パンツ？　ああ、パンツのこと？」

　何を勘かん違ちがいしたのか、美少女は「なあんだ」とばかり笑い飛ばしました。

　スカートの中にチェック柄パンツより見られたくないものでもあるのでしょうか？

　学校へ向かって再び歩き出します。

「あんたさ、もしかして……」

　言いかけて、美少女は思い直したようにかぶりを振りました。

「なんでもないっ」

「あの……」

「カワイイね、あんた」

　拍ひよう子し抜ぬけでした。「坂を転げ落ちてもらおうか」、そんなことを言われるんじゃないかと臆おくしていたからです。

「何年生？」

「……二年です」私は僅わずかに上ずった声で答えます。

「モテるでしょ？」

「いえ、そんな……」

「童顔だしさ」

「よく言われます……」

　背も小さい私はこの歳としになっても中学生に見られがちです。

　そしてどうやら、相手に敵意はなさそうでした。お友達は腑ふに落ちない様子で凝ぎよう視ししてきますが、何も言ってはきません。

「わたしは丸まる井い宴えん花か。三年生。あんた名前は？」

「広ひろ瀬せ怜れいです」

　私は答えながら、『丸まる井い』という名前にどこか覚えがある気がしてなりませんでした。さて誰だったでしょう？

「こっちは新あら井い田だ牧まき乃の」

　新あら井い田ださんが小さくお辞儀をしたので私もそれに倣ならいます。なかなかどうして律りち儀ぎな方のようです。

　私より頭二つ大きくベリーショートのせいかより小顔に見えます。髪の毛はトリートメントを怠おこたっているのか、越冬で乾燥し枝毛が目立っていました。切れ長のクールアイが私を見るたび鼓こ動どうが高鳴ります。

　これは恋心？　いいえ、ビビってるだけです。

「牧まき乃のは友達だよ、同じクラスなんだ」

　丸まる井いさんが声を弾ませます。その時、私はある物に気付きました。

「それ……どうしたんですか？」

　私は丸まる井いさんの手元を指差します。しかし、またも新あら井い田ださんに睨にらまれてしまいました。余計な詮せん索さくはするな、ということでしょうか。けれど誰だって気になるはずです。

〝ラインカー〟を押して歩いていたら、誰だって。

「わたしにピッタリでしょ？」

　猛犬のような新あら井い田ださんをなだめた後、丸まる井いさんは笑顔で答えます。

「わたしを支えてくれる、頼もしいパートナーなんだっ」

　グラウンドに白線を引く二輪式のオーソドックスなラインカーです。自己主張するように真っ赤なボディを輝かせています。

「宴えん花かさんを支えるのはあたしの役目です」

　対抗心を示すように新あら井い田ださんが胸を張ります。

「〝宴えん花か〟でいいってば」

「呼び捨てには出来ません。もし言ってしまったら……舌を嚙かみ切きります」

　凄すごい覚かく悟ごと忠誠心です。本当にお友達でしょうか？　先輩と後輩の関係にも見えますが、丸まる井いさんが『同じクラス』と明言した以上それはありえません。

「丸まる井いさんは……えっと……スポーツが得意そうですね」

　これはラインカー＝グラウンド＝スポーツを連想した安直な憶おく測そくに過ぎません。

　本当はもっと突っ込んだ質問をしたかったのですが、新あら井い田ださんに嚙かみつかれそうなので遠慮しておきます。

「わたしは元陸上部だよ。走り高たか跳とびやってたんだ」

「元……ですか？」

「宴えん花かさんは今年の〝白はく蛇じや姫ひめ〟で、あたしはそのマネージャー」

　あっ！　新あら井い田ださんの言葉で思い出しました。

　丸まる井い宴えん花か……七なな重え市しからたった一人選ばれる今年の〝白はく蛇じや姫ひめ〟その人に違いありません。七月に開催される七重市最大のイベント〝白はく蛇じや祭さい〟の花形的存在というわけです。対象者は七重市に戸籍を置く十五から二十歳の女性に限られ、毎年千以上の応募があると聞きます。

　私はその頂点に君臨するお姫様の生パンツを拝見したということになります。新あら井い田ださんが怒るのも頷うなずけます。むしろ生かされてることが不思議なくらいです。

「最初は白はく蛇じや姫ひめなんて興味なかったんだけど、ほら、白はく蛇じや祭さいで踊るじゃん？　豊作を祈る儀式でさ、『白はく蛇じやの舞まい』っていうのかな、とにかくあれをやりたくて」

　確かに魅み力りよく的な舞ではあります。お祭りを盛り上げる盛大な演目のため、テレビクルーが毎年欠かさず生中継するほどです。

「大勢の人前で踊りを披露するなんて、想像しただけで脚がすくんじゃいます」

　坂を踏みしめる私の両脚はすっかり強こわ張ばっていました。

「まあ言うほど大したもんじゃないよ、姫なんて」

　丸まる井いさんは〝白はく蛇じや姫ひめ〟という立場でも驕おごらず、鼻に掛けることもしませんでした。

　元よりサバサバした性格らしく、美女にお約束の高慢さやナルシシズムとも無縁のようです。そうでなければ、私はとっくに坂を転げ落ちているかカバン持ちのどちらかだったでしょう。

「同じ女としてあたしは宴えん花かさんを尊敬しています。宴えん花かさんは凄すごい人……いえ、凄すごい姫です！」

　まあ言いたいことは分かります。

「たかが書類審査と面接だよ？　歌って踊れるアイドルの方がよっぽど凄すごいじゃん」

「丸まる井いさんには何か光るものがあったんじゃないですか？」

　フォローすると新あら井い田ださんが過か剰じように頷うなずきます。この人は何だか見ていて飽きません。

「そんなのないよ、普通の女子高生だって」

「でも、こういうことは客観的に見ないと分からないものですし……」

　私はそう言って新あら井い田ださんへ視線を流します。彼女はハッとして考え始めました。

「宴えん花かさんには……ド根性があります。それにカッコイイ！」

　丸まる井いさんが笑いだしました。当たらずといえども遠からず、といったところでしょうか。

「怜れいのことも教えてよ」

　名前で呼ばれたのが嬉うれしくて歩調が弾はずみます。と言っても、人に語れるようなものなど持ち合わせていないのですが。

「私は本が好きで、小学生の頃はよく木陰に座って風がページをめくってくれるのを待つ変わった子供でした。そのせいか友達は少なかったんです」

　気にすることないよ。丸まる井いさんが明めい朗ろうな声で言いました。

「わたしも陸上部では煙たがられてたよ。協調性がないとか、先輩に楯たて突つくなとか。言いたいこと言ってるだけなのにさ」

　気付くと校門前でした。いつもは苦でしかない登り坂も今日ばかりはあっという間です。〝蛇へびの息いき〟が幸運を運んできてくれたおかげでしょう。

「怜れい、次の休日、暇？」丸まる井いさんがやや低いトーンで尋たずねます。

「……はい、塾じゆくが休みなので」

「わたしたちと出かけない？　ちょっと付き合ってほしいんだ」

　私の冴さえない第六感が『何かおかしいぞ』と首をもたげました。

　もちろん、それが嬉うれしいお誘さそいだったことは間違いありません。しかし、出会って数分の私を休日のお出かけなんかに誘うでしょうか？

　極めつけは新あら井い田ださんの尋じん常じようではないリアクションっぷり。少し前を歩いていた彼女は首をほとんど百八十度ねじってこちらを睨にらみます。焦あせりとも狼ろう狽ばいともとれる反応です。

「構いませんよ……」

　新あら井い田ださんの目がこれ以上は無理というほど見開かれますが、

「面白そうですし」

　私は歯切れ良く言い切りました。

「宴えん花かさんどうして……」

「牧まき乃のは、黙ってて」

　ぴしゃりと返す丸まる井いさんの面相は真剣でした。その横顔には哀あい愁しゆうがちらつき、見ていると鳥肌が立ちます。これが白はく蛇じや姫ひめの成せる業わざでしょうか。心を取って食われ、思うままに支配されてしまいそうです。

「連絡先教えてくれる？　後で詳くわしい日時知らせるから」

「一体どこへ出かけるんですか？」

「病院」





五月十二日






　よく晴れた休日の午後でした。

　私たちは約束の時間に七なな重え北きた駅前へ集まり、徒歩で病院へと出発しました。バスならすぐに着くのですが、丸まる井いさんは断固歩く意思を崩くずしませんでした。その手には例のラインカーが握られています。

「意外とかわいい服着るんだね、あんた」

　丸まる井いさんは私の着てきたフリルのワンピースに関心を抱いたようでした。

「この中で一番女子力が高そうだし」

　なるほど、身なりに関しては私の方が垢あか抜ぬけているようです。丸まる井いさんは黒いロンＴにビンテージジーンズ、新あら井い田ださんに至っては学校のジャージです。

「宴えん花かさんをお守りするのに、そんなヒラヒラの布切れをまとうわけにはいきません」

　そう言って道路側を歩く新あら井い田ださん。休日の街中は交通量も多く車が次々と走り抜けていきます。

「丸まる井いさんを何から守るんですか？」

　聞くと、新あら井い田ださんは堂々と答えました。

「通り魔まや暴走車両、アイス片手に前を見て歩かない小学生からあらゆる自然災害まで」

「ボディーガードですね」

「牧まき乃のは不死身だから」

「隕いん石せきだって受け止めますよ」

　なんと頼もしい。

「でも、新あら井い田ださんはスタイルが良いいのでスカートも似合うと思いますよ」

　彼女の体はジャージ越しでも分かるほど細く引き締まっています。背が高く脚も長い。私が持ってるティーン雑誌のどのモデルにも引けをとりません。

「あたしは引き立て役なんです。白はく蛇じや姫ひめである宴えん花かさんより目立つわけにはいきません」

「それは女としてのプライドを捨てる口実にはならないよ」

　その言葉には、わたしのことはいいから女らしくしろ、という丸まる井いさんなりのメッセージが込められているようでした。

「男に媚こびを売るつもりはありません」

　新あら井い田ださんがキッパリ言い放ちます。

「ただ、これが〝自分らしさ〟ってことなら、ジャージを着たあたしも悪くないなと思った次第です」

「そんな自分を認めてほしい、ってことですよね？」

　新あら井い田ださんは肯こう定ていも否定もせず、丸まる井いさんの横顔をチラチラと窺うかがいました。当の丸まる井いさんはラインカーを押しながら空を仰あおぎ、日差しが気持ち良いね、なんて言いながら繁はん華か街がいへ向かって歩を進めます。

「今日は……その……誰かのお見舞いにでも行くんですか？」

　休日の晴れた昼下がりになぜ病院へ行くのか、私はまだ理由を知りませんでした。本来、病院は休診のはずで、故ゆえにお見舞い以外に理由が浮かびませんでした。

「言ってなかったっけ？　パワーを貰もらいに行くんだよ」

　丸まる井いさんはロンＴ越しに力こぶを見せつけました。

「パワー……？」

「解釈なんて人それぞれだけどね、わたしにとっては活力なんだ。神社でお参りするみたいにさ、願掛けするんだよ。そういうの、分かるでしょ？」

「ええ、まあ……」

　どうやら病院に何かあるようですが、実体が見えてきません。

　丸まる井いさんはもう一度詳くわしく聞こうとする私を避けるようにして、ゲームセンターの出入り口に置かれたクレーンゲームの景品を眺ながめ始めました。

「牧まき乃の、これ取ってよ」

「かわいい方ですか？」

「かわいくないやつ」

　新あら井い田ださんの腕前は確かなようで、標的を一発で仕留めてしまいました。

　出てきたのはつがいになった怪かい獣じゆうのぬいぐるみで、黒いそれはどうやら雄のようですが、出っ歯でひん剝むいた目が充血し、滴したたるヨダレで肢し体たいを汚す何とも哀あわれな代しろ物ものでした。

「これって女子の間で人気のぬいぐるみですよね、こんなシリーズありましたっけ？」

　丸まる井いさんがラインカーへ括くくり付つけるのを見ながら私は尋ねました。

「春の新作『だらしない怪獣』シリーズだよ」

「今朝、父がちょうどこんな感じでした」

　私は新あら井い田ださんの言葉を想像しないよう努めながら、「どうしてかわいい方にしなかったんですか？」と問いかけました。

「みんな持ってるじゃん」

　その一ひと言ことで丸まる井いさんがどういう人物なのか、少し見えた気がしました。

　再び歩き出しながら、丸まる井いさんはこう言い添えます。

「わたしはわたしだから」




　川沿いにある七なな重え北きた病院が見えてきました。

　リハビリセンターが併へい設せつされた大きな病院は全体がベージュ色で、周囲をハイマツやヒイラギの灌かん木ぼくが覆おおっています。駐車場には車がほとんどとまっていません。

　休日の病院を訪れるのは初めてでした。

　丸まる井いさんは入り口にある傘かさ立たての脇にラインカーを置いた後、受付で何やら話し始めました。

　待合席に患者はおらず、見舞い客と思おぼしき人たちが紙袋を提さげて私と新あら井い田ださんの傍そばを通り過ぎていきます。

「行こっか」

　丸まる井いさんが笑顔で案内します。

　私たちは見舞い客に混じって廊下を進みました。廊下は窓が多くとても明るい造りになっていて、植木や花壇のある中庭を広く見渡すことができます。

　こっちこっち、と丸まる井いさんが中庭へ先導します。

　ドアを開けると五月の陽気が全身を包みました。太陽が芝や花々を照らし、風が梢こずえを揺らします。新あら井い田ださんが「ジュースでも買ってきますね！」と楽しげにロビーへ取って返しました。

　花壇に囲まれてイチョウの木が植わっています。樹齢数十年ほどでしょうか、さほど大きくはありませんが、まとった青葉が五月の空に映はえてとても綺き麗れいです。

　根元に置かれたコンクリートの物干し台に旗が刺さっています。二メートルほどある白い大きな旗です。布地には墨すみで大きく〝愛〟と書かれています。

「訳があってね、今日はこれを引き取りにきたんだ」

『パワーを貰もらいに行くんだよ』

　その言葉が意味するものを、この旗と、そして丸まる井いさんの横顔から察することができました。

　彼女の決然たる表情に微かすかな笑みがよぎります。それは、迂う闊かつに話しかけることを躊ちゆう躇ちよするほどの緊張感を孕はらんでもいました。

「ジュース、買ってきましたよ」

　新あら井い田ださんが人数分のパックジュースを持って戻ってきました。差し出されたそれを、丸まる井いさんは受け取ろうとしません。

「この旗、何なんですか？」

　新あら井い田ださんにそっと尋たずねます。彼女はジュースを差し出しながら真顔で言いました。

「愛だよ、愛」

　恋愛成じよう就じゆを願う新手のスポットでしょうか、分かりません。

「決めた！」

　突然でした。

　丸まる井いさんは何かを吹っ切ったような笑顔で身を翻ひるがえし、新あら井い田ださんの手からジュースをもぎ取ります。パックを握にぎりつぶし一気に飲み干すや、物干し台から旗を引っこ抜き肩に担かつぎました。

「悩むのは終わり！　牧まき乃の、決行するよ！」

「……やるんですか？」

「やる、決めた」

「あの……一体何を……？」

「ドロボウ」

　戸と惑まどう私に向かって、丸まる井いさんは満面の笑みで答えました。誇らしささえ感じます。

「ドロボウ……ですか？」

　聞き間違いでしょうか。訳が分からず、笑顔の丸まる井いさんと無表情の新あら井い田ださんを交互に見やります。

　しかし、もっと説明してほしいとせがむ私の意思とは裏うら腹はらに、丸まる井いさんは屋内へ向かって一人歩き出してしまいました。

「ドロボウ……ですか？」

　丸まる井いさんの後ろ姿を見つめたままの新あら井い田ださんに向かって、私は恐々と繰り返しました。

「誤解しないで」

　新あら井い田ださんが憐あわれむような目で私を見下ろします。

「私利私欲のためじゃない。宴えん花かさんはそういう人じゃない」

「分かってます……でも……」

「巣食う迷いや葛かつ藤とうを打ち消すために、今日、宴えん花かさんはここへ来た。ここには〝愛〟があったから」

　ほんの少し、腑ふに落ちました。

『わたしはわたしだから』

　そう言葉にする丸まる井いさんの姿は勇ましく、同時に儚はかなくもありました。脆もろく崩くずれてしまいそうな自分自身を必死に支えているようで、故ゆえにそれが彼女の強さであると、私は勝手に思い込もうとしていた──。

　ロビーへ引き返すと、旗を担かついだ丸まる井いさんが余裕と自信に溢あふれた表情で立っていました。

「あんたたち、なんてツラしてんのよ」

「急にドロボウなんて言い出すから……」私が肩をすくめます。

　それもそっか、丸まる井いさんはそう言って微笑しました。

「情に訴うつたえるドロボウなんて辻つじ褄つまが合わないよね、わたしはどっかの怪かい盗とうみたいにエゴと正義を履き違えたりしない」

「どういうことですか？」

　私が尋たずねると、丸まる井いさんはこう答えました。

「このやり方が〝わたしらしい〟ってことだよ」
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天あま野の　翔かける







五月十五日






　停学が明けても八や坂さかは戻ってこないだろうと踏んでいたが、案外そんなことはなく、僕は校門へ続く登り坂でうめき声を上げながら自転車を押す彼の姿を見つけて思わず笑った。

　植木鉢ばちとレコードプレイヤーが相変わらず滑こつ稽けいでもあったし、何よりまた会えたことが嬉うれしかった。

「八や坂さかはどこにいても見つけやすいね」

　僕は背後から近づいてそんなことを言ってやった。八や坂さかは最後に見た時から一グラムも瘦やせていないように見えた。

「ダイエットはどうした？　この一週間ですっかり瘦せてるもんだと思ったのに」

「君も人が悪いなあ」

　重なった顎あごがぷるんと震ふるえた。

「久々に登校する健康男児への二の句が〝ダイエット〟なんてさ、メイド姿で菓子折りの一つでも持って来いってんだよ」

　僕は声を出して笑った。

「そう息巻くなよ、何事も日々の積み重ねじゃないか」

　その通りさ、八や坂さかは言いながら汗を拭ぬぐう。

「俺はこう見えて努力の方向性くらいは心得てるんだ。確か中二の時だ、クラスメイトがこんなことを言ってきた。『おい目め障ざわりなデブヤロウ、ダイエットするか、テストでクラス一位を取るか選べ。しくじったら卒業までパシリだからな』。そいつらは不良とかはみ出し者とか呼ばれる輩やからでさ、俺がデブな上にバカなのを承知で吹っ掛けてきたんだ」

「どっちを選んだの？」

「テストに決まってるだろ、取ってやったよ、クラス一位」

　普通は誇るところだが八や坂さかは違った。クラストップになることが日常的であるかのような言い草だ。

「テストまでは一週間あったからね。時間さえあれば勉強したよ。あいつらが怖こわかったんじゃない。夢中になれるものが世界をどれだけ面白くしてくれるのか、試してみたかった」

「僕ならさっさと諦あきらめてパシリになってたね」

「挫ざ折せつは癖くせになるぞ」

　その言葉が余りに痛烈で、胸の奥深く刺さったまま離れなかった。

「努力ってのは一パーセントの繰り返しだよ。俺はそれを証明してやったんだ。大して面白くなかったけどね、不良は手玉にとれたよ。あいつら俺を崇すう拝はいして昼飯くれるようになった」

　清すが々すがしいオチだがそんな簡単にクラス一位を取れるほどこの世は甘くない。

　知ってはいたが八や坂さかと僕とでは根本的に物の見え方が違う。この世を退屈に感じる彼の目には世界のスケールが小さく見えているのだろう。

　八や坂さかが僕と行動を共にするようになったのは、〝男おとこの娘こ〟という未知の生き物が好奇心をくすぐったからだ。

『面白いものが面白いものを呼ぶんだ』

　八や坂さかは確かにそう言った。僕といることで何かが起こるのを期待しているのだとしたら……僕はその期待に応こたえてやれるかもしれない。

　前を歩く男子生徒を追い抜く。

　刹せつ那な、気分が昂たかぶり血が騒いだ。

　追い抜いた男子生徒が頭から離れなかった。

「今の見た？」

　八や坂さかは答えない。呼吸するのがやっとで神経を研ぎ澄ます余裕がないらしい。

「今追い抜いた男子、見てないの？」

「あ？」

「すごく可愛かわいかったよ」

「で？」

「女装させる」

「……おお」

　状況を吞のみ込こんだらしい。僕らは坂を登りきった校門前で美少年を待ち伏せした。

　改めて見ると本当に可愛かわいらしくて妄もう想そうが捗はかどった。

　色白で、背が小さくて、なで肩。ロリータファッションに箔はくが付く手合いだろう。赤いカラコンと腰まである黒のロングウィッグでアニコスか、あるいはアクセサリーを揃そろえて派手に着飾ってみるのもいい。

　目鼻立ちが良く横顔も綺き麗れいだ。シャープな輪りん郭かくは黄金比に近い。眉まゆを少し手入れする必要があるものの、それ以外は非の打ち所がない。

「ねえ君、可愛かわいいね。今からお茶しない？」

　言っとくけど、これは僕のセリフじゃない。査さ定てい中に八や坂さかがしびれを切らしただけだ。

「…………」

　美少年は巨漢を見上げたまま何も答えない。ただ少し、目が怯おびえていた。

「急にごめんね、僕は三年の天あま野の翔かける。このデカいのが八や坂さか幸こう喜き真しん」

「…………」

「驚くのも無理はない、天あま野のがいやらしい眼光で品定めするからだ」

「人聞き悪いこと言うな」

「事実じゃないか」

「そうだけど……」

「…………」

　彼は何も喋しやべらなかった。「え……」とか「あの……」とかいう戸と惑まどいの音さえ漏れてこない。ひどくシャイなんだろうか？　クラスに一人はこんな大人おとなしい子がいるものだが、それにしても無口すぎる。

「実はさ、君に頼みがあって声をかけたんだ」

　とりあえず話を進めてみる。美少年は怯おびえきった小動物みたいに縮こまっている。

「さっき一目見てね、ピンと来たんだよ。カンが働くっていうか、君しかいないと思った。まあスカウトみたいなもんなんだ。この際だからはっきり言うけど……女装、してみないか？」

　初めて目が合う。心を芯しんまで打ち抜かれたような気がして、鼓こ動どうがドッと高鳴った。

「女装、分かる？　女の子になるんだ。可か愛わいい服を着て、化粧もバッチリ決めて、街へ繰り出す。どう？　やってみない？」

　焦点が合わず、宙をさまようだけだったその瞳ひとみには光が灯ともっていた。光は眼がん窩かに注がれた陽ひ射ざしによる光彩のようでもあったし、彼自身が持つ〝意欲〟そのものにも見えた。

　美少年は僕を見上げ、そして、僅わずかに身を乗り出したのだ。

　それは彼から発せられた初めての意思表示だった。僕にはそれが「イエス」に見えた。

「君、嫌いやなら断ことわったっていいんだぞ。この青年は女装のことになると我を失うからな」

　八や坂さかが余計な助け舟を出したが彼の耳には届いていないようだった。僕を見つめ返す瞳には生き生きとした輝きが湛たたえられている。

　念のため、もう一度聞いてみた。

「女装、してみたい？」

　美少年は頷うなずき、頰ほおを染めて小さく笑った。




　放課後、僕と八や坂さかは約束の校門前で彼を待っていた。

　本当に来るのか？　地べたに座りながら八や坂さかが呟つぶやく。

「まだ二分しか経たってないだろ、辛しん抱ぼうしろよ」

　とは言いつつ、現れなかったらどうしようという不安があったのは確かだ。

『一人で勝手に盛り上がってただけなんじゃないか？』

　そう思い始めたのは午後を過ぎてからだった。

「そういえば、八や坂さかはこの一週間、何やってたの？」僕はふと気になったことを尋たずねた。

「ああ……旗を作ってた」

「旗？」

「応援旗だよ。ほら、甲子園とかでさ、よくあるだろ？」

「うちの野球部弱いだろ」

「個人を応援するのさ。旗は『応援部』の設立に必要なものだ」

　どうやらまた妙みようなことを企たくらんでるらしい。

「あっ、あの時持ってた〝木の棒ぼう〟って……」

「旗の持ち手だ」

　なるほどね。

「来たぞ」

　八や坂さかが立ち上がり、たぷたぷの二に重じゆう顎あごで校舎を指した。

　どうやら取り越し苦労だったらしい。こちらに向かってゆっくり歩いてくる美少年を見て心底ホッとした。

　彼は相変わらず伏し目がちで、遠くから見てもそれと分かるほど線が細い。〝蛇へびの息いき〟が彼を吹き飛ばしてしまうのは時間の問題だろう。

「行こうか」

　どこに？　彼の目が語りかける。

「僕の家、君を女にしてやる」

　ふもとへ続く坂道は下校する生徒で溢あふれている。

　徒歩の僕らに合わせ八や坂さかはまたも重たい自転車を押すことになった。

「こんな坂道の果てに学校を建てる悪趣味な奴やつは俺たちが四苦八苦して登校する様を見てほくそ笑んでるに違いない、俺はずっとそう信じて疑わなかったが君たちとの出会いを経て考えを改めることにしたよ」

「すまん、もう一回」

「ここにはいい風が吹く。風は言葉だよ、いつも何かを気付かせてくれる」

「だから僕らを引き合わせた、と？」

　悪くない解釈だ、八や坂さかはそう言って僕と美少年に笑いかけ、すぐ前を歩く二人の女子生徒に視線を流した。

「この坂を俺たちにとって有意義なものにしよう。俺はこう見えてゲンを担かつぐタチなんだ」

　八や坂さかはカバンから白いハンドタオルを取り出し、あと八秒で〝蛇へびの息いき〟が吹く、そう言って雑誌を読みながら盛り上がる二人の女子生徒に近づいていった。

　予言通り〝蛇へびの息いき〟が吹き雑誌のめくれる音が聞こえてきた。

「風で落ちたよ」

　八や坂さかは先ほどのタオルを手渡し、戸と惑まどいつつもお礼を述べる女子生徒に対し笑みを投げかけた。

「それ、面白そうな雑誌だね。世界一面白そうだ」

　女子生徒は顔を見合わせてクスクス笑い、「ナンパですか？」と訝いぶかりながらも雑誌を貸してくれた。もちろん、タオルが自分のものでないことを承知した上でのことだ。

「何でタオルなんか持ち歩いてるんだ？」

「たまたまだよ、全部で五枚ある」

　タオルをたまたま五枚持ち歩く高校生を僕は他に知らない。八や坂さかは自転車を押さなければならないため、代わりに僕が雑誌を開く。よくある旅行誌で、行き先は東とう京きようだ。

「東京に何かあるの？」

「〝何かあるの〟だって？」

　八や坂さかが息巻いた。失望を表すように空を仰あおいだりもした。

「七なな重えにないものが全部あるよ。つまり、俺たちに足りないものの全てが詰まってる」

　何を言いたいのか分からない。

「足りないものって何だよ」

「それを探しにいくのさ」

　八や坂さかは開いていたスカイツリーの紹介ページを手の甲で叩たたいた。余裕をかますような仕し草ぐさと表情──まるで、高さ六三四メートルを六三四センチと勘かん違ちがいしてるような男の顔つきだった。

「八や坂さかが東京へ肩入れしてるのは分かった。確かに凄すごい所だよ、僕も女装グッズを買いに専門ショップを訪ねてみたいけど、いかんせんお金も時間もない」

「金銭や時間に縛られるにはまだ若すぎるんじゃないか？」

　八や坂さかは言い返せないでいる僕の頭越しに美少年を見た。

「君、名前は？」

「…………」

「学年は？　一年？」

　頷うなずいた。その表情は硬く緊張し、大男の鋭い眼光から逃げるように目を泳がせている。

「大切な女装仲間に威い圧あつ的な態度はよしてくれないか？」僕が即座にたしなめる。

「そんなつもりはないよ」

「怖こわがってる」

「なぜ喋しやべらないのか、それを聞くのも御ご法はつ度とかい？」

「御ご法はつ度とだ」

　そうは言ったものの、内心ではよほど聞いてみたかった。が、彼を護まもろうとする親心にも似た愛情が、その欲求を下げ劣れつなものへ変化させていくのが分かった。

　彼の内情へ土足で踏み込むことは、僕の女装趣味を吹ふい聴ちようされることとさして変わらない気がした。

　僕は頃合いの話題はないかと雑誌をめくった。あるページに折り目がついていて、手は自然とそこで止まった。主に都内で活動する、名の知れない地下アイドルを特集するコーナーだった。

「君たちはアイドルなのか？」

　八や坂さかが雑誌の持ち主に尋たずねた。二人はまたクスクス笑った。

「ただのファンだよ、今度ライブ行くんだ」

「分からないな」

　八や坂さかが独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

「俺ならアイドルになって近づくね、何でわざわざ〝ファン〟とかいう囲いの中から遠く眺ながめようとするんだ？」

　耳を疑った。

「外はずれまくった頭のネジで胃を詰まらせた奴やつのセリフだな」

　僕が柄がらにもなく語気を荒げようが、八や坂さかはウンウン唸うなるばかりだった。

「アニメ観みるのが好きだからってアニメーターになっても仕方ないだろ？　それと一緒だよ」

「見解の相違じゃないか。好きならやってみればいい、それでどれだけの人間が宇宙へ飛び立ったと思う？」

　知らんわ。

「手段ならいくらでもあるさ。天あま野のだって例外じゃない」

「自称アイドル、って点なら引けを取らないね」

「いいぞ、その意気だ」

　冗談で言ったのに八や坂さかは嬉うれしそうだった。

　まったく……こいつの感性と言動には驚かされるばかりだ。




　歩いて三十分ほどの距離にある僕の家はありきたりな一軒家だ。共働きの両親は夜まで帰らず、彼氏と同居中の姉は四月に家を出たきり帰ってこない。巨漢と美少年を連れ込み女装させようがお咎とがめなしってわけだ。

　僕の部屋は表向き片付いて見えるので、母親が勝手に入って掃除機をかけたりベッド下からエロ本を見つけ出したりすることはまずない。

　厄やつ介かいなのはクローゼットを開けられることだ。まさにパンドラの箱。一度開けば僕の全てが露ろ呈ていされる。

　僕は二人を部屋に招き入れた後、ためらいもなくその封印を解き放った。

「まるで女装基地だな」クローゼットを覗のぞきながら八や坂さかが言った。

　中には通販で仕入れた女性物の服が溢あふれている。外行きのメンズ服は隅っこに二、三着ぶら下がっているだけだ。

　収納ボックスから派手な色の下着やアクセサリーが透すけて見える。ボックスに入りきらない化粧道具やソックス、カバン、ウィッグ、女装雑誌が積み重なり、散乱している。

「こいつぁたまげた」

　八や坂さかは目を丸くし、目の前にぶら下がる七なな重え北きたのセーラー服を二着手に取って掲かかげてみせた。

「まさか二着持ってたとはな」

「三着だよ、前に着たのはクリーニング中だから」

　僕はごく当たり前のように言った。

　その発言がいかに狂気じみていたかを知ったのは、八や坂さかの引きつった表情を目まの当あたりにしてからだった。

「久々に腹の贅ぜい肉にくが引っ込んだよ。こんなに引っ込んだのは空腹に耐えかねた叔お父じが雑草にマヨネーズをかけて食べた時以来だ」

　要するに三着のセーラー服は雑草マヨネーズと同等の衝しよう撃げきらしい。

「しょうがないだろ、可愛かわいいんだから」

「もしや七重北に入学したのはそのせいか？」

「……素敵でしょ？」

　僕は誤ご魔ま化かせればいいなと思いながら手近のウィッグをかぶり、甘ったるい女声を出す。

「素敵だな」

　下着の匂においを嗅かごうとする八や坂さかを阻そ止しした後、僕は今日の主役を椅子に座らせ、クローゼットから化粧箱を取り出した。

「化粧してもいい？」彼が頷うなずく。

「肌にアレルギーはある？」首を振る。

　よし。肌に化粧下地を馴な染じませながら意気込む。鉱石を研けん磨まする気分だ。

　自分以外の顔に化粧を乗せるのは初めてだった。彼の瞳どう孔こうは期待と不安を孕はらみ、僕を見つめ返してくる。その眼まな差ざしを懐なつかしく感じた……生まれて初めて化粧した時、鏡の向こうから僕を見つめていたのは確かにこの眼まな差ざしだった。

　化粧を施ほどこす間、八や坂さかは床にあぐらをかいて女装雑誌を読よみ耽ふけっていた。これ全部男なのか？　信じられない、特にこの子なんか、おう、こいつはダメだな、これじゃブタだ、そんなことを呟つぶやいている。

　化粧は完かん璧ぺきな仕上がりだった。チークを差し、ウィッグをかぶせると更に見み違ちがえる。

　眼前に美少女が舞い降り、僕に瞬まばたきした。さながら魂たましいの植わった人形か絵画の天使だ。

　抱き締しめてキスしたくなる衝しよう動どうを抑おさえるのに、視線を逸そらさなければならなかった。

　同時に笑いが込み上げる。僕自身の手で女の子を創り出せるのだと再認識した、喜びと自信からくる笑いだった。

　鏡を手渡し、当人と対面させてやる。

　初めまして、少女は言いたげに見つめ返し、小さく笑った。指で頰ほおや鼻筋をなぞる。鏡の中の少女が自分自身であることを確かめるように。

「すごいな、芸術品だ！」

　雑誌を手に八や坂さかが声を上げた。

　しかし何か気になるようで、雑誌を開き、モデルと美少女とを見比べる。クローゼットからブロンドボブのウィッグを持ち出し、黒リボン付きカチューシャとセットで彼女にかぶせた。

「ほら、そっくりだ」

　そこに現れたのは女装雑誌『Ｓｗｉｔｃｈ─スイッチ─』の専属モデル〝メアリー〟だった。

　十九歳の彼はイギリスと日本のハーフで、輪りん郭かくはアジア人特有の丸みを帯び、目は大きく彫りが浅い。写真のメアリーはボブヘアに赤いリボンを括くくり、ゴスロリ衣装をまとっている。

　その艶えん美びな表情と視線が今目の前に座る〝男おとこの娘こ〟と瓜うり二ふたつだった。

「よく見つけたね」

　僕は八や坂さかを褒ほめ、美少年に向き直ってこう告げた。

「君は今日から〝メアリー〟だ」




　メアリーはずっと鏡を見ていた。水鏡の自分に恋して死んだナルキッソスみたいだった。

　目は虚うつろで、頰ほお杖づえを突き、時々顔の向きを変える。流し目をしたり上目遣づかいをしたり微笑ほほえんだりしながら、先ほど生まれ落ちたもう一人の自分と見つめ合っている。

「病気じゃないか？」

　八や坂さかが僕に耳打ちする。違う、そうじゃない。

「僕も同じだったよ。可愛かわいくて、可か憐れんで、壊こわしたくないと思った。誰でもいい、見せびらかして、僕はこんなに可愛かわいいんだって叫びたかった。そうすれば欲が満たされる気がしたんだ」

「欲？」

「達成感さ。化粧してウィッグ付けることが女装における一つのプロセスだとしたら、そんなのはちっぽけなことなんだよ。僕は更に上を目指したかった。その根本にあるのが、欲と、執しゆう念ねんと、一パーセントずつの努力だ。そうだろ？」

　違いない、八や坂さかは笑って肩をすくめた。冗じよう舌ぜつな僕を珍しく感じたんだろう。僕も自分で驚いていた。女装に対する理想を誰かに熱弁するのは初めてのことだった。

「ところで、淑しゆく女じよのお二ふた方かた」

　八や坂さかがうやうやしく声をかけた。

「散歩へ行かないか？　セーラー服を着て」




　僕とメアリーは七なな重え北きたのセーラー服をまとい、八や坂さかに引っ張り回されるようにして街を練り歩いた。メアリーに着せた制服はサイズが大きく指の先まで袖そでに覆おおわれていたが、むしろ可愛かわいさを引き立てるのに一役買っているようだった。

　言わずもがな、八や坂さかは〝両手に花〟の気分だったはずだ──事実この男は、始終盛大に喋しやべるか笑っているかに専念し、時に僕らをエスコートする男らしささえ見せた。レディーファーストを重んじ段差では手を差し伸べる、そういった男らしさだ。

　すれ違いざま、みんなが僕らを振り返った。愉快な巨漢が七なな重え北きたの可愛かわいいセーラー服を着た僕らと楽しげに歩いていれば、誰だって二度見したはずだ。

　メアリーは喋しやべりこそしないものの、街へ繰り出してからよく笑うようになった。女装の成果だろう。僕にも似たような一面があり、それが女装による力添えであることを知っている。

　日常の〝あと一歩〟を踏み出したいと思う時、女装という手段はベターでスリリングだ。スカートをなびかせ、どこへでも歩いていける気さえする。

　僕らはクレープを食べ、プリクラを撮り、行き交かう女性のファッションに目を光らせた。ＣＤショップで最新のＪ‐ＰＯＰを試聴し、デパートの水着コーナーで買いもしないビキニを体にあてがったりしている内、日はすっかり暮れてしまった。

「疲れた？」

　聞くとメアリーは元気いっぱい首を横に振る。

　僕らはデパートのフードコードでオーダーした人数分のたこ焼きを食べていた。頼んだのはそれだけで、八や坂さからしくないと僕は思った。十お八は番この目も当てられないバカ食いが披露されるんだろうなと懸け念ねんしていた……まさか本当にダイエットを始めたんだろうか？

「無理は体に毒だよ」

　僕は女声で優しく言ってやった。八や坂さかは聞いていなかった。帰りは電車？　メアリーにそんなことを尋たずねている。答えはイエスだった。

「だったら好都合だ。シャーリー退たい治じの続きといこうぜ」

　八や坂さかが僕を見て声を弾はずませる。

　イラっとした。

「僕はそんなことのためにメアリーを女装させたわけじゃない」不意に地声が出た。

「俺がセーラー服にこだわったのはそんなことのためだよ」

「帰りが電車だろうと徒歩だろうと強行する気だったろ」

「まあね」

「メアリーが心に傷を負ったらどう責任を取るんだ？」

「もう負ってるように見えるけど」

「何？」

「彼が……失礼、彼女が喋しやべらないのには何か訳があるんだろう。違うか？」

　八や坂さかは僕を見た。僕はメアリーを見た。メアリーはたこ焼きをふうふうしていた。

「とにかく、こいつは俺が何とかする」

「何とかって？」

「声を出させてやる」

　またむちゃくちゃ言い出した。

「本人の気持ちも考えてみろよ。可哀想かわいそうだと思わないの？」

　たこ焼きの熱さに身をよじるメアリー。

　僕は余りの可愛かわいさにニヤつきそうになるのをぐっとこらえた。

「過保護だなあ。溺でき愛あいの箱入り娘じゃあるまいし」

「僕は親じゃない、友達だ」

「友達なら無口なままでも関係ないもんな。はっきり言って可哀想かわいそうだなんてこれっぽっちも思わないね。メアリーにとって必要なことなら俺は犯罪だって犯してやる」

「何だって……？」

「なりふり構わないのが友達だろ」

「違う。それは君の生き様だ。価値観だ。人に押し付けていいものじゃない」

「だけどもし」

　八や坂さかが語勢を強める。

「もし、大切な誰かの人生観を良いい方へ変えられるとしたら……そのチャンスを委ゆだねられたら……天あま野の、君ならどうする？」

　嗚あ呼あ、八や坂さかは本気なんだ。

　彼の問いを反はん芻すうしながら僕は思い出した。この男が何事にも全力投球だってことを。

　恋のために留年した八や坂さか、友達のためなら犯罪だっていとわない八や坂さか、そんな奴やつに口で勝てるわけないじゃないか。

「僕なら……試すよ。僕にしかできないこと、とにかくやってみる」

　気付くとそんなことを言っていた。

　僕はついに折れた。




　たこ焼きを味わいもせず平らげた後、僕らは七なな重え北きた駅へ移動した。ホームはやはり混んでいた。時刻は十九時。シャーリーが出没するタイミングに一致する。被害者はこの一週間でもう二人増えていた。

　僕は以前と同じ作戦を端折はしよってメアリーに伝える。シャーリー退たい治じに協力してほしい、そう頼み込んだのはたこ焼きを食べ終わった直後だった。

　彼女はソースの付いた口元をキュッと結んで考えた後、頷うなずいた。

「もし囁ささやかれたら合図をちょうだい。三人で捕まえよう」

　僕の言葉にメアリーは小さく頷うなずき、不安を湛たたえた目でこちらを見上げた。瞳ひとみが濡ぬれ唇くちびるが震ふるえていた。母性か父性か分からないが、そういう精神的なものに訴うつたえかける表情だった。

　守ってやりたい、危険な目に遭あわせたくない、僕の本能が叫びたがっている。

　数分後、ホームに電車が滑り込んできた。

「君はもう一人じゃないんだ」

　車両に乗り込む直前、八や坂さかがメアリーに向かってそんなことを言った。

　真相を探さぐり出せない内に物もの凄すごい力で引っ張られた。八や坂さかだった。僕の腕を摑つかんで車両の中ほどまで引きずり込んでいく。作戦ではドア近くの吊つり革かわに三人固まって陣じん取どるはずだった。

「メアリーを一人にするんだ」

　こんなハイスピードで前言撤てつ回かいする奴やつがいるだろうか？

「シャーリー退たい治じだけが目的じゃない。声を出させてやるんだ、腹の底からな」

「声を出すことと一人にさせることは別……」

「別じゃないさ。俺たちに向かって叫ばせることが目的なんだから」

「叫ばせる……？」

　車内は混んでいる。

　僕は背伸びをし、サラリーマンの肩越しにドア付近で縮こまるメアリーの姿を捉とらえた。案じ顔を浮かべ、身動きも取れないまま目だけで辺りを見回している。

　きっと僕らを探しているんだろう。可哀想かわいそうに。裏切られたと思って怯おびえているに違いない。

　無む慈じ悲ひにもドアが閉まり、電車が動き出した。

　僕は片時も目を離すまいと背伸びしながら、八や坂さかの体温をすぐ背後に感じていた。この巨漢が盾たてになっている限り僕は安全だろう。

　問題はメアリーだ。手すりにすがって視線を落としている。たこ焼きを頰ほお張ばっていた時の元気な姿は全く感じられない。

「なんか……様子おかしくない？」

　次の停車駅で客が入れ替わった直後、メアリーのすぐ背後に若い男が立った。

　ニット帽を目ま深ぶかにかぶり、安っぽい革ジャンを着ている。足元は見えない。卑いやしく光る小さな瞳どう孔こうがメアリーのうなじを捉とらえて離さなかった。

「まだだ」

　助けに行こうとすると手首を摑つかまれた。

「見み逃のがすの？」

「まだ何もされてないだろ」

　革ジャン男の手元が見えた。左手は上衣のポケットに。右手は手すりの下の方を握っている。ちょうど、メアリーの腰に当たる部分だ。

　メアリーも男の気配を感じ取ったらしい。体を強こわ張ばらせ目が据すわっている。自力で立っていられないのか、体を傾け手すりにしがみついている。

　男の手が、命を吹き込まれた全く別の生き物のようになって手すりを這はっていく。指先がスカートの裾すそに触れ、微かすかにめくる動作をした。メアリーの反応を観察して〝出来る〟か〝出来ない〟かをチェックしているのだろう。男の決断は早かった。

　その汚けがらわしい指先が太ももに触れた瞬間、僕の中で怒りが渦うずを巻いた。理性が失われていく……今すぐボッコボコにして地下深くに頭から埋めてやりたかった。

『メアリーにとって必要なことなら俺は犯罪だって犯してやる』

　ふと八や坂さかの言葉がよぎった。今なら同意できる。いくらでも加勢してやれる。

「……行かせろ」自分でも驚くほど低い声が出た。

「ダメだ」

「あれはシャーリーじゃない。本物の痴ち漢かんだ」

「落ち着け」

「いずれ逃げちまうぞ」

「メアリー自身に行動させるんだ」

　意味が分からなかったし、そもそも理解できるだけの冷静さなんかとうになくなっている。

　男の手は他の乗客から死角になるところで今も動き続けている。スカートをめくり、太ももをねっとり撫なで回まわしている。

　メアリーは泣いていた。目を拭ぬぐい、肩を震ふるわせている。男はそれでも行為をやめない。相手が泣くことで興奮を覚える、その手の痴漢かもしれない。

　限界だった。

　八や坂さかの手を振りほどこうと満身に力を込めたその瞬間、スマホの着信音が大音量で鳴り響いた。話し声が止やみ、乗客が迷惑極まりないといった顔で音の出で所どころを探さがし始める。

　車内は静まり、やがて着信音が途と絶だえると、後に残ったのは嗚お咽えつだけになった──メアリーの発するサインだ。

　乗客は泣き声の主を探すためにもう一度辺りを見渡すことになった。痴漢も事態に気付いたのか、その手を引っ込める。しかしもう遅い。

「助けて……」

　声が聞こえた。

「助けて！」

　僕らは同時に駆かけ出していた。足が意識から切り離され勝手に動くようだった。

　面めん食くらう乗客を蹴け散ちらし、痴漢の邪じや悪あくな右腕をねじり上げることで動きを封じた。直後、八や坂さかがウェイト百キロの体当たりで男を吹っ飛ばす。床に叩たたきつけ、続けざまにレスラー顔負けのヒップドロップをお見舞いする。

　痴漢は巨大な尻に埋もれてピクリとも動かなくなった。

「出せたじゃないか、声」

　メアリーの泣なきっ面つらに向かって八や坂さかが言った。

　僕はようやく八や坂さかの思おも惑わくを理解した。




　僕らは次の駅で降り、駅員に事情を説明した後で死にかけの容疑者を引き渡した。駅員は警けい察さつを呼ぶか救急車を呼ぶかで悩んだが結局は警察へ通報し、僕らは事情聴取のために警備室の奥へ連れていかれた。

　そこは監かん視し映像をモニタリング出来る狭いスペースで、ひどく埃ほこりっぽくてヤニ臭くさい、むしろ犯人として連行されてきた気分になる部屋だった。

　警察を待つ間、僕らは肩を寄せ合ってパイプ椅い子すに座っていた。隣の部屋では警備員と駅員が慣れた様子で事を進めている。

　警察が来たら地声で喋しやべろうか女声で喋しやべろうか、僕はそんなことを考えながら横目でメアリーを見ていた。憔しよう悴すいしきった彼女の横顔には涙の跡がついている。

「今日はごめんね」

　僕は本心から謝あやまった。許してもらえるとは思わない。ただ、嫌きらわれたくなかった……こんな可愛かわいい女装仲間を失いたくなかった。

「ぼ、くは……」

　焦あせった。メアリーの声と分かるのに時間を要した。見た目どおりのか細い声……しかし男のそれと分かる低い響きを帯びてもいた。

「ぼくは、捨てたかった……です。昔の……その……自分とか……」

「どうして？」

　俯うつむいたまま話し続ける。

「嫌いやな思で……思い出とか、親が、不仲で……友達いなくて……あの……こうやって、吃きつ音おんも、ひどいし……喋しやべりたくなく……なかったんです」

　喉のどから絞しぼり出すような声だった。僕はメアリーが言葉を区切るたび、差し伸べるように相あい槌づちを打った。何かに怯おびえるような眼めは膝ひざの上で固く握られた拳こぶしを見つめている。

「でも、女の子に、なれて……嬉うれしかった。捨てれた……と思った。痴ち漢かんは怖こわかった、けど、ぼくは……二人と一緒にまた……女の子に、なりたい」

　泣くまいと堪こらえたが無理だった。僕は泣いた。マスカラが流れるのも構わず泣いた。

　メアリーも泣いていた。

　八や坂さかは大だい号ごう泣きゆうだった。滝のような鼻水と、汗か涙か分からない体液が顔中を濡ぬらしてひどい有り様だった。それがどうにも可お笑かしくて、僕は泣きながら笑った。

「泣き過ぎじゃないか？」

「これは流は行やりの涙ダイエットだ」

　結局、八や坂さかは警察が来るまで泣き続けたのだった。




「そういえば……」

　事情聴取後、改札口までメアリーを見送りに来た僕はあることを思い出した。

「君の名前、まだ知らなかったんだ」

「ぼくの、名前……」

　それなら、と、彼女は恥ずかしそうに笑った。

「メアリー、って呼んで下さい。いつか……ぼくが〝メアリー〟を忘れられる、その日が……来るまで」








広ひろ瀬せ　怜れい







五月十四日






　病院へ足を運んでから二日が経たちました。

　その間、丸まる井いさんとは毎日連絡を取り合っていましたが、内容といえば新発売のお菓子や美お味いしいケーキ屋さんのことばかりで、丸まる井いさんが何を〝ドロボウ〟するのか、あの日なぜ私を誘さそったのか、肝心なことが分からないまま時間ばかりが過ぎていきました。

　しかし歯がゆい気分でありながらも、充足していく不思議な感覚に酔いしれることが出来たのも確かでした。

　その本質は〝出会い〟だったように思います。丸まる井いさん、新あら井い田ださんと出会うことで、止まっていたはずの私の時計が再び動き出したのです。

　ほんの少しのきっかけと、たくさんの努力によって象かたどられた私の時計──。

『君は自分の時計でいいんだ』

　それは、私が私らしく振る舞うことを許容してくれる言葉でした。勇気の象徴、とでも言いましょうか。

　丸まる井いさんの原動力を〝愛〟とするなら、私の原動力はその言葉が示す〝勇気〟そのものにあったのです。




「急なんだけど、今日の夜、わたしの家に来て」

　放課後、塾じゆくへ向かう道すがら電話が掛かってきました。相手は丸まる井いさんです。

「今日は塾があって……夜の何時頃ですか？」

「二十二時くらい」

　健全な女子高生が誰かと会うには遅すぎる時間帯です。

「もしかして、例の〝ドロボウ〟と関係してます？」

　私の語調には、二日分のうやむやを吐はき出すような勢いがありました。これが返事とばかり、丸まる井いさんの短くて大きな笑い声が聞こえてきました。

「お見通しだね。どう？　来れそう？　帰りはタクシーで送るからさ」

　私に片棒を担かつげということでしょうか……さすがに怖こわくて聞けません。

「分かりました……では塾じゆくが終わり次第お邪じや魔まする、ということで」

「オッケー、じゃあ住所教えるね」

　話を聞くだけだし、大丈夫だよ。切れた電話を耳に押し当てながら自分を説得します。

　しかし、これではっきりしました。

　丸まる井いさんが私を病院へ連れて行ったのは、私に〝ドロボウ〟の一端を担になわせる上でそれが好こう都つ合ごうだと分かっていたからです。

　けれど決断は甘かった……それは旗を取りに行ったことからも明めい瞭りようで、丸まる井いさんには自分を後押ししてくれる何かが必要だった。それは、新あら井い田ださんや私なんかでは及ばないもの……

「愛だよ、愛」

　私は曇どん天てんに向かって呟つぶやきました。




　私の通ってる塾じゆく『七なな重えゼミナール』から丸まる井いさんの自宅は歩いて二十分ほどの距離になります。

　二十一時にカリキュラムを終わらせた私は、お菓子をたくさん買い込んだ後、丸まる井いさんに今から行く旨むねをメールで伝え、教えてもらった住所を目指して歩き始めました。

　宅地へ踏み込みしばらく歩くと大きな銭せん湯とうに辿たどり着つきました。教えてもらった住所はまさにここです。

　何かの間違いかと焦あせりましたが入口の看板には『まる湯』と彫られています。丸まる井いさん家ちの『まる湯』というわけです。

　私は数歩後ずさり、もう一度辺りを見回します。

　周囲には木造の古い家屋が並び、中でも特に風ふ情ぜい漂ただようのが銭湯『まる湯』の高い高い煙えん突とつでした。手入れされた生いけ垣がき、屋根を縁ふち取どる立派な瓦かわら。『ゆ』と書かれたお馴な染じみののれんが風に揺れます。

　薬やく湯とうの香りは夕暮れの帰路に漂う焼き魚かカレーの匂においに一脈通じるものがありました。一日頑がん張ばった自分を労いたわってくれる、そんな香りです。

　遅い時間まで営業しているのでしょう。煙突からは煙が立ち昇っています。

　出入り口とは別の勝手口から二つの人影が現れました。街灯の明かりが浮かび上がらせるスリムな体格は、どちらも女性であることを物語っています。

　一つはその場に残り、もう一つはハイヒールを鳴らしながら私のいる通りとは反対の方へ去っていきました。

「あっ、来てたんだ！」

「こんばんは」

　こちらに気付いた丸まる井いさんが嬉うれしそうに歩み寄ってきます。街灯に照り出される彼女はパーカーとジーンズというカジュアルな部屋着姿でしたが、それがまたよく似合うんです。

「先ほどの女性は？」

「家庭教師……顔、見えた？」

「いえ、暗かったので」

「そう。上がってよ、もう少しで牧まき乃のも来るし」

「お邪じや魔まします」

　勝手口だと思っていたものは自宅の玄関扉でした。ガラス張りの引き戸式で、周囲には自転車や芝しば刈かり道具、とぐろを巻いたホース、そして例のラインカーが置いてあります。

　戸を開けると杉の香りが立ち込めました。玄関は天井が高く、広い造りになっています。ちょっとした旅館か民宿のようです。

　左手には階段があり、丸まる井いさんが先に立って私を案内します。

　二階はさほど広くなく、狭い廊下に二つの部屋があるだけでした。奥の部屋から明かりが漏もれています。

「奥がわたしの部屋。飲み物持ってくるから勝手にくつろいでて。紅茶とコーヒーと牛乳どれがいい？」

「コーヒー牛乳で」

　丸まる井いさんは回れ右をしかけた足を止めて、私に向かってニッと笑いかけました。

「わたし、あんたのそういうとこ好きだよ」

「へ？」

「ギャップだよ。牧まき乃のってさ、『ピザって十回言ってみて』の後に『じゃあここは？』って肘ひじを差されても〝膝ひざ〟じゃなくて〝ファニーボーン〟って答えるような猛も者さなんだけど、決まって真顔のままそういうことを言うんだよね、今の怜れいみたいに」

「一応、真面目に答えたつもりなんですけど……」

「だから面白いんじゃん！」

　踵きびすを返かえす丸まる井いさんはとても楽しげです。足音と鼻歌のハーモニーが廊下に響きます。

「面白い……？」

　一応褒ほめられたらしいのですが……うーん、何とも複雑な心境。

　気を取り直し、奥の部屋へと踏み込みました。

　そこは良くも悪くも〝女子の部屋〟といった空間でした。

　脱ぎっぱなしの制服、積まれた少年漫画、毛足の長いベージュのカーペット、ローテーブルに開かれたままの教科書、充電中の携帯電話、埃ほこりをかぶったスピーカー、見覚えのあるかわいくない人形、パックの牛乳、花の大図鑑・花言葉三百選、アロマキャンドル、ノートパソコン、テレビ、姿見、香水、サンドバッグ。

「…………」

　私は長い間それを見つめていました。

　お姫様の部屋にサンドバッグ？　分かりません。新手のダイエット器具でしょうか。酢豚に紛れ込むパイナップルの方がまだ居心地良く見えます。

　丸まる井いさんがコーヒー牛乳の瓶びんを持って戻ってきました。お風ふ呂ろ上りにラッパ飲みしたくなる、あの牛乳瓶です。

「そこにあるのって、サンドバッグですよね？」

　聞くなり得意顔を向けられました。

「いいでしょ、抱き枕まくら」

　そう言ってショルダータックルを決める丸まる井いさん。ツッコミどころが多過ぎます。

　サンドバッグは相当痛めつけられてきたのか、ロゴが掠かすれ縫い目がほつれています。

「あの旗、どこにあるんですか？」

〝愛〟の旗が見当たりません。軒先になかったので部屋にあるものだと思っていました。

「牧まき乃のに預けたよ、あの子『応援部』だから」

『応援部』……話には聞いていましたが、まさか本当につくってしまうとは……。

「あっ、お菓子買ってきたんだ？　食べようよ！」

　丸まる井いさんはテーブルの勉強道具一式を払いのけ、私がお菓子を並べていく様子を嬉うれしそうに眺ながめました。

「お菓子好きなんですね」

「だ～い好き」

　目を輝かせながらお菓子を覗のぞき込こむ仕し草ぐさが子供のように愛らしくて、つい笑ってしまいました。

「ギャップ、ですね」

「へ？」

「丸まる井いさんは気取らないし素直で良い子だな、っと思って」

「あっ、今子供っぽいって思ったでしょ」

　私はやんわり否定しながらチョコレートの包みを開け、口を開けて待つ丸まる井いさんに一粒食べさせてあげました。

「おいしっ」

　子供ですね。

「今日の予定、聞いてもいいですか？」

「牧まき乃のが来たら改めて話すよ」

「もう来るんでしたっけ？」

　背後の窓がひとりでに開いたのはコーヒー牛乳を口に含んだ矢先でした。

「新あら井い田だ牧まき乃の、東の窓より失礼します」

「ぬっ……!?」

　驚きのあまり半分ほど鼻から噴ふき出し、残りは喉のどを垂直落下していきます。

　窓辺に颯さつ爽そうと現れたのはジャージ姿の新あら井い田ださんでした。

「今こ宵よいは冷えますね」

「七なな重えの上空に低気圧が迫ってるからね……って、そんなことより怜れいが死にかけてるよ！」

　丸まる井いさんに背中をさすられながら感服しました。

　彼女は忍者の末まつ裔えいではないかと期待を込めますが、窓の向こうはベランダのようです。

　やり取りからしてこの光景は日常化されているのでしょう、なんと末恐ろしい。

「こ……こんばんは……」

「どうも」

　彼女の素っ気ない挨あい拶さつは私との距離が縮まっていない証あかしです。早く仲良くなりたいのですが、私は人付き合いがうまい方ではありません。

　ここは思い切って、新あら井い田ださんに話しかけてみましょう。

「いつも窓から入ってくるんですか？」

「うん、まあ……サンタだって煙突が高すぎたら窓から入るでしょ」

「チャイム鳴らしますよ」

「屋根を伝う分こっちの方が早いから」

「危ないんじゃ……」

「平気。一回落ちたけど着地できたし」

　あなたは猫ですか。

「牧まき乃のは怪け我がしないよ、不死身だもん」

「不死身マネージャーとして宴えん花かさんをお守りします」

「ありがと、クッキー食べる？　怜れいの差し入れ」

「毒どく味みですね」

　違います。

「私ってそんなに信用ないですか？」

「牧まき乃のは用心深いだけだよ」

「そういえばさっき『応援部』って言ってましたよね」

「今年新設されたらしいよ。顧問はなんと、あの国くに見み校長」

　校長が顧問……？

「そんなことありえるんですか？」私はチョコを頰ほお張ばる丸まる井いさんに尋たずねました。

「ありえるんだよ、あの校長ならね」

　噂うわさには聞いていましたが……やはりあの校長、只ただ者ものではありません。

「……応援相手は決まってるんですか？」

「くもってのい」

　口いっぱいクッキーを頰張りながら新あら井い田ださんが言いました。どうやら〝決まってない〟そうです。

「誰かを応援したい人が集まる部だから、一貫性はない……けど、あたしは宴えん花かさんを……」

　頰ほおを染めて面おも映はゆそうにお菓子を食べる姿は年頃の女の子に相違ありません。

　新あら井い田ださんの可愛かわいらしい一面、見つけちゃいました。

「さて」

　丸まる井いさんが改まった様子で咳せき払ばらいします。

　私は姿勢を正し、いよいよかと覚かく悟ごを決めました。

「今晩のこと、まだ怜れいには話してなかったよね」

「はい、なんにも」

「わたしたちはね……」

　丸まる井いさんが語気を強めます。

「今から……」

　立ち上がり、拳を握って、

「時価八千万円のタイヤを盗み出します！」

　やっぱり！

「ドロボウですか!?」

「イエス！」

「八千万円の!?」

「八千万円の！」

「ダイヤを!?」

「タイヤを！」

「ドロボウ!?」

「ドロボウ！」

「ダイヤを!?」

「タ・イ・ヤ！」

　なんということでしょう！　意味が分かりません！

「タイヤって、車のタイヤですよね？」

「もちろん。標的のリアタイヤはホイール込みで時価八千万の値が付けられてる」

「さぞお高い車なんでしょうね」

「いや、車自体はただの乗用車だよ」

　丸まる井いさんは携帯電話に表示したターゲットと思われる車の写真を見せてくれました。

　確かに、街中でよく見かけるタイプの乗用車です。色は白。七なな重えナンバーまではっきり確認できます。タイヤも一見したところ変わった様子はありません。

　駐車場所は恐らく一般住宅の敷しき地ち内でしょう。手入れされた前庭にナデシコが咲いています。

「どうしてこのタイヤが八千万もするんですか？」

　聞くと、新あら井い田ださんが顔を上げました。彼女はこの話になってから終始伏し目がちでしたが、今は案じ顔で丸まる井いさんを見つめています。

　沈黙──親しい誰かと共有するには重すぎるほどの沈黙が、波紋のように広がって部屋を満たしていきます。波紋の中心は丸まる井いさんでした。

　彼女は思い詰めた様子でサンドバッグを……そして、先日手に入れたかわいくない怪かい獣じゆうの人形を睨にらんでいました。

「タイヤには未来が詰まってる。あの子の夢見た未来が……」

「〝あの子〟……？」

「まだ言えない。でも、これがわたしなりのやり方だから……怜れいが協力してくれるなら、この計画はきっとうまくいく」

『このやり方が〝わたしらしい〟ってことだよ』──病院で、丸まる井いさんは確かにそう言いました。

　言葉の影に背徳さはなく、むしろ名誉や正義感さえ思わせたあの気迫の正体は、〝あの子〟への想おもいを込めた信念だったに違いありません。

　白はく蛇じや姫ひめをここまで突き動かす動機とは何なのでしょうか？

　彼女は生まれ持った美び貌ぼうや大きなお風ふ呂ろでは満足できないとばかり、目に力をたぎらせ、〝あの子〟が何者かも明言しないまま、私に片棒を担かつがせようとする。

　この状況、どう考えても普通ではありません。ありませんが、なぜでしょう……胸が高鳴ります。

「これって犯罪ですよね？」

「怜れいは見張るだけ。わたしと牧まき乃のがタイヤを取り外はずす間、誰か来ないか、家の明かりが点つかないか、確認するだけでいい」

「怖こわくなって逃げるかもしれませんよ？」

「いいよ、怖おじ気け付づいても。その時は二人で乗り切る」

　気に食わない物言いでした。

「カッコつけないでください。二人では心こころ許もとないから私を誘さそったんでしょう？」

「……何が言いたいの？」

「私は変わったんです、強くなったんです。こんなちんちくりんだけど……頼ってほしいんです」

　昂たかぶる鼓こ動どうが訴うつたえかけるもの、それはこの二人への〝期待〟でした。

「一つだけ、聞かせてください」

　そう、たった一つだけ。

「このドロボウに対する丸まる井いさんの〝自分らしさ〟って何ですか？」

　丸まる井いさんは意表を突かれたように目を丸くしましたが、それは束つかの間までした。

「ドロボウはわたしにとってのケジメだよ。無鉄砲で、がむしゃらだけど、それが〝自分らしい〟ってことなら、その通りなんだと思う」

　丸まる井いさんはもう一度しっかり私を見つめて、こう問いかけました。

「それで？　怜れいはどうする？」

　私の中で、答えが用意されていました。

「また動き始めたんです、私の時計」

　私は言って、テーブルの上で拳こぶしを固く握りました。

「お二人がそのきっかけをくれた……悪行だろうと私は誰かに頼られたかった……認めてもらいたかったから」

　私は視線を上げ、丸まる井いさんを……およそ冷めることのないその力強い眼まな差ざしを、しかと見つめました。

「やります……やらせてください」




　二十三時、私たちは予定より早く目的の場所へ向かいました。

　外の空気は湿っぽく、空は雲で覆おおわれています。予報通りなら、夜よ更ふけから早朝にかけて強い雨が降るはずです。

　出発を早めた一番の理由がこの雨でした。天気予報で、当初の完かん遂すい時刻より早くに降り出すことが分かったのです。今回の計画には、盗んだタイヤを転がした際に付く〝タイヤ痕こん〟を消すための雨が不可欠でした。

　もう一つ、ラインカーの痕あとも忘れてはいけません。置いていけばいいという私の意見に、丸まる井いさんは聞く耳を持たないのです。新あら井い田ださんもそのことに関しては承知の上らしく、何も言ってはくれませんでした。

　計画は十分に練られていました。

　新あら井い田ださんと何度も下見をし、周辺住民も含めた帰宅時間、就寝時間を把は握あく、タイヤを転がして帰る際の人目に付かないルートも完かん璧ぺきに調査済みです。タイヤの外はずし方、工具の使い方も父親の車で習得するという念の入れよう。

　手抜かりなどないように見えますが、こういうことにはハプニングが付き物です。

「部屋にいないこと、ご両親に気付かれないですか？」

　一応、聞いてみます。

「明かりが消えてれば寝てると思われるし、わざわざ部屋に入ってこないよ」

「そうですか……」

「何かあったらわたしとタイヤを置いて逃げて。まあ、そんなこと起こりっこないけど」

　フラグを立てながら道を逸それる丸まる井いさん。

「どこ行くんですか？」

　私は彼女の背中に向かって声を投げかけました。

「行きたくないから、そっち」

　冷たい声でした。

　丸まる井いさんは振り返りもせずに宅地の中を突き進んでいきます。

　私は訳が分からないまま黙って後をついて歩きました。

　それは新あら井い田ださんも一緒でしたが、その表情に疑念の色は微み塵じんも窺うかがえません。それどころか、丸まる井いさんの言動をどこか納得している節さえあったのです。




　目的地に到着したのは零れい時じ五分前でした。写真から想像した通り普通の住宅地です。

　街灯が家並みを照らし、息を潜ひそめる私たちの不安を煽あおります。八千万円のタイヤを盗むには明る過ぎるのです。

「始めるよ」

　丸まる井いさんが囁ささやき、所定の位置へ移動します。狙ねらい通り周囲の家からは明かり一つ漏もれていません。

　私は通りを見渡し、尚なお且かつ電柱の陰に身を隠します。標的となる家の前に電柱が立っていたのはラッキーでした。車も写真どおりの駐車スペースに収まっています。

　丸まる井いさんはリュックから工具を取り出し、新あら井い田ださんへ次々と手渡していきました。二人は車両の右側面に、道路を背にする格好で屈かがんでいます。

　車は道路に平行して停とめられ、尚なお且かつ狙いは右のリアタイヤ、つまり二人の姿は頭隠して尻しり隠さず、持ち主からは隠れられても他の家々からは丸見えというわけです。

　なるほど、私は五月の冷たい夜風に膝ひざを震ふるわせながら納得しました。この状況、見張りとなる三人目がいなければ成立しないのです。

　二人はよほど練習を重ねたのでしょう。完かん璧ぺきな段取りで事を進めていきます。

　タイヤ止めをはめ込み、ジャッキをセットし車体を持ち上げる、音を立てないようホイールカバーを外はずすのに手こずりますが支障はなく、手慣れた様子でナットを緩ゆるめていきます。

　息の合った連係プレイはこれがドロボウだということを忘れさせ、曲芸でも鑑賞しているような気分へ導きます。

「しっかり、見張り、しろ」

　視線に気付いた丸まる井いさんが私に向かって囁ささやきます。私はハッとして周囲を見渡し、窓の一つひとつや暗がりへ注意を向けました。

　気のせいでしょうか？　通りの端に人影が見えました。『見えた』より『感じた』という方が正しいかもしれません。今や影は見当たらず、暗くら闇やみにうごめくのは疑ぎ心しん暗あん鬼きを孕はらんだ私の頼りない警けい戒かい心しんだけでした。

〝あの子〟の〝未来〟が詰まった〝時価八千万〟のタイヤが外はずされたのは、作業開始から十数分後のことです。

　工具をリュックへしまいジャッキを取り外はずします。四し肢しを一つ失った車両がわずかに右へ傾きますが、それ以外は来た時のまま、指紋一つ残されていません。

　タイヤを転がすのは新あら井い田ださんの役目です。その外径は六十センチほど、重さはなんと二十キロにもなるそうです。

「行きましょ、雨が降り出す前に」




　私たちは急いで宅地を抜け、計画していた緑道を突き進みます。この道は人工水路を挟はさんで七なな重え市の東西を横切り、道路からは街路樹と灌かん木ぼくで人目に触れにくくなっています。

　唯ゆい一いつの懸け念ねんは歩行者ですが、すれ違う際はタイヤを灌かん木ぼくに隠してやり過ごすしかありません。

「タイヤを運ぶ、何かキャリーケースみたいなものはなかったんですか？　探せばありそうですけど」

「通販サイトに一つあったんだけどね、とんでもなくでかい旅行用のカバン。車輪がついててさ、でもコンビニ受け取りできなくて。家に送られたら親に怪しまれるし、断念したよ」

「右のリアタイヤには訳があったんですよね？」

「うん、このタイヤじゃなきゃいけなかった……どうした？」

　新あら井い田ださんが立ち止まり、私たちもそれに続きます。

「気配がある」

　首筋がぞっとします。物言いや目つきが本気だったからです。

「二十メートル後方、誰かいます」

　目を凝こらしますが誰もいません。あるいは木の陰に……？

「後をつけられてる」

「いつから？」

「恐らく住宅地を抜ける前からです」

「どちら様でしょうか？」

「まさか持ち主？」

「それなら声を掛けるはずです。窃せつ盗とう犯はんと言えど女三人、相手が男なら訳ないでしょう」

「女だったら？　警けい察さつに連絡してから、わたしたちを見失わないよう尾行してるとか」

「否いなめません。が、これはそういうタイプではないと思います」

「なんで？」

「香水です」

　新あら井い田ださんが再び歩き出しました。私と丸まる井いさんが恐る恐るといった歩調で後を追います。

「風下のため匂においが届いています。寝ていたはずの主がわざわざ香水をつけて犯人を追うとは思えません」

　振り返ると、確かにいました。木の陰から首だけ突き出してこっちを見てる何者かが。遠い上に暗いため外見までは分かりません。

「香水の匂いなんてしないんだけど……」

「あたしの嗅きゆう覚かくは犬並みです」

「男の香水？」

「そこまでは知識が及びません。男女兼用かもしれませんし」

「わたしたちの誰かを狙ねらうストーカーってわけね」

「現場を見ていた誰かが後をつけてるのかもしれませんよ」私が意見します。

「だったらパトカーのサイレンくらい聞こえてきそうだけどね」と、丸まる井いさん。

「正体が誰であれ、出来ることは二つです。逃げるか、戦うか」

　選択肢しを提示しつつ新あら井い田ださんの目は戦う気満々です。目ざとい丸まる井いさんがチョップでなだめます。

「何かあったらわたしとタイヤ置いて逃げろって言ったよね？」

「まだ何も起きてません」

「屁へ理り屈くつ言うな」

「あたしは……宴えん花かさんと一緒にいたいんです」

　切実な声色でした。その気持ちを汲くんだのか丸まる井いさんはもう何も言いません。ただ少し、歩幅が狭せばまった気がします。

「あたしが皆さんをサポートします」

　タイヤを転がしながら新あら井い田ださんが意気込みました。

「少しペースを上げましょう。しばらく進んで、この水路を向こう側へ渡って住宅地を抜けるんです。河か川せん敷しきまで行けば奴やつも追ってこれないはずです。隠れられる場所がありませんからね」

「……分かった、行こう」

　前へ進もうとする意志と力──まさに丸まる井いさんを象徴する言葉だったように思います。声の端はし々ばしには、自身へ言い聞かせる決意の響きが含まれていました。

　しかし何な故ぜでしょう……時々、丸まる井いさんが余りにも儚はかない存在に見えてしまうのです。私は、その美び貌ぼうや勝気な性格では隠しきれない脆ぜい弱じやく性が警けい告こくのシグナルのように点滅するのを、彼女の瞳ひとみの奥に幾度も見てきました。

　手放そうとしないラインカー、明かせない〝あの子〟の正体、歩きたくない道、ドロボウの動機。そして……こんな私を誘さそった理由。




　五分ほど歩いたでしょうか。

　私たちは徐々に歩くスピードを速め、見切りをつけて一気に進路変更すると、そのままの勢いで人工水路を飛び越えました。

　水路といっても景観条例を背景に造られた長い長い水たまりみたいなもので、水深はせいぜい十センチほど、幅は一メートルに満たない程度で、軽くジャンプするだけで渡れてしまいます。

　タイヤが水を跳ね縁ふちで大きくバウンドしましたが問題ありません……ただ一点を除いて。

「宴えん花かさん……！」

　見ると対岸で立ち往生する丸まる井いさんの姿がありました。

　その視線は水路に向けられ、瞳にはあのシグナルが瞬またたいています。それは恐怖ともとれる鈍い光でした。ただ事ではありません。

「どうしたんですか？　丸まる井いさん？」

　反応はなく、彫刻のように固まってしまっています。すがるようにラインカーを摑つかみ、腰が引け、右脚を半歩踏み出したまま微動だにしません。

「タイヤお願い」

　新あら井い田ださんは靴が濡ぬれるのも構わず水路へ飛び込み、ラインカーごと丸まる井いさんを背負って戻ってきました。

「宴えん花かさん、歩けますか？」

「ごめんね……ごめん……」

　うなじに顔を埋める丸まる井いさん。掠かすれた声が夜のしじまに吸い込まれます。

　私はただ、言葉もなくその姿を見つめるしかありませんでした。




　河か川せん敷しきに辿たどり着つくと待っていたかのように雨が降り始めました。橋下へ逃げ込み、暗闇に息を潜ひそめます。

　尾行していた何者かは宅地へ逃げ込んだ際に姿を消しましたが、油断は禁物です。

　私たちはぎりぎり雨の当たらない街灯の明かりが届く場所まで移動し、そこに腰を落ち着けました。

　あれから誰も口を利きいていません。銘々が思いを馳はせているのでしょう、私もその一人です。

　大変な一夜でした。

　すべての始まりは〝蛇へびの息いき〟が丸まる井いさんのスカートをめくったあの瞬間……あそこで風が吹かなければ、私は得るものも失うものもなく、変わり映ばえのない日々を過ごしていたはずです。

　けれど……

「私は後悔してません」

　愚かな自分への戒いましめとばかり、はっきりと声に出して言いました。

「丸まる井いさんと新あら井い田ださんが止まっていた時計を動かしてくれた。嬉うれしかったんです……すごく嬉うれしかった。私は今日、確かにお二人の中にいたんですから。また誘さそってください。知りたいこと、話したいこと、いっぱいあるんです」

　丸まる井いさんの微かすかな笑い声が聞こえてきました。

「あんた変わってるね」

　そう言って立ち上がり、どこかへ電話をかけ始めました。この近辺の住所を伝えているようです。

「タクシー呼んだから、二人とも今日はもう帰って。はい、お金」

「タイヤはどうするんですか？」

　渋々お金を受け取りながら新あら井い田ださんが尋ねます。

　丸まる井いさんと一緒にあたりを見渡した時、ようやく気付きました。川岸の柵に沿ってゴミが散在しています。自転車、小型冷蔵庫、扇風機、ラジカセ、壊れた傘……。

　今そこに、時価八千万のタイヤが仲間入りしました。

「これでよし、と」

　タイヤを柵へもたせかけると、丸まる井いさんは清すが々すがしい声で言いました。

「……捨てちゃっていいんですか？」

　私が遠慮がちに問うと、丸まる井いさんは何かを吹っ切るようにタイヤから視線を剝はがし、私に向かって笑いかけました。

「今日はありがと。また誘うね。次は見張りじゃなく、友人として」




「丸まる井いさんはどうして水路を渡れなかったんですか？」

　タクシーに乗り込んだ後、私は新あら井い田ださんに尋ねました。

　別わかれ際ぎわになっても本人には聞けず、こういう形になってしまったのは不本意でした。従順で義理堅い新あら井い田ださんが丸まる井いさんの秘密を明かすはずがなかったからです。

　事実、彼女は私を一いち瞥べつしただけで質問には答えてくれませんでした。疲れたね、とそれだけです。十分な進歩ではあったのですが……。

「広ひろ瀬せさん」

　名前を呼ばれ、まどろんでいた私は驚いて顔を上げました。

　こちらを見つめる新あら井い田ださんの背後に開いたドアが見え、激しい雨音が聞こえてきます。どうやら彼女の自宅に着いたようですが、新あら井い田ださんは降りようとせず、私を見つめたまま黙っています。

　表情ですぐに察しました。話したい自分と、話せない自分とがせめぎ合い葛かつ藤とうしているのだなと。

　丸まる井いさんのことで、何か伝えたい思いがあるのでしょう。

「いいんです、もう」

　私は半なかば夢見心地に言いました。

「丸まる井いさんのこと気になるけど……関係ないですよね、隠し事なんて。それが何にしろ、私、二人が好きです」

「……おやすみなさい」

　一瞬、新あら井い田ださんが笑ったように見えたのは、寝ぼけ眼まなこが施ほどこした錯覚だったのかもしれません。

　私はドライバーに自宅の住所を伝えた後、もう一度目を瞑つぶりました。
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五月十七日






　痴ち漢かん撃げき退たいから二日経たった。

　僕らは女装するための活動拠点を化学準備室に決めた。三階ＬＬ教室の隣だ。

　メアリーの〝男おとこの娘こ〟に懸かける思いは本物らしかった。相変わらず口数は少ないが女装のことになると目の色を変え、僕の持ってる女装雑誌を何冊も借りていった。

　メアリーのお気に入りはロリータファッションだった。

　中でも人気の高いゴシック・アンド・ロリータ、通称ゴスロリの特徴はモノトーンのフリル付き衣装と、髪飾りヘツドドレスによる装飾だ。

　無論メイクだって欠かせない。一口にゴスロリといっても色々なタイプがある。金髪と黒髪では受ける印象が全く異なるし、リップを黒くするだけで妖よう美びでダークテイストなインパクトを与えられる。

　ちなみに、拠点を化学準備室に決めた理由は二つある。一つは、鍵かぎがかかっていて普段は人の出入りが少ないから。もう一つは、八や坂さかがその鍵を持っていたからだ。

「もらった、うまく使ってくれって。そいつは拾ったって言ってたけど」

　鍵の出で所どころを聞くと八や坂さかはそう答えた。鍵には赤い熊のキーホルダーが付いている。

　化学準備室は忘れ去られた倉庫のようだった。本棚、望遠鏡、人体模型、くすんだビーカー、フラスコ、試験管、どれも埃ほこりをかぶっている。

　壁には短いポエムの落書きがある。文字の色いろ褪あせ方や掠かすれ具合からかなり前に綴つづられたもののようだが、その数はなんと数十箇所にも及ぶ。

「〝霧のおぼろが〟〝あなたを透すかして〟〝愛の結びは〟〝三日月の湖こ畔はんのよう〟……全部集めると一つのポエムになる。ただし、最後の一文だけが見つからない。どこにあるんだろうな」

　八や坂さかが見解を述べた。

「これって、君に鍵を渡した人が書いたんじゃないの？」

　僕の意見を、八や坂さかは「こんなロマンチックな奴やつじゃないよ」と退しりぞけた。

　窓を開け空気を入れ替える。

　見晴らしは良く、校門前の駐車場と遙はるか眼下に広がる七なな重えの街並みを眺ちよう望ぼうできる。

「まずは発声練習からだ」

　僕は振り向きざま言った。

　八や坂さかが薬品の匂においを嗅かぎ味見しようとするのをメアリーが眺ながめている。

「喉のど乾いたなら水を飲めよ。薬品は喉を潤うるおすためにあるわけじゃないんだぞ」

「平気さ、ただのエタノールだ」

　何言ってるんだ？

「メアリー、おいで。まずは発声練習からだ」

　可か愛わいらしい子犬みたいな歩幅で歩み寄るメアリー。見てると癒いやされる。こんな天使を〝男おとこの娘こ〟に改造できる僕は幸せ者だ。

「避けて通れない道、それが声だ。女装における〝発声〟は一番の難所と言われている。諦あきらめる人も多い。しかもメアリーは……その……声にコンプレックスを持っている。どもりを治すことも大切だ」

「ちょっといいかな」

　八や坂さかが薬くすり瓶びん片手に待ったをかけた。

「先生である君の教えに口を挟はさみたくないんだけど、聞き捨てならなかったから」

「何？」

「どもりは治す必要がない。それは欠点だが同時に個性でもある。その辺の人気アイドルを見てみろよ、完かん璧ぺきな女の子なんていないだろ？　どんなコンプレックスを持っていようと、その子を好きになるファンは必ずいる。彼女らが魅力的に見えるのは、欠点をプラスへ活いかそうとするスタンスが俺たちを勇気づけるからだ」

　一理ある。しかし……。

「時間はかかるけど、どもりは治せるだろ？　長い目で見ればそうする価値はあると思うんだ。自然な会話ができるし自分に自信が持てる。何も女装のためだけじゃないんだよ」

「メアリー、君の意見を聞かせてくれ」八や坂さかが詰め寄る。「どもり、治したいか？」

　メアリーは誰の目も見ようとせず、

「……治したい……です」

「そうか。いや、いいんだ。でしゃばって悪かったね」

「八や坂さかの意見は面白いし参考になる。遠慮しないでどんどんでしゃばってほしい」

「この薬品で心を消毒できれば面白い着想が浮かぶかもしれない」

「君は十分すぎるくらいピュアじゃないか」

　僕は皮肉まじりに言った後、咳せき払ばらいで仕切り直した。

「どもりの治し方なんて調べればいくらでも出てくるが、実際にやってみると難儀な場合が多い。それは僕が女声を手に入れる過程で学んだことだ。うまくいかない日々が続いて、そのたび挫くじけそうになる自分を[image: 叱]しつ咤たした」

「どう乗り越えた？」八や坂さかが感心したように合いの手を入れた。

「諦めなかった」僕は答える。「シンプルで、シビアだろ？」

　僕は僕を見上げるメアリーのつぶらな瞳ひとみを見つめた。

「メアリーには達成感を味わってほしい。それは自信に変わり、やがては資産になる」

「が……んばってみる」

　いいぞ、僕は言って笑いかけた。

「まず女声を手に入れることから始めよう。どもりは自信がつけば自然に改善されていくと思うんだ。最初は自分の声質を知ることから始める。壁に向かって発声し跳ね返ってきた声を聞く。録音してもいい。その次は喉のど仏ぼとけの使い方、その次はイントネーションの付け方だ」

「壁に……話す……こ、こんにちは」

　メアリーは戸棚脇の掲示板に向かってたどたどしく話し始めた。

　そこには未成年の喫きつ煙えん・飲酒撲ぼく滅めつを訴える色いろ褪あせたおじさんのポスターが貼はられており、くしくも二人が仲良く会話しているように見える。

「こんにちは……僕メアリー」

　親バカの気持ちが分かるような気がした。頑がん張ばるメアリーが愛おしくてたまらない。

「ぼくメアリー……こんにちは……お元気ですか……み……成年による喫煙……飲酒は……かたく……禁じられています」

　メアリーは言葉を切るごとに僕の顔色を窺うかがった。僕はその都度頷うなずき、次はもう少し大きな声で言ってみよう、そう促うながした。

「ノルマや目標を毎日決めるんだ。何でもいい。それに向かって練習に励はげむ」

「チープな目標は視野を狭せばめるぞ」

　八や坂さかが快活に躍おどり出た。

「目標ってのは過程なんだ。語るならでっかく野望を語ろうぜ」

「君の野望は恐ろしくケタ外れだからなあ……」

「アイドルを目指してみないか？」

　ほらきた。

「それは女装としてのアイドル？　それとも歌って踊れるガチな女性アイドル？」

「両方さ！」

　声が弾はずみ埃ほこりが舞った。

「八や坂さかプロデュース、七なな重え市し初の女装アイドルだ。まずは知名度を高める。カメラを買って動画を投稿する」

「待て待て、カメラなんか買うお金ないぞ」

「あるよ。言ってなかったか？　最近まで新聞配達してたんだ。貯金ならある」

「スマホのカメラ機能があるじゃないか。何もそこまで……」

「やるからには本気だ」

　参った。

〝思い立ったら即行動〟の八や坂さかには失敗した時の不安というものがないらしい。

　いや、そもそもこいつの中に『失敗』などという結果は存在しないのだろう。まるでエジソンだ。世に名を残す成功者のお手本みたいな行動心理だった。

「そう焦あせるなよ」僕は諭さとす。「先々の話はメアリーの声を鍛きたえてからでいいんじゃないか？」

「君はやらずに後悔するタイプの人間だな」

　……言い返せない。

「まあいいさ。君たちが食いつくのは時間の問題だし」

「すごい自信だね」

　八や坂さかはもう何も言わなかった。




「会ってほしい人がいるんだ」

　十分ほど経たったろうか。

　メアリーとポスターおじさんのやり取りを黙って聞いていた八や坂さかが何の脈絡もなくそう言った。

　練習のカリキュラムを考えていた僕は意表を突かれた。

「誰に会ってほしいって？」

「〝あの子〟に」

　でた、〝あの子〟。

「何で今頃？」

「閃ひらめいた、天あま野のなら会えるんじゃないかって」

「どういうこと？」

「ちょっと訳ありでね。でも天あま野のなら……女装した天あま野のなら、何かが起こるかもしれない」

　八や坂さかが僕に助けを求めるほどの相手……何者だ？

「一体どんな子？」

「元気な子だよ。元気すぎるくらいだ」

「〝あの子〟って、八や坂さかが留年までして追いかけてた子だよね？」

「ああ。今は学校にいないが」

「どこに……」

「入院中だ」





五月十八日






　翌日の放課後。

　僕はメアリーを連れて一旦自宅へ帰り、八や坂さかのリクエストどおり『カジュアル女子・地味モード』の〝男おとこの娘こ〟で約束の駅前へと馳はせ参さんじた。

　黒髪のショートウィッグ、白ニットと裾すそ広ひろのストレッチパンツ。

　ニット＋スカートのお気に入りコーデは却下された。

　八や坂さか曰いわく、スカートは絶対ＮＧらしい。

「お年頃の入院患者だぞ？　スカートは制服を連想させる。学校に行けない〝あの子〟のことを考えなきゃならん」

　八や坂さかの目はいつも以上に真剣で、血が昇っているのか顔に赤みを帯びていた。ヘタに反論すると膨ふくれ上がって破裂するんじゃないかと思った。

　メアリーも女装させていいか？　聞くと了承は得られたが面会までは許されなかった。

「〝あの子〟はとても不安定なんだ。会えるのは天あま野の一人だけだ」

　病院へ行くのにゴスロリはまずい。

　メアリーにはサイズの小さなワンピースを着せてあげた。すごく似合っていた。ワンピースを着るために生まれてきたような姿だった。

　ウィッグをかぶせ小物を持たせるとこっちまで楽しくなってくる。まるでおままごとだ。

　メアリーも嬉うれしそうだった。姿見を背に何度も振り向き鏡の中の自分を見つめた。

「似合ってるじゃないか」

　メアリーの女装は効果絶大だった。

　駅で顔を合わせるや、蒸れたトマトみたいな八や坂さかの顔面が穏やかな肌色に落ち着いていく一部始終を、僕はしかと見届けた。




　僕らは〝あの子〟を見舞いに七なな重え北きた病院を訪ねた。リハビリセンターと老人ホームが併へい設せつされる七重市で最も大きな病院だ。

　毎日多くの外来患者がここを訪れている。

　僕も虫歯を治療しに来たことがあるが、女装で誰かを見舞うのは初めてだった。

　小児科の脇を通り過ぎながら子供の泣き叫ぶ声を聞いた。注射か何かだろう。病院とはつくづく嫌いやな所だなと思った。

　ひどく閉へい塞そく的で人生の端はしっこへ追い込まれた気分にさせる。病院独特の匂においは記憶をふるいにかけ苦い思い出ばかり蘇よみがえらせる。

　虫歯の麻酔や転んで肋ろつ骨こつが欠けた痛みや死んだ祖じ父いちゃんの顔を思い出してしまう。

　同い年の子がここに入院しているという事実を受け入れられない自分がいた。〝あの子〟に重ね合わせる自分を想像すると怖こわくなった。

　夜になれば暗い病室の天井を見上げ嫌でも悪いことばかり考えるだろう。

「〝あの子〟は病気か何かなの？」

　八や坂さかは答えなかった。緊張のせいか、その横顔は汗で光っている。

　僕らは三階までやって来た。

　廊下はかなり明るい。左手に窓、右手に引き戸式の大きな扉が並んでいる。

　僕は歩きながら病室を窺うかがい、詰め込まれた清潔なベッドや窓を眺ながめる入院患者のガウン姿に目をやった。

　見舞い客は意外と多く、紙袋を提さげたおじさんや子連れの若い母親とすれ違ったりした。

　ある病室から出てきた女の子は七なな重え北きたのセーラー服を着ていた。肩を落としたまま背を向けて去っていく。

　足取りの重さが伝わってきて、思わず目を逸そらした。あの病室に入りたくなかった。

「ここだ」

　八や坂さかが立ち止まったのは三三○号室──彼女が姿を現した病室だ。

　よく見ると扉が他の病室より小さい。二人用なのだろう、名前プレートには二つ分のスペースしかない。

　一つは空だが、もう一つはマジックか何かで名前がぐちゃぐちゃに消され、その下に〝かいじゅう〟と殴り書きされている。

「……怪かい獣じゆう？」

「〝あの子〟のことだ」

　なるほど、だから不安定なのか。

「さっきの子は友達かな？」

　八や坂さかは扉を見つめたまま何も答えない。瞳どう孔こうに力はなく、扉の向こうに想おもいを馳はせているようにも、壁を透すかして空を遠く眺めているようにも見えた。

　今や持ち前のひょうひょうたる姿勢は失われ、空気詰めの自立式ビニール人形みたいになって突っ立っている。

「僕は八や坂さかが行けばいいと思うよ。人の恋こい路じへ踏み込むような悪趣味とは無縁だし」

「ああ……そうだな」

　八や坂さかは大きく深呼吸し、絞しぼり出すような低い声で言った。

「何でもいい、彼女が元気になるような言葉を掛けてあげてほしい」

「……分かった」

「俺たちは下のロビーで待ってる」

　僕はメアリーからバスケットに入れられたフラワーアレンジメントを受け取り、再び扉の前に立った。

　何を話せばいいのか浮かんでこなかった。しかも相手は初対面の怪獣だ。

　八や坂さかは何を期待して僕を送り込むんだろう？

　考えても埒らちが明かない。僕は腹を決め、扉を数回軽くノックした。

　返事はない。ゆっくりと、慎重に扉を開いていく。

　白い空間だった。壁、天井、床、ベッド、間ま仕じ切きりのカーテン、シミ一つない純白だ。この病室では紺色を帯びたストレッチパンツがひどく不潔で不ふ埒らちなものに見える。

　病室は二人用だが思いのほか広い造りになっている。廊下側に空きベッドが一つ、もう一つは窓まど際ぎわにあり、今はカーテンが閉まっている。

「失礼します……あの……」

　名前が分からない。

「こんにちは。えっと……天あま野のっていいます。お見舞いに来ました」

　自慢の女声が緊張と動揺で掠かすれる。やはり返事はない。寝てるんだろうか？

　少し近づいてみた。

　カーテンの一部がレールから外れぶら下がっている。乱暴に引っ張ったのだろう、端はしっこが摑つかんだ跡のままシワになっていた。

　垂れ下がったカーテン越しに女のガウン姿が見えた。

　長い前髪の切れ間にこっちを覗のぞく虚うつろな眼がん窩かがある。瞳ひとみは憎しみを醸かもし闇やみを沈めている。

　僕の本能はそれを見てはいけないものと判別し、同時に拒絶しようとした。が、足は動かなかった。

　病室から逃げ出そうともがく内なる自分を、女装という鎧よろいがギリギリのところで押しとどめているのが分かった。

　話を聞かなければいけない……天分のお節介が本能を上回った。

　怪かい獣じゆうはベッドに座っていた。壁を背もたれにし、下半身は布ふ団とんをかぶっている。骨と皮だけの蒼あお白じろい両手首は無気力に投げ出され微動だにしない。

　床上には萎しぼんだ枕が、床頭台にはテレビと食べかけのお菓子が置いてある。さっき出ていった子が食べたんだろうか？　目の前の女は拒食症患者のように瘦やせ細り頰ほおがこけている。

　かさついた唇の間から空気の漏れる音が聞こえた。この空間は息が詰まる。知らない誰かと向き合うには余りにも白く、そして静かすぎた。

「お見舞いに来たよ」

　今度ははっきりそう言った。怪獣は瞬まばたきもせず僕を見ている。近づくと焦点の合った目で僕を追う。

　フラワーアレンジメントを台に置き一歩退しりぞくと、怪獣の視線は花に貼はり付いたまま動かなくなった。

「フルーツ盛り合わせは？」

　言葉が迷子になった。

　怪獣の声が予想以上にハキハキしていたせいでもあったし、僕よりフルーツ盛り合わせに関心を抱く姿がどこか狡こう猾かつめいていたせいでもあった。

　抜け目がないというか、わがままで無む邪じや気きな感じだ。本当に同い年だろうか？

「フルーツはないんだ、ごめんね」

　怪かい獣じゆうは聞いていなかった。花の匂においを嗅かいでいた。

「この花、なんていうの？」

「ガーベラ」

「ふーん」

「……気に入った？」

「うん」

　うん、と言う割にひどくしかめっ面つらだ。

「座ったら？」

　怪獣はベッド脇に置いてある来客用のパイプ椅子を顎あごで指した。座ろうとすると床に落ちている萎しぼんだ枕や垂れ下がったカーテンが嫌いやでも視界に入る。

「君が壊こわしたの？」

　怪獣は更に不ふ機き嫌げんそうな顔をした。何も喋しやべろうとしないし目つきが暴力的だった。

「怪獣……って、君のこと？」

「だったら？」

「どうして怪獣なのかなって……」

「自制心を捨てたから」

　分からなかった。

「何かぶっ壊さなきゃ気が済まない時はそれに従うことにした。窓から手当たり次第放り投げて、最後に自分を落とそうとして止められた。何度も病室を移された。ここもなかなか素敵でしょ？　はめ殺しの窓と真っ白な部屋……綺き麗れいな独房みたい」

　この目だ、僕は咄とつ嗟さに視線を逸そらした。

　細く弱り切った彼女を象徴するものは白い空間に浮かぶ二つの黒い点だった。僕にはそれが穴に見えた。

　迂う闊かつに覗のぞくと頭から落ちて憎ぞう悪おに溺れてしまう……直感し、故ゆえに視線を逸そらした。

　逃げ場はなかった。

「あなた男の子？」

　思わず顔を上げた。

　そこにあの目はなかった。あるのは僕を覗のぞき込こむ怪け訝げんな眼まな差ざしだった。

「よく分かったね」

　僕は早々と観念し地声でそう言った。小細工など通用する相手じゃない。

「見覚えあったから。最近テレビ出てたでしょ」

　八や坂さか、墓穴を掘ったな。

「あれは誘われて……」

「もしかして変へん態たい？」

「なっ……」

　何？

「変へん態たいでしょ、男が女の格好するなんて。性的に興奮しちゃうんだ？　女装して女の子に近づいてさ、うまく丸め込んでエッチなことしようとするんでしょ？」

「そんなんじゃない」

　声が震ふるえた。怒りと混乱を鎮しずめようとした反動だった。

　僕は僕に対する世間の目というものを知っていて、だからこそ隠し通さなければならなかった。この女の抱くような偏見が僕の全てを否定する、それがたまらなく不快だった。

「そんなんじゃない」

　僕はもう一度言った。顎あごに力が入り上下の奥歯がくっついたまま喋しやべっていた。

「じゃあ何しに来たの？　女の子になれば油断するとでも思った？　ほら、諦あきらめてさっさと帰りなよ、変態さん」

「違う！」立ち上がり叫んだ。「僕は……僕はアイドルだ！」

　構うもんか。

「二人でユニットを組んでる、女装アイドルだ！」

　怪かい獣じゆうの顔に疑念の色が浮かぶ。

「噓うそつき……」

「本当さ！　君を助けに来たんだ！」

「何なのよ……」

「僕が君の勇気になる！」

「くさすぎ」

「君に足りないものだ！　君は君を幽ゆう閉へいする元げん凶きようから逃げている！　拒食し物を壊し他人を遠ざけることで自分がいかに悲劇的かをアピールしようって魂こん胆たんだろ！　まるで子供だ！　わがままで、臆おく病びようで、ずる賢い！」

　言い過ぎた……おかげで、顔に飛んできた油性ペンをすんでのところでかわす羽目になった。次はテレビのリモコン、次は未開封のポテチ。

　二本目の油性ペンが額ひたいに当たりひるんだところをフラワーアレンジメントで追つい撃げき……はされなかった。

　アレンジメントを手に取った怪獣はそれを振りかざしたまま硬直していた。何かブツブツ言っているが聞き取れない。

　僕は椅子から転げ落ち萎しぼんだ枕を盾たてに平ひら謝あやまりし続けた。怪獣は花を鼻び翼よくに押し付け深呼吸を繰り返している。香りで気分を落ち着かせようとしているらしい。

　謝らないで、謝らないで、謝られるのは大っ嫌きらい、そんなことを言いながらガーベラに顔をうずめている。

「女装をバカにされてカッとなったんだ、僕にとって女装はすべてだから」

　謝あやまれないなら弁解してやろうと思った。僕の女装に対する熱意を理解してほしかった。

　怒りはすっかり雲うん散さんしてしまった。

　本物の怪かい獣じゆうは花の匂においを嗅かいで理性を取り戻したりしない。その姿が彼女をより人間臭くさく、そして年相応の女の子らしく見せてくれたことが嬉うれしかった。

　まだ救いはある、そう感じた。

「力になりたいんだ」

「カッコつけないで」

「できる」

「……何も知らないくせに」

「だから来た」

　僕は言い切る。同時に、八や坂さかはなぜこの子が好きなんだろうかと考えていた。

　怪獣の目は濡ぬれている。土気色の肌がくすんで薄幸に拍車を掛ける。そうやってガーベラに視線を落とす怪獣の姿は美しかった。

　ボサボサの毛髪や骨の浮き立った瘦そう身しんを取り巻くたっぷりの悲ひ愴そう感でさえ、彼女の内なる光輝を支配するには至らなかったようだ。

　それが怪獣の天性だとしたら、八や坂さかが留年を決意したのも納得だ。

　瘦やせる前……入院する以前の健康な彼女が醸かもし出だす魅力を感じ取ってみたいと僕は思った。

　それにはまず、知ることから始めなければならない。

「君を苦しめるものの正体は何なの？」

　ギリギリの質問だった。また怒り出すかもしれない……怪獣は言った。

「抱きしめて」

　結果的に不安は増長した。ある種の恐怖に近かったかもしれない。

　怪獣の顔から感情が消えていた。のっぺらな表情で僕を見ながらそう言ったのだ。

〝抱きしめて〟。抑よく揚ようのない声だった。

「女装に対するあなたの信念が本物ならできるはずでしょ？　それとも怖こわい？」

　気付くと立ち上がっていた。

　女が女を抱きしめるのは普通だろ？　僕はそんなことを考えていた。

「僕が……」

「やめてよ、その声」

　女らしくしろ、ということらしい。

「私があなたを抱きしめたら、あなたを苦しめる原因が分かるってこと？」

「こうやって話すより手っ取り早い気がするんだ。力ちから加か減げんとか、鼓こ動どうの早さとか、体温や匂いまで、全部伝わってくる。あなたが何か足りないものに気付けば、それが答えなんだと思う」

　僕は怪かい獣じゆうと向かい合った。

　近くで見る彼女の肌や髪は乾き切っていた。若さ特有の潤うるおいはなく、その内ハエが集ってミイラになるんじゃないか、そういう病気を患わずらっているんじゃないか、そんな気がしてならなかった。

　僕はおずおずと肩を摑つかみ、震ふるえる指先を抑おさえ込むように力を入れた。

　ガウン越しに感じる怪獣の体は子供の頃に触れた祖じ父いちゃんの背中を思い出させた。おんぶをせがむ僕は肩を握りその背中でよく眠った。

　祖じ父いちゃんはガンを患わずらい瘦やせ衰おとろえ告知された年に逝いった。

　僕は肩を引き寄せシリコン入りの胸に怪獣を抱いた。芯しんが細く、力むと音を立てて折れてしまいそうだった。体温に血の躍やく動どうを感じる。

　それはミイラでも死んだ祖じ父いちゃんでもない、彼女自身を形作る命そのものだった。

　互いの心音が肌で混じり合う。石せつ鹼けんの香りに微かすかな汗の匂いがある。淡い吐と息いきが聞こえる。

「屋上へ連れてって」

　怪獣が耳元で囁ささやいた。背負ってほしいそうだ。

　僕は黙って背を向け怪獣をおぶった。軽すぎるそれは人の形をした抜け殻がらのようだった。

「病室を出て右手に行って。エレベーターホールがある」

　僕らはエレベーターに乗り屋上へ向かった。扉が開くと解放感あるガラス張りのホールが出迎えてくれる。西日が射さし込こんで暖かいものの、外へ踏み出すと冷たい風が頰を打った。

　人工芝に覆おおわれた屋上は黄たそ昏がれに染まり燃えているように見える。

「夕ゆう陽ひを見せて」

　僕らはフェンス越しに夕ゆう陽ひを眺めた。ここから見る七なな重えは綺き麗れいだった。

「綺き麗れいだね」

　僕は言いながら、綺き麗れいに見えるのは川が流れているお陰だろうと思った。

　街を横切る大きな川は、さながら着物を羽織る女性の光る帯だった。ビルの間で歪わい曲きよくし腰や脚線を連想させる。河か川せん敷しきが物寂しく寄り添っている。

「事故に遭あった場所、ちょうどあの辺だった」

　怪獣が漠ばく然ぜんと指で示した。

「川沿いの丁字路、そこで一時不停止の乗用車に轢ひかれたんだ。右脚、壊こわれちゃった」

「…………」

「気付くと病室だった。両親や親戚が覗のぞき込こんでた。すごくお腹なかが減ってて、みんなが朝食か何かで起こしに来たんだと思った。頭がこんがらがっててさ、半日経ってやっと右脚がなくなってるのに気付いた。膝から下がなかった」

　分かってた。背負いながら感じた。直視できなかったのは僕が弱虫だからだ。目を背そむけていたかった。

　同じ年の女の子に突きつけられた不幸を、現実のものとして受け入れられない愚かな自分が恨うらめしかった。

　あれだけ大口叩たたいてこのザマだ。情けない。情けない。情けない。

　八や坂さか……こんな時、あいつなら何て声をかけるだろう？

「事故に遭あったのが初冬で、それからずっと泣いてた。何日も、何週間も食事を取らないで、荒れていった。脚があった頃の自分を忘れたかった」

「普通なら誰だって自や棄けになるんじゃないかな……」

「そっから立ち上がるまでが普通だよ」

「リハビリは？」

「してない」

「どうして……」

「やりたくない。義足も断った。ずっと先のこと考えるのも疲れたし……リハビリなんて時間の無駄だよ」

「……取り引きしない？」

　そうだ、八や坂さかならこう言うだろう。

「一ヶ月、時間をちょうだい。私はアイドルとして有名になってみせる。そうなるよう努力する。それを証明できたら、今度はあなたの番。どう？」

「『有名』の定義は何？　ご近所の有名人じゃないでしょうね」

「及きゆう第だい点はあなたに委ゆだねる」

「バッカじゃないの。そんなの結果はどうあれ〝ＮＯ〟って言うに決まってるでしょ」

「今はそれでもいい。私は努力する。一パーセントの積み重ねで、あなたの心を動かしてみせる」

「……好きにすれば」

　言って、細い腕を首に絡からめる。柔らかな吐と息いきがうなじをくすぐり、顔をうずめているのが分かった。

「八や坂さかくんに伝えといて」

　ここで八や坂さかの名前が出るのは意外だった。

「何を？」

　尋たずねると、怪かい獣じゆうはこう答えた。

「〝ありがとう〟って」




　ロビーにいる八や坂さかとメアリーを見つけ出すのは容易だった。

　遅かったな、そう言って平然としているが本当は気になって仕方がなかったはずだ。

　足元にはジュースの空き缶が何本も並べてある。緊張で喉のどが渇かわいたんだろう。つくづく恋の似合わない男だ。

　僕は病室での出来事を包み隠さず話した。無論、抱き締しめたことも屋上へ行ったことも全部だ。

　八や坂さかは黙って聞いていたが、動揺が汗となって額や首筋を濡ぬらした。サウナでじっと耐えてる人みたいだった。

「向こうは君を知ってたよ」僕はこう締めくくった。「君の名前を出して伝えてくれって言ったんだ、〝ありがとう〟って」

　八や坂さかは突然立ち上がり吠ほえるように「はい！」と返事をするや受け付けのお姉さんに一礼し、そのまま自販機へ行ったかと思えば買ったコーラでメアリーと乾杯し一気に飲み干した。

「最高の日だ」

　最高の笑顔だった。

　がんじがらめの緊張という縄なわから解放された八や坂さかのこの上ない会心の笑み。見ているこっちまで嬉うれしくなる笑みだった。

「心当たりでもあるの？」

「いや、いいんだ。抱き締めたとか、もういいんだよ。君は女として〝あの子〟に会ったんだからね。関係ないさ。そうか、ありがとうか。ありがとう、どういたしまして」

　僕はメアリーと目を見交わし、こいつはどうしようもないなと肩をすくめたが、メアリーも満更ではない表情でジュースを傾けた。

「八や坂さかに頼みがあるんだ」

　今の彼ならどんな無茶でも聞いてくれそうな気がした。僕はメアリーと肩を組み、興奮冷めやらぬ八や坂さかを見上げた。

「僕らをアイドルとして有名にしてくれないか？」

「いいね、ようやくその気になったってわけだ」

「一ヶ月だぞ、七なな重え市しに名を広める」

「おいおい夢のない奴やつだな、これから天下取ろうって奴やつのそれが意気込みか？　目指すは世界一の女装アイドルユニット、そうだろ!?」

「世界一……」

　メアリーが呟つぶやく。そうすることで自分の中にリアリティを植え付けようとしているみたいだ。

「その通りだけど、それには八や坂さかの力が必要だ。君の発想力と行動力を見込んで頼みたい。僕らのプロデューサーになってくれないか？」

「断ことわる……余地はなさそうだな」

「怪かい獣じゆうと約束したんだ。一ヶ月で有名になる、そうすれば彼女のリハビリが始まる」

「それを早く言えよ！」

　八や坂さかは空き缶を残らず処理し、出入り口へ駆け出す。僕らは後を追った。

「どこ行くんだよ！」

「決まってるだろ！」

　八や坂さかが振り向きざま叫んだ。

「東とう京きようさ！」








広ひろ瀬せ　怜れい







五月十五日






　タイヤの持ち主が学校へ情報提供を求めたのは〝ドロボウ〟から一夜明けた今日のことでした。まだ被害届は出していないらしく、故ゆえに警察も動いていません。

「何か知っていたり、あるいは当事者がいる場合は素直に名乗り出てほしい」

　担任が代弁している間、私は顔を上げられませんでした。被害者の物言いが〝犯人を知ってる〟ように聞こえてならなかったからです。

　被害届を出していないのは当事者……丸まる井いさんに名乗り出る余地を与えるためではないでしょうか？




　放課後、廊下の窓から校門前を見下ろした時、グラウンドへ向かって歩いていく丸まる井いさんの姿が見えました。ラインカーを押しているので彼女に間違いありません。

　すぐに後を追いました。広いグラウンドは部活動の生徒で溢あふれています。

　野球部が掛け声を上げ、陸上部が走り込みをし、サッカー部がボールを追いかける傍かたわら、得え体たいの知れない集団が校歌を熱唱しています。

　恐らく彼らが『応援部』なのでしょう。

　意外にも部員数は多く、三十名ほどの男女が輪を作って声を張り上げています。声は空気を震わせ、熱い気迫となって産うぶ毛げごと逆さか立だたせます。

　しかし、甲こう子し園えん中継でよく見かける本腰の入ったスタイルとはどこか違うようです。吹すい奏そう楽がくやチアガールはおらず、服装も制服やジャージだったりと一体感がありません。

　新あら井い田ださんは「個人を応援する」と言っていたので、規則が緩ゆるく自由が利きくのでしょう。

　輪の中心で男子生徒が巨大な旗を振っています。きっと丸まる井いさんが病院から持ち出したものです。

　旗はあの時の二倍は大きくなっていますが、真ん中に記された『愛』の字は今も変わらず健在です。

　そんな応援旗を掲げる男子生徒は誰よりも背が高く、いかにも頑がん健けんそうなたくましい体を持っています。

　丸まる井いさんはグラウンドを見渡せる倉庫脇のベンチに座っていました。卒業制作で造られたそれはペンキが剝はげていて見るたび悲しい気分になります。

　丸まる井いさんの後ろ姿が寂さびしそうに見えるのは恐らくベンチのせいでしょう。快活なお姫様にはちっとも似合わない人工物です。

「隣、いいですか？」

　声をかけると丸まる井いさんが驚いた様子でこちらを見上げます。

「怜れい……びっくりした」

　丸まる井いさんはラインカーを脇に避け、私が座れるようにしてくれました。

「あの旗、病院にあったものですよね？」

　そうだよ、丸まる井いさんは言って、旗を持って輪の外周を駆かける男子生徒を目で追いました。

　いえもしかすると、彼と一緒になって走り回る国くに見み校長を見ていたのかもしれませんが……まあそれはないでしょう。

「本当に顧問だったんですね、校長先生」

　次には六人一組で組体操が始まっていました。

　あれは何かのまじないでしょうか？　二人の男が人間ピラミッドの間を所狭しと駆け回っています。

　どうやら歌うだけの集団ではないようです。

「今日みたいに落ち込んでる日はね、ここに来て元気を貰もらってるんだ……なーんて、わたしらしくないでしょ？」

　私は「そうですね」とは言えず、「そうかもしれませんね」と曖あい昧まいな答え方をしました。丸まる井いさんの浮かべる苦笑が自じ嘲ちよう的で弱々しく見えたために、変に気を遣つかってしまったのです。

「何かあったんですか？　その……タイヤのこととか……？」

　丸まる井いさんはかぶりを振りました。

「あれはケジメだったから。後悔はしないよ」

「それじゃあ……」

「〝元〟陸上部って言ったの覚えてる？　実はさ、辞やめたこと後悔しちゃってたりして……」

　苦笑する丸まる井いさんの視線が陸上部に据すえられました。

「わたしこう見えてネガティブだからさ。後悔しないように頑がん張ばろうとか、無理なわけ。こうしとけばああしとけば、そればっかり。陸上もね、辞やめたくなかったけど……逃げちゃった」

「白はく蛇じや姫ひめに選ばれたからなんですよね？」

「それは口実。本当は両立できたけど……最悪だよね……姫になったって跳とべやしないのに」

　ニーハイソックスに包まれた長い脚を伸ばしながら、丸まる井いさんは雲一つない空を仰あおぎました。

「走り高跳びやっててさ、踏み込むたびこうやって空を眺ながめてた。実際はほんの一瞬なんだけど、空を背泳ぎしてるみたいで気持ち良かったんだ。煩ぼん悩のうが一つスッと抜けてく感じ。バーのあっち側とこっち側で人や景色が違って見えた。今のわたしも一緒、知らない内に、越えちゃいけないものを跳び越えちゃってた……バーは落ちたよ」

　やるせない言葉でした。心なしか、応援部の唄うたう校歌が声量を増します。

　私たちは息を合わせたように応援部を……旗を振って掛け声を張り上げるその人を眺めました。

「でも……わたし負けず嫌ぎらいだから。もう何からも逃げないよ」

　そう言って、丸まる井いさんは自分のことを話してくれました。

「わたしの家、銭せん湯とうでしょ。営業前の一番風ぶ呂ろが日課でさ、物心着いた時から何でも一番じゃなきゃ気が済まない性格だったんだ。だから男の子にも負けたくなかったし、『女になんか』ってセリフで負け惜しみする奴やつのケツを蹴け飛とばしてよく黙らせてた」

「でも、進学するたび男子がデカくなっていって、体格に差が出てくると色んなことが劣おとるようになる。段々そういう風に思えてきて、わたしが女だから負けたんだ、とかそういう言い訳してる自分に一番ムカついてた」

「だから白はく蛇じや姫ひめに応募したんですか？」

「牧まき乃のの薦すすめもあってね。『白はく蛇じやの舞まい』も踊ってみたかったし」

　毎年七月に行われる『白はく蛇じや祭さい』は豊作を祈願するお祭りです。歴史はずいぶん古く、『白はく蛇じや姫ひめ伝説』という形で後世に伝えられています。

　昔、日照り続きで稲が枯れ、村人は幾度も雨乞いをしました。

　ある晩、夢の中に女神が現れ言ったそうです。

「近い内あなたたちは白い蛇へびを見る。それは私の使いです、後を追いなさい」

　二日後に白蛇が現れ、村人を山の中へと導きます。山頂には湖があり、たくさんのイワナが採れました。

　飢えをしのいだ村人は喜びの余り謝意を忘れ、イワナを乱獲し続けます。

　女神は怒り、湖にやって来た村人を息い吹ぶきで吹き飛ばしてしまいました。反省した村人は米作りに精を出す一方、女神を『白はく蛇じや姫ひめ』と呼んで祀まつりました。

　そして現在、山から吹き下ろす強風を七なな重え市民はこう呼びます。

〝蛇へびの息いき〟と。

　フィナーレの『白はく蛇じやの舞まい』は毎年大変な賑にぎわいを見せます。今年の白はく蛇じや姫ひめがどんな姿をしているのか、ほとんどの人が知らないからです。記者やテレビクルーも駆かけつけるでしょう。

　多くの注目が集まる中で舞を披露する『白はく蛇じや姫ひめ』……丸まる井いさんがいかに凄すごい人物か、改めて思い知らされます。

「わたしは試してみたかった」

　丸まる井いさんが語勢を強めます。

　同時に、組体操を終えた応援部が再び輪となり、校歌を歌い始めました。

「試すって何を……？」

「〝可能性〟」

　丸まる井いさんはラインカーを手に立ち上がり、軽やかなステップを踏み込みました。どこか覚えのあるそれは子供の頃から見てきた『白はく蛇じやの舞まい』に違いありません。

　視線や首の動きなど日本舞踊に通じるものがありますが、時に激しく、全身で表現する大らかな舞ぶ踏とうは一見するとバレリーナのようにも見えます。

　膨ふくれ上がった応援部の歌声は耳をろうするようでした。音階を覚えたゴリラ合唱団といった具合の悪さです。

　丸まる井いさんはそんな歌声というか絶叫をバックに舞い続け、私から世界を切り離し妖よう艶えんの淵ふちへ意識を引きずり込みます。

　魅み了りよう、というものでしょうか。鋭くも優雅な眼光が心を射い抜ぬくたび音が遠とお退のき視界が狭まるのです。

　それは何でもない日常の風景を華やかなステージに変える丸まる井いさんの力でした。

　なぜ彼女が白はく蛇じや姫ひめに選ばれたのか、この舞いを見れば一目瞭りよう然ぜんです。

　ステージは丸まる井いさんが転んでしまったことで幕を下ろしました。

　ラインカーが脇に放り出され、応援部も気き遣づかわしげに声量を落とします。丸まる井いさんは両手と両ひざを着く格好で地面を見つめたまま、立ち上がろうとしません。

「大丈夫ですか!?」

　私は咄とつ嗟さに近寄り、顔を覗のぞき込こみます。呼吸は荒く、額ひたいには汗の粒が滲しみ、表情はどこか途方に暮れているようでもありました。肩に触れると強こわ張ばっているのが分かります。

　焦あせりました。水路を跳び越えられなかったあの時と似ているのです。

「丸まる井いさん……？」

「転んじゃった」

　形だけの笑みは動どう揺ようを隠せていないばかりか、何かに怯おびえているようでもあります。顔色もかんばしくありません。

「宴えん花かさん！」

　気付くと歌はやんでいました。新あら井い田ださんが駆けつけ、丸まる井いさんを助け起こします。

　私たちは再びベンチに座りました。グラウンドの隅すみでは沈黙の似合わない応援部が物分かりの良いい子供みたいになって佇たたずんでいます。

「怪け我がはありませんか？」

「ないよ」

「ソックス、汚よごれちゃいましたね」

　ニーハイソックスには砂がついたままです。

　丸まる井いさんは掃はらうこともせず横倒しになったラインカーを眺ながめています。

「無理しないでくださいね」

「してないもん」

「怪け我がはありませんか？」

「ないってば」

「歌、聞こえてました？」

「みんな音おん痴ちね」

「届けられれば、音程は二の次です」

「戻らなくていいの？」

「休憩中なので……どこ行くんですか？」

「手、洗わなくちゃ」

「あたしも……」

「いいから、お喋しやべりしてて」

　丸まる井いさんはラインカーを押して行ってしまいました。彼女の背中が寂さびしく見えたのは、あながちこのベンチだけが原因というわけではなさそうです。

　新あら井い田ださんと気まずい沈黙を共にするかと思いきや、そんなことはありませんでした。

「宴えん花かさんと何か話した？」

「色々と……」

「タイヤのことは？」

「少しだけ……なかなか踏み込めなくて」

「なら、いい」

　丸まる井いさんが話さないなら自分も話さない、ということでしょうか。この人の忠誠心は本物ですから、崩くずしようがありません。

　丸まる井いさんのことを知るには、やはり本人から聞き出すしかなさそうです。

「応援部ってなんか……派手なんですね」

　褒ほめ言葉、これしか浮かびませんでした。

「みんな誰かを想おもって集まってる。部長の想おもいは特に強くて、自分を生いき霊りようにして相手に送り込もうとしてる」

「八や坂さかくんらしいですね」

　言うと、いつもクールな新あら井い田ださんが目を見開き、驚いた様子で私を見つめました。

「知ってるの？　部長のこと？」

「ええ、友達です」

「友達って……」

　新あら井い田ださんが言葉を切り、周囲に素早く視線を走らせます。

　危険を察知した野生動物のような動きです。

「ごきげんよう」

　振り向くとすぐ背後に生徒指導担当の千ち山やま先生が立っていました。

　ＴＰＯに則のつとった黒のスーツを完かん璧ぺきに着こなし、シャツには皺しわひとつ見当たりません。

　立ち姿勢は背中に定規でも差し込んでいるかのようにピンと真っすぐで、私にはそれが信念や熱意の体現化のようにも見えました。

　胸ポケットから赤い熊の携帯ストラップが垂れ下がっています。

「ここで何をしているんですか？　下校時刻はとっくに過ぎています。部活動、委員会、生徒会、その他校内活動に属さない生徒はすみやかに下校しなさい」

「休憩中です。あたしたち応援部なんで」

　新あら井い田ださんが私を庇かばってくれたのは意外でしたが、一番驚いたのは先生を見上げる目つきや口調が荒っぽく喧けん嘩か腰ごしだったことです。

「休憩中ですけど何か？」と言わんばかりの態度は、丸まる井いさんへの従順な低姿勢をわきまえる彼女にはそぐわない言動でした。

　そして売られた喧けん嘩かを買うように、先生は目に侮ぶ蔑べつの光を湛たたえて応援部へ視線を流します。

「アレは部活の名を借りた騒々しいだけの自じ己こ満まん集会です。今日は特にうるさかったのでこうして注意しに来ました。彼らに伝えてもらえる？　これ以上は迷惑だから、叫びたいならひと気のない山奥でお願いします、って」

　この先生、どうやら性格のせいで結婚できないという噂うわさは本当のようです。

「部活なんてどれも自己満でしょ」新あら井い田ださんが淡々と言い返します。「平等に与えられた放課後のたしなみを奪うばわないでくれます？」

「口の利きき方に気を付けた方がいいわよ、新あら井い田だ牧まき乃の」

「なぜ？」

「私が教師で、あなたが生徒だからです」

　新あら井い田ださんが鼻で笑いました。

「あなたがダサい大人おとなのお手本だってことくらい、みんな知ってますよ」

　私は歪ゆがみ始めた先生の顔から即座に視線を外はずしました。

『もうやめて』と願う私の思いとは裏うら腹はらに、新あら井い田ださんは喋しやべり続けます。

「教師の役目が生徒をこき下ろすことだとしたら、大人おとなってのも案外大したことないんですね」

「……何が言いたいの？」

「『応援部』には干かん渉しようしないでください。あたしたちの努力を、あなたみたいな大人に否定されたくない」

　顔は見られませんでしたが、先生が激怒しているのは確かなようです。握り拳こぶしが震ふるえ、穏やかではない息いき遣づかいがここまでハッキリ聞こえていました。

「いずれ思い知るわよ？」

　先生は震える手で熊くま柄がらのハンカチを取り出し、こめかみの汗を拭ぬぐいました。

「〝努力〟なんか綺き麗れい事ごとに過ぎないって」

　言い残し、先生は大おお股またで去っていきました。威い厳げんを剝はぎ取られた彼女の後ろ姿は惨みじめで不格好にも見えます。

「広ひろ瀬せさん」

　新あら井い田ださんが私を見つめます。その目は攻こう撃げき性を失い、何かを憐あわれむようでもありました。

「尋問を受けても口を割らない自信ある？　宴えん花かさんのこと、タイヤのこと」

「絶対、誰にも喋しやべりません」

「……そう」

　新あら井い田ださんは立ち上がり際ぎわ、何か思い出したようにこちらを振り向きました。

「帰り道、気をつけて」




　塾が終わりコンビニへ向かい、菓子パンを買ってもぐもぐしながら歩き始めたのが夜の二十二時半。

　駅へ向かわずに公園のベンチで更にもぐもぐし始めたのがそれから五分後。

　丸まる井いさんに黙って帰ってしまった詫わびのメールを送り、さて駅へ向かおうかと腰を上げたのが更に五分後のことでした。

　率直に言いますと、私、後をつけられています。

　ここは住宅地のど真ん中。気配を感じて振り向くと人影がありました。こちらの視線に気付いたのか、電柱の陰に身を隠します。

　そのゴキブリのような動きには鳥肌が立ちました。絶対に普通ではありません。

　暗くて性別や年齢までは分かりませんが、この手口、間違いなく先日のストーカーです。

　私はてっきり、丸まる井いさんか新あら井い田ださんを狙ねらう人物かと思っていました。あるいは、私たちを三人束にして襲おそってやろうかと目もく論ろむ悪漢とか。

　なぜ私を狙うのでしょう？　思い当る節がありません。いえ、あってたまるものですか。

　幸運にも、ここは丸まる井いさん家の近所です。ご迷めい惑わくが掛かるかもしれませんが、お邪じや魔まさせて頂くことにします。

　いかんせん、冷静なフリで自分を騙だまし続けることに限界が近づいてきました。

　冷汗が止まりません。振り向くのが怖こわい。

　煙突が見えてきました。もう少しです。

　私は一気に駆かけ出し、のれんをくぐって『まる湯』へ飛び込みました。

　温ぬくもりとヒノキの香りに包まれた瞬間、助かったのだと確信しました。靴を脱ぎ、奥へと避難します。券売機を素通りし脇わき目めも振らず従業員のいるカウンターへ直行です。

「少し、休みたいのですが」

　肩で息をする私を不審に思ったのか、カウンターの若い女性は訝いぶかしげにじろじろ見てきます。

「休憩所でのお休みは入浴されたお客様のみのサービスとなっておりますが……」

　迂う闊かつでした。今の私はお風ふ呂ろに入れないのです。

『夜分遅くにすみません。これから会えませんか？　今、『まる湯』にいます』

　丸まる井いさんにメールを送るとすぐに返事が来ました。

『鍵かぎ開いてるから自分の家みたく勝手に入って！』




　私は『まる湯』から一歩外へ踏み出し、周囲に誰もいないことを確認すると、まっすぐに軒のき先さきへ向かいました。言われた通り玄関扉は鍵がかかっていませんでした。

　扉を開けるや二階から微かすかな話し声が聞こえてきます。

「こんばんは、急に押しかけてすみません……」

　部屋のドアを開けた途端、ケーキを口いっぱい頰ほお張ばる丸まる井いさんと目が合いました。

「んぁー！　んぉー！」

　何を言ってるか分かりませんが歓迎されてることは確かです。

　本当に助かったんだ、という安心感が足の裏から体中に伝わって、私はその場にへたりこんでしまいました。

「何かあったの？」

　尋ねたのは丸まる井いさんではなく、新あら井い田ださんでした。口元に付いた生クリームが彼女らしくもない無防備さを演出する傍かたわら、その面相は真剣そのものでした。

「追いかけられたんです、たぶん、昨夜のストーカーに」

　二人とも言葉を失うのが分かりました。眉まゆをひそめたまま顔を見合わせています。

「大丈夫だったの？　ケガは？」

　ケーキ片手に心配してくれる丸まる井いさん。私はただ首を横に振ってそれに答えました。

「顔は見た？」

　新あら井い田ださんがクリーミィな口元で問います。私はやはり首を振って答えます。

「こっち来て、ケーキ食べなよ、嫌いやなこと全部忘れられるから」

　よろよろと近づくなり、丸まる井いさんはケーキでいっぱいの箱を私に差し出しました。

「じゃあモンブランを……やっぱりチョコで」

　丸まる井いさんが悲しそうな顔をしたのですぐさま訂正します。

「このケーキ、どうしたんですか？」

「さっきまで先生がいて……あ、家庭教師ね。前も入れ違いだったっけ？　わたしのこと太らせて恥はじかかせようとしてんだよ」

「先生ってどんな方なんですか？」

「大学生だよ。嫉しつ妬としちゃうくらい美人でさあ、わたしより断然女らしくって、参るよね」

「宴えん花かさんの方がずっと美人です」と、新あら井い田ださん。

「ストーカーの標的だって、広ひろ瀬せさんと決まったわけじゃありませんよ。宴えん花かさんの自宅を知ろうと後を追ってたのかもしれませんし」

「だったらさ、わたし追っかければよくない？」

　丸まる井いさんは何個目かも分からないケーキに目を輝かせながら、緊張感のない声色で言いました。

「怜れいには心当たりないの？」

「ありません……たぶん」

　チョコケーキは美味でした。恐怖が雲うん散さんし自然と笑みが溢あふれます。

「そのストーカー、何かヒントを残さなかった？」

　新あら井い田ださんは目を細め、思し慮りよ深ぶかげに腕を組んだまま問いかけました。口元のクリームはなくなるどころか増える一方です。

「ヒント、というと？」

「足音とか、匂においとか、挙きよ動どうの一つひとつまで」

「性別や年齢が分かるような足音ではなかった気がします。匂いも感じませんでした。あの……付いてますよ、クリーム」

　私はクリームを何気なく指ですくい、何気なくそれを咥くわえて笑いかけました。

　すると新あら井い田ださんの顔が真っ赤に染まり、視線が当てどなく彷徨さまよった挙あげ句く、奇声を発しながらサンドバッグへ体当たりしていきました。

「こらーっ！　わたし抜きでイチャイチャするなーっ！」

　丸まる井いさんがヤギ髭ひげのごとくクリームを引っ付けて私に顔を突き出します。

「チューで取って」

「それはちょっと……」

「じゃあ、あたしが代わりに！」

　抱きつこうとする新あら井い田ださんをひらりと避けた後、丸まる井いさんは私の両肩を痛いほど強く摑つかみ、瞳ひとみの奥までまっすぐ見み据すえました。

「何かあったら遠慮なく言いなよ。一人で抱かかえ込んでちゃダメ」

「……はい」

「怜れいにはわたしたちがついてるんだから！」

「忘れないで……」

　平静を取り戻したらしい新あら井い田ださんがもじもじしながら言いました。

「あたしが不死身の友達だってこと……怜」

　嬉うれしくて、心強くて……私は熱くなる目頭を押さえようとはしませんでした。

　これが愛される、ということでしょうか。

　涙が頰ほおを伝った時、抱ほう擁ようされるような温かさが全身に満ちていくのを感じたのです。

「丸まる井いさん、新あら井い田ださん」

　だから……。

「ありがとう」
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　登校後、用を済ませた私は教室へ向かい手つかずの宿題に取り掛かりました。

　昨夜は遅くまで丸まる井いさんの家にお邪じや魔ましてしまったため、帰宅するやシャワーを浴びてすぐ眠ってしまったのです。

「広ひろ瀬せ怜れい」

　英文の書き取りを半分ほど片付けた時です。聞き覚えのある声が教室中に響きました。

　見るとドアのところに千ち山やま先生が立っています。

　悪お寒かんが走りました。私は反射的に立ち上がり震ふるえ声で返事をします。

「来なさい」

　なんて間の悪い……しかし断ことわることはできません。

　私はクラスメイトの注目を集めながら先生の後を追いました。

　彼女が私を呼び出す理由は二つ。

　昨日、新あら井い田ださんに言い負かされた腹いせか、タイヤに関するあの夜のこと──タイミングからして恐らくタイヤのことでしょう。

　しかし……予想よりかなり早い。

　完全に不意を衝つかれましたが、これも覚かく悟ごの上。私にできることはただ黙もく秘ひすることだけです。

　やがて職員室奥にあるパーティションで囲まれた空間に連れ込まれました。他に誰もおらず、私は千ち山やま先生と向かい合う形でソファーに座ります。

　ここへ来るのは初めてです。真ま面じ目めだった私には生涯無縁となるはずの空間でした。

「怯おびえないで。私はあなたの味方なんだから」

　先生が予想だにしない言葉を口にしました。不思議なことに、その唇くちびるは笑みを象かたどってさえいます。

　そうして、私が顔に出した狼ろう狽ばいを拭ぬぐい切れないうちに、テーブルに熊くま柄がらのランチョンマットを敷き、ティーカップを並べ、ポットで熱々の紅茶を注ぎました。

　テーブルの傍かたわらに据えられた豪ごう奢しやなサービスワゴンには、ティーセットとサンドイッチの皿が置かれています。

「どうぞ、召し上がって」

「……はい」

「サンドイッチもどう？　今朝作ってきたんだけど」

「……いただきます」

　一体この人は何なのでしょうか？　状況がサッパリ吞のみ込こめません。

「あの、ここに呼び出した理由って……」

「もちろん、盗まれたタイヤに関することだけど、あなたは何も気にすることないのよ。だってただ誘われただけなんだもの。違う？」

「…………」

　何かの罠わなでしょうか？

　この物言いだと、丸まる井いさんや新あら井い田ださんのことも調べがついていると見ていいでしょう。

　下へ手たなことは言わず、黙ってサンドイッチを食べていた方が賢明のようです。

「あなたに片棒を担かつがせた実行犯がいることも知ってるわ。でも決めつけて掛かるのは良くないと思うの。だって、真犯人はタイヤ外はずしが得意なネズミの家族かもしれないじゃない」

『現実』がどれほど残ざん酷こくなのかを思い出させるために「私が実行犯です」と名乗っても良かったのですが、それでは丸まる井いさんの意志が浮かばれません。

　教師風を吹かせていた昨日の彼女はどこへ行ってしまったのでしょうか？　噂うわさには聞いていましたがこの先生……かなりキてるみたいです。

　そしてもう一つ確かなことは、タイヤドロボウの経けい緯いが教員方にバレている、ということでした。

「犯人を特定する証拠でもあがったんですか？」

　私はギリギリの質問を投げかけます。

　先生は優雅な笑みでカップを持ち上げ、一口含みました。

「証拠なんて物騒なものないけど、目もく撃げき者しやによる証言があったから……実行犯が三人いるって、そういう証言」

　目撃者……ストーカーに間違いありません。あの夜のことを事細かに観察し、私たちの名前を把握した上で情報を流せる人物は限られてきます。

　しかし、何か引っかかる……。

「失礼します」

　パーティションの隙すき間まから教頭先生のメタボな体が突き出てきました。

　千ち山やま先生は即座に姿勢を正し、笑顔を引っ込めてこれに対応します。

「何か？」

「被害者がお見えになりました。直接話を伺うかがいたいそうです。続きは校長室で」

「この子の尋じん問もんは私の役目だったはずです」

「校長の指示なんです」

「……そうですか」

　千ち山やま先生は不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で立ち上がり、私に先を歩くよう促しました。

　校長室は意外と広い造りでした。入るのは初めてですがドラマなどで見るセットと大きな違いはありません。

　壁には歴代の校長先生たちの写真や墨で書かれた校訓。革張りの黒い椅い子すとガラステーブルが並び、ショーケースには表彰楯たてやトロフィー、サイン入り野球ボールが飾られています。

　椅子にはめかし込んだ女性と国くに見み校長が座っていました。女性は恐らくタイヤの持ち主でしょう。

　その傍かたわらに新あら井い田ださんが立っています。手を前で組み真っすぐ前方を向いたまま静止する姿は、歴代の校長たちと勝負のつかない睨にらめっこに興じているようでもありました。

　新あら井い田ださんの横に並んだ私を女性が見上げます。四十代半ばくらいの小柄な方です。

　ブラウンの毛髪には光る白髪が散見され、化粧で隠しきれない疲ひ弊へいの色が目の周囲に広がっています。タイヤを失ったショックでしょうか？　しかしこの表情は怒りより悲しみに近い感じがします。

「おはよう」

　女性がおもむろに口を開きました。

「……おはようございます」

「お名前は？」

「広ひろ瀬せ怜れいです」

　新あら井い田ださんが何か言いたげに私を見つめますが、またすぐに前へ向き直ります。

「二人はお友達？」

「いえ、全く知りません」

　私は平然と噓うそをつきます。女性はとても優しそうな物腰で、故ゆえに良心が痛みました。

　しかし覚かく悟ごを決めた以上、後には引けません。

「咎とがめに来たわけじゃないの。ただ、知りたかったから。あなたたちを扇せん動どうした子に覚えがあるなら、その名前を教えてほしい」

「いえ、そんな人は存在しません」

　私が機械的な声色を繰り返す間、新あら井い田ださんは微動だにせず直立していました。私が来る前からずっとこの調子だったはずです。この人には本当に頭が上がりません。

　どんな拷ごう問もんにも耐え、忠誠のために心を殺すことのできる数少ない人間の一人でしょう。

「仲間を売りたくない気持ちはよく分かる」

　校長先生が私たちを交互に見つめます。

「だが自分たちの所業をもう一度よく顧みてほしい。僅わずかでも呵か責しやくに苦しむのであれば、君たちに指示を出したその子の名を挙げてはくれないか？　その上で、私たちは最終的な決断を下したい」

　この女性は間違いなく丸まる井いさんを知っていて、私たちに名を語らせることで核心に迫ろうとしている。

　恐らく動機も、右のリアタイヤを標的にした理由も、すべて承知の上でしょう。だから被害届も出さず、こうして自ら足を運んだ。

　私や新あら井い田ださんを呼び出したのは、丸まる井いさんが主犯という確かな証拠を、目もく撃げき者しやの証言から得られなかったためでしょう。

「……教えてくれませんか？」

　新あら井い田ださんが横目で睨にらむのを無視し、私は尋たずねました。

「あのタイヤに関すること、知りたいんです」

　束つかの間ま、女性はテーブルに映る自分の顔に視線を落とし、どこか後ろめたい表情を浮かべました。

「人を轢ひいたんです、主人が」

　その声色は余りにも悲劇的でした。

「この学校の女子生徒でした……手術の甲か斐いなく、その子は右脚を失ってしまった」

『〝あの子〟の未来が詰まった時価八千万のタイヤ』……話の筋が見えてきました。

　車に轢ひかれ右脚を失った〝あの子〟のため、丸まる井いさんはドロボウを計画した。

　未来とは〝あの子〟が二本の脚で歩くはずだったこれからの人生、八千万とは慰謝料のことでしょう。

　標的は〝あの子〟を轢ひいた車両の右リアタイヤ……失われた脚と同じ箇所です。

　そして、タイヤの持ち主はすぐに察した、これは例の事故に関わる者の仕し業わざだと。

　丸まる井いさんと〝あの子〟の関係性は分かりませんが、この女性は丸まる井いさん含む私たちを実行犯と断定し、学校へ赴おもむいた。

　以前、病院に足を運んだことからも、また、そこに〝愛〟の旗が掲げられていたことからも、あの院内に〝あの子〟が入院していたことは明らかです。

　折しも、ドアを勢いよく開けて入ってきたのは丸まる井いさんでした。全員の視線を浴びながら、校長先生の元へ大おお股またで歩み寄ります。その毅き然ぜんたる表情は事態を把は握あくしきっているように見えました。

「やったのはわたしです」

「宴えん花かさん！」

　嘆なげく新あら井い田ださんに一いち瞥べつもくれず、丸まる井いさんは校長先生を、そして女性を見つめました。

「わたしが盗みました」

「この二人を誘ったのも君か？」

「そうです」

「違う、あたしが宴えん花かさんを……」

「牧まき乃の！　わたしをみくびらないで！」

　もう、誰も何も言いませんでした。沈黙が声の余よ韻いんをまとって周囲に張り詰めます。

　予鈴のチャイムが鳴り終わった時、女性が口を開きました。

「丸まる井いさんから詳くわしく伺うかがってもよろしいでしょうか？　他の二人は教室へ戻ってもらって結構です。罰則等は目をつぶってあげてください。こちらも警察へ行く気はありませんので」

　締しめ出された私と新あら井い田ださんは、廊下で当てどなく突っ立つ他ありませんでした。

「尋じん問もんされてること……なぜ分かったんでしょうか？」

　私は独ひとり言ごとのように呟つぶやきました。

「あたしが教室にいなかったからだと思う。呼びに来たのは教頭だったし……ていうかさ」

　新あら井い田ださんが私を見つめます。

「誰、あんた？」
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天あま野の　翔かける







五月十九日






　一ヶ月で有名になってみせる、怪かい獣じゆうと約束を交わした次の日、僕らは東とう京きようへ出発した。

　朝一番の電車だった。空はライラック色、車は走らず人も歩かない。

　駅前の横断歩道を渡りながら背後にボレロを聞いた。顔を上げるや自転車に跨またがった八や坂さかが僕を追い抜く。

「何だ、その格好？」

　駐輪場で八や坂さかに追いつき、尋たずねた。

　奇妙なファッションだった。

　髪は赤と緑のツートーンカラー。グレーのジャケットには十センチ四方の怪しいパネルが幾つも貼り付き、下半身はハーフパンツ。スニーカーのつま先部分にデジタルパネルが取り付けられ、今は〝０〟と記されている。

「おしゃれには気を遣つかわないとね。天あま野のこそ大荷物だな、貸せよ、俺が持つ」

　八や坂さかは衣装やメイク道具の詰まったボストンバッグを担かつぎながら、芽の出ない植木鉢ばちにミネラルウォーターを撒まき散ちらす。

「髪を染めたんだ。赤は太陽、緑は大地を表現している。ジャケットはソーラーパネル付きでスマホの充電に持ってこいさ。俺スマホ持ってないけどね。靴は徹夜で作った風速計スニーカーだ。あと六秒で〝蛇へびの息いき〟が吹くぞ……ほらきた、見ろ、今のは風速十八メートルだ！」

　一緒に歩きたくなかった。僕が露骨に嫌いやな顔をしても八や坂さかは気付かない。

　まだ喋しやべっている。

「おしゃれだけじゃない、すべては東京に集約されている。あらゆるものが巡めぐり巡って東京へ辿たどり着つくんだ。万事は回転なんだよ、地球も血液も天気も流行もすべて回ってる。東京ってのは回転の軸じくなんだ」

「ところで、僕たちは何しに東京へ行くんだ？」

「俺の話聞いてなかっただろ」

　ちっぽけな自分を再認識するんだ、八や坂さかはそう答えた。

「七なな重えで満足してる君には分からないだろうが東京は何より規模が違うんだ。人口もさることながら建物は密度も高さも桁けた外はずれだ。つまり何が言いたいかっていうと、有名になりたいなら今の自分を知れってことさ」

「満足してるわけじゃないが東とう京きようへ行くにはお金も時間もかかる。今回だってほとんど君のお金じゃないか。恩に着せて見返りを求めようって腹なら早々に諦あきらめた方がいい」

「見返りならもう貰もらってるじゃないか」

　八や坂さかはこういうことをサラっと言う。

「俺は楽しいよ。君たちといれば俺は空だって飛べる気がするんだ。ほら、サンタはソリに乗って空を飛ぶだろ？　空にはさ、ロマンがあるんだよ、人類の夢だった。俺はあの子のためのサンタになってプレゼントするんだ」

「何を？」

「踏み出す勇気さ」

　顔を輝かせる八や坂さかはカッコ良かった。重なった顎あごも間抜けなヘアカラーも奇異なソーラージャケットもみんなカッコ良く見えた。僕では様にならない一ひと言ことも八や坂さかが言うと迫力が違う。

　決して虚勢ではない……八や坂さかは本気でサンタになれると信じている。

　僕らは改札を抜けホームで電車を待った。人はほとんどいなかった。

　こうしてホームに立つのは三人で痴ち漢かん退たい治じした時以来だ。偶然か否いなか、あれ以来『シャーリー』の出没報告は挙あがっていない。

「怪かい獣じゆうの〝ありがとう〟って、何のこと？」

　僕はずっと気になっていたことを聞いた。

　八や坂さかの視線がデジカメのカタログから僕へと横よこ滑すべりした。

「病院へ担かつぎ込こんだんだ」

「…………」

「あの子、早朝ランニングやっててさ、俺はどうしても近づきたくて新聞配達を始めた。いい考えだろ？」

「八や坂さかって犯罪の一歩手前じみたことを平然と語るけど、結構危ないヤツだと僕は思うね」

「話せなくてもよかったんだ。あの子を近くで見ていたかった。ある日彼女が車に轢ひかれるのを見た。脚が潰つぶされ意識がなかった。顔も蒼そう白はくでさ、ドライバーは救急車を呼んだけど待ってられなかったよ。止血してあの子を背負い俺は走った」

「怪け我が人にんを動かしちゃダメだろ……」

「じっとしてろって？　病院はすぐそこだったんだぞ、救急車なんて待ってられるかよ頭が変になっちまう。とにかく夢中で走ったよ、この子が助かるなら死んでもいいと思った。病院へ辿たどり着つきあの子を背負ったまま俺はぶっ倒れた」

「その時だ、冷たい床に顔を押し付けながら俺自身に足りなかったものを知った。死ぬ気で走った俺の中で何かがくすぶり始めた。この世はつまらないと達観し叔お父じに鼻で笑われた俺は、あの子の命を繫つないだことで生きることへの〝執しゆう念ねん〟を手に入れたんだ」

　だから木の棒ぼうと植木鉢ばちとボレロってわけか。

「あの鉢はちには何の種を植えたの？」

「いずれ怪かい獣じゆうに渡すつもりの花さ。花言葉を贈りたいんだ」

　乗車予定の快速列車が来た。

　僕らは三つ目の駅でメアリーと乗り合わせた。メアリーは中学の時に使っていたジャージを着ている。

　僕もメアリーもまだ女装していない。寝ているとはいえ親のいる家の中で女装するわけにはいかなかった。

　メアリーは通販で仕入れたロリータファッション誌を取り出し、あるページを開いて僕に見せた。

『ワンポイントで差をつけるゴスロリ・メイクテクニック』。

「天あま野のくん……メイク、お願い」

「これがいいの？」

　頷うなずくメアリー。アイシャドウたっぷりのモデルに負けないくらい強きよう烈れつな眼まな差ざしだ。

　僕らは四人掛けのシートを占領しひと気のない車両で化粧を始める。

　もちろん、ロリータファッションやメイクセットも一通り持参してある。

　メアリーに化粧の基礎を教えるのは楽しかった。ファンデーションの塗り方を手ほどきしながら、僕の性しように合っているなと思った。

　誰かに知恵を授けるのは誇らしかった。培つちかってきたものなら尚なお更さらだ。

「ドーランを薄く塗る、付け過ぎると舞まい妓こさんになっちゃうぞ。次はベビーパウダーだ、皮脂を吸って化粧崩くずれを抑おさえてくれる。アイラインを引くのは意外に難しい、うまくいかない時は鏡を顔より下に置いて目線を下げるといい。カラコンは今度だね、眼科での検査が必要だ。リップは黒くしよう、メアリーは落ち着いた色の方が似合うと思うんだ」

「黒いリップが落ち着いた色だって？」

　八や坂さかがコンビニの塩おにぎりに自家製梅干しを乗せながら笑った。

「ウィッグも色々持ってきたよ、黒のショート、ロング。ゴールドのロング、シルバーのショート、ブラウンのセミロング」

「黒のロング……がいい」

　トイレで着替え始めるメアリー。男女兼用の車内トイレは女装するのに最適だ。

「俺は今の天あま野のが好きだよ」

　ソーラーパネル付きジャケットでスマホの充電を始めた僕は面食らって八や坂さかを見た。

「いい笑顔だ。人は笑うと無防備になる。全部さらけ出してるからね。笑った時の君はとても綺き麗れいだよ」

「それって告白の練習？　嬉うれしいけど少し寒気がするよ」

「この世は笑ったもん勝ちなのさ」

「怪かい獣じゆうも笑えるようになる？」

「それは俺たち次第だ」

　着替え終わったメアリーを、僕たちは歓声と拍手で迎え入れた。

　完かん璧ぺきなゴスロリだった。

　大きなリボンのヘッドドレス、フリルの黒いワンピース、ボーダーハイソックス、妖よう美びでダークなゴスロリメイク。

　車窓を流れる田園風景に全くそぐわない仕上がりだ。

「化粧とロングウィッグが合ってるね、黒を基調にして正解だった」

　スマホのカメラを向けるとメアリーは恥はずかしそうに微笑ほほえんでみせた。

　八や坂さかの腕がフレームインしてメアリーの胸を揉もんだ。

「中身は何？」

　メアリーが女の子らしい悲鳴を上げ飛とび退のく。

　僕は八や坂さかを羽は交がい絞じめにし、次やったらわいせつ容疑で通報すると脅おどした。

「中身を知りたかっただけだよ、怒ることないだろ」

「シリコン入りのブラだ、もう触るなよ！」

「それにしてもいい声出したなあ、ずいぶん上達したんじゃないか？」

　確かにメアリーの悲鳴は女の子らしかった。

「まだ始めて数日だぞ？　これは女装の力添えだと思う。男のまま練習するよりよっぽど効果的なんだよ」

　僕はメアリーを座らせまじまじと見た。

　雑誌の中のメアリーと瓜うり二ふたつ……いやそれ以上の可愛かわいさだ。

「撮影しておくといい。宣伝に使えるかもしれない」

　八や坂さかはメアリーに自然体でいるよう指示を出した。いよいよプロデューサーって感じだ。

　僕はメアリーが脚を組み頰ほお杖づえをついて車窓を眺ながめる哀あい愁しゆうの姿を何枚も写真に収めた。他のコスプレイヤーの例に漏もれず、メアリーもまたキャラクターに徹しきっていた。

　その姿は心を病んだ才さい色しよく兼けん備びの少女、あるいは悪漢に追われ汽車に乗って逃亡を図る中世ヨーロッパの貴族だった。

「歌って踊るアイドルも悪くないが、こういった日常的な一コマを切り抜くと見る者に親近感を与えられる。あんまり綺き麗れいな構図で撮とるなよ、噓うそっぽく見えるからな」

「ネットに上げるのか？」

「もちろん。活用できる媒ばい体たいは多い。ん～やっぱり画角が狭せまいな。ほら、表情をアップにすると背景がほとんど入らないだろ？　アキバでいいカメラを買おう」

「ユニット名はどうするの？」

　僕の何気ない問いに、八や坂さかはしっかり答えてくれた。

「それならもう決まってる。『シスターズ・オーキッド』だ」

「オーキッド？」

「蘭らんのことだよ。多面性のある花でさ、猿の顔に見える『モンキー・フェイス・オーキッド』や天使そっくりの『エンジェル・オーキッド』なんてのもある」

「君たちは蘭らんのように複数の顔を持ち、その花言葉のように〝美しい淑しゆく女じよ〟なわけだから、これにしっくりくると思ってね。しかもその女装スタイルはいかにも姉妹といった風合いだ。だから『シスターズ・オーキッド』ってわけ」

「へえ、色々考えてあるんだね」

「ちなみに、根っこの形状があるモノに似ていることから、オーキッドには別の意味が含まれる」

「あるモノって？」

「睾こう丸がん……つまり〝金玉〟だよ」

　メアリーが顔を上げ目をパチパチさせた。

「金……玉……」

　おいしいデザートか何かを思い浮かべるような微笑ほほえみでメアリーが復唱した。

「メアリー……メアリー、僕を見るんだ。今こいつが言ったことは忘れろ」

「大事なことなんだ」

　八や坂さかが心外とばかり顔をしかめた。

「まさに君たちの象徴ともいうべき花じゃないか。一見すると美しく、多面性があり、裏では金玉を隠し持つ」

　真ま面じ目めなのかふざけてるのか分からないが、どのみち『シスターズ・オーキッド』で決まりのようだ……メアリーが嬉うれしそうだから。

「『シスターズ・オーキッド』……略して、『シスオキ』……ですね」




　東とう京きようへ着いたのは十時頃だった。

　駅前とあっておびただしい人の数だ。どこを見ても人しかいない。ここに休まる場所はあるのだろうか？

　下を見れば足音が響き見上げれば高層ビルが建ち並ぶ。空が狭せまい。風は淀よどむが人は動く。

　陽が射さすと五月とは思えない暑さだ。ビルが照り返し自動車が排熱する。コンクリが熱々のフライパンよろしく靴の裏を焼き、人々は溶けたバターみたいになってその上を滑る。

　政治家の街頭演説が聞こえる。それを遮さえぎるようにクラクションが鳴り車が脇を走る。ない交まぜの騒音は都市が呼吸するように低く唸うなり、膨張しながらビル群に吞のまれる。

　見慣れた八や坂さかの巨体が小さく見えた。非日常で溢あふれた視界に八や坂さかという日常を放り込むと迷子から解放されたような安心感に浸れる。

　僕はメアリーの手を握りながら断じて離すまいと誓ちかった。迷子になり一人べそをかくメアリーを思うと心が痛んだ。

　それに、こんな可愛かわいい娘を一人きりにさせたら誰かに連れ去られてしまう。

　メアリーは僕のものだ、誰にも渡さない。

「まずはカメラだな、バスでアキバまで移動しよう」

　バスに乗り込むや人目を引いた。ツートーンカラーのソーラーパネル男がゴスロリの美少女を連れ歩けば誰だって振り向くだろう。

　僕も派手な赤いワンピースで着飾ってはいるがこの二人にはかなわない。

　アキバはすぐそこだった。窓から賑にぎやかな通りが見え心が躍おどった。

　東京は小さい頃に来たことがあるが、アキバに寄るのは初めてだった。

「わくわくしてきたな！」

　八や坂さかの言葉にメアリーが何度も頷うなずく。メアリーは本当に楽しそうだった。窓に前髪を押し当て笑顔で電気街の一端を眺めている。

　バスを降りしばらく歩くと街並みは独特の色彩に包まれオタクのメッカと化す。

　萌もえアニメの広告塔とう、お売り下さい、フィギュア２Ｆ、ネットカフェ、お売り下さい、ゲーセン、牛丼屋、カレー屋、電子マネー使えます、極上の耳かき膝ひざ枕まくら、プリクラ、メイド喫茶、免税店、お売り下さい、お売り下さい、買い取ります。

　路地を進むといかにも老舗しにせといった風の電気店が軒のきを連ねる。かと思えばメイド姿の女の子がチラシを配り、巨大な液晶モニタが新作ゲームのＰＶを垂れ流す。通りは多くの人で賑にぎわい性別も年齢層も様々だ。

　八や坂さかがふらっと立ち寄った家電店でカメラを眺めている間、僕とメアリーは広告入りポケットティッシュを配るメイドと話していた。

「二人ともカワイイですね」

　メイドは二十歳前後で背が高く、ピンク色のタイトなメイド服に身を包んでいる。

「ゴスロリすっごく似合ってるし、羨うらやましい。ウチの店にも一人いるんですけどね、ゴスロリ好きな子、そういう店とかすっごく詳くわしくって」

　メイドには僕らと同じ雰ふん囲い気きがある。随ずい所しよに抜けきらない訛なまりがあり、上京したてのウブな感じが可愛かわいらしかった。

「そういう店って？」

　僕は女声で問うた。向こうは僕らを女の子だと思ってるし、こっちもその方がやりやすい。

「専門店ですよ。ロリータファッションの、かなりマイナーでまさに知る人ぞ知るって感じです。気になります？　場所、聞いてみよっか」

　メイドが電話中に八や坂さかが戻ってきた。手には箱に入ったカメラを持っている。まだ店に入って五分足らずのはずだ。

「ずいぶん早いね」

「悩むのは無知とケチだけだよ。何してんの？」

「ロリータファッション専門店の場所を確認してもらってる」

「住所分かりましたあ……」

　メイドは僕らの背後に立つ巨漢を見上げポカンと口を開けた。

「ぅわ……なんまでっかぁ！」

　どこの方言だろう。メイドのリアクションに八や坂さかはゲラゲラ笑った。

　そして記念とばかり僕らのスリーショットを新品のカメラに収めた。




　八や坂さかは元気だった。メイドに教えてもらった住所を目指しながら僕とメアリーの写真を撮とりまくる。その妙みようちきりんな格好も相まってかなり浮いている。

　外人が英語で何か尋たずねてきた。ギターケースを担かつぐメガネの若者は早口にまくしたて、熱心な顔つきでカメラを構える仕し草ぐさをした。

　僕の冴さえない英語力は彼の言葉をこう捉とらえた。

「アイム、ヘンリー、バンドマン、フローム、カゴシマ、カメラ、フォト、イッショニプリーズ」

　鹿か児ご島しまから来たバンドマンのヘンリー君は、どうやら僕らとのスリーショットを撮影したいらしい。僕らは快く承しよう諾だくし、八や坂さかがシャッターを切った。

　去り際ぎわ、ヘンリー君はメモ用紙に住所と電話番号を記し、それを半なかば強引に僕の手へ押し付けた。

「センキュー、アクセス、ヒア、コンド、アソビマショ」

　八や坂さかがお返しとばかり、その場でこしらえた『シスオキ』プロデューサーの即席名刺を彼に手渡し、僕らは別れた。

　百メートルと歩かない内にまた話しかけられた。今度は三人組みの女性だ。話によると大学生らしいが、少し老ふけて見える。メガネや髪型のせいだろう。

「私たち、〝萌もえ萌もえ鑑賞同好会〟の会員なんですよ」

「ウチは違いますよ、〝アイドル地の果て追っかけサークル〟のＯＧです」

「ていうかカワイ過ぎじゃない？」

　三人は同時に喋しやべり続けた。

　要約すると写真を撮ってツイートしてもいいか？　同好会のホームページに掲けい載さいしてもいいか？　ということらしい。

「男でいいなら、どうぞ」

　地声を出すと歓喜の悲鳴が上がり道行く人のほとんどが振り返った。黄色い声とはどこか違う、雄お叫たけびのような悲鳴だった。

「掲載する時は『七なな重え市し、女装アイドル』この二つのワードを欠かさず宣伝してくれよ」

　八や坂さかが割って入り説明する。

　三人は奇抜な格好の大男を見て更に興奮し、八や坂さかのおまけ付きで容よう赦しやなく写真を撮とり続けた挙あげ句く、ホームページのアドレス入り名刺を一方的に押し付け人ごみに姿を消した。




　教えてもらった住所は四階建てビルのワンフロアだった。奥まった路地にあり少し迷った。店名は『クラシック・フォレ』。

　国内外から取り寄せたロリィタファッションブランドをたくさん取り扱っています！　ピーチカフェ・ブランドでは大人気アプリゲーム『ＰｉＰｉピピ☆ラピ』とのコラボ企画を展開中！　限定グッズが手に入るのは今だけ！

　立て看板にはポップな字でそう書いてある。七重には決して存在しない類たぐいの店だ。

「すごい！　こんなショップ入ったことないよ！」

　僕の口から柄がらにもない興奮の声が飛び出してきた。

　通販に頼りきりだった僕の女装ファッションは届いた現物を見てガッカリすることが多かった。本式の店で直じかに見たり触れたりできる機会はめったにない。

　ロリータは僕が目指す女装スタイルとは異なるが、それでも興奮材料としては事欠かない。

「『ＰｉＰｉ☆ラピ』のフルーツコーデが全種類揃そろってるなんて信じられる？　八や坂さか、店の写真撮っておいて。メアリー、早く入ろう！　きっと掘り出し物が見つかるよ！」

「落ち着け、店は逃げたりしない」

　カメラを構えながら八や坂さかが言う。

　こいつは何でこんなに落ち着いていられるんだ？

「ゴスロリ、あるといいなっ」

　メアリーがいつにも増して声を弾はずませた。

　僕らは八や坂さかがギリギリ通れるだけの狭い階段を上る。

　薄暗い踊り場をネオンに彩いろどられた店の入口が仄ほのかに照らしている。緑色のネオンは『クラシック・フォレ』の形に点滅し、ガラス張りのドアを華やかに縁取る。

　店内へ足を踏み入れた瞬間、僕とメアリーは同時に嘆たん息そくを漏もらした。度を越えた興奮で回路がショートした音だった。背後で八や坂さかが「こりゃすごい！」と感嘆している。

　店内は甘い香りが漂い、オルゴール調の名クラシックが流れる。

　床は白とピンクのアーガイル模様、壁一面に姫系ドレスやワンピースが掛かっている。

　洋風のアンティークな丸テーブルにはトートバッグやカチューシャ、ボンネットや甘ロリ御ご用よう達たしの日ひ傘がさが並べられ、店の奥は衣類や小物がブランド別に分けられ展示されている。

　お値段は手頃なものから目玉が飛び出るものまでピンキリだ。

「いらっしゃいませ～。本日コーディネートアドバイザーを務つとめさせていただくミリです、よろしくお願いします～」

『ＰｉＰｉ☆ラピ』のメインヒロイン『ラピ』のイチゴ姫コーデに身を包んだ店員がキュートなえくぼで挨あい拶さつした。イチゴ柄がらのドレス、ソックスは赤とピンクのストライプ、食べかけイチゴのマニキュア。

　ミリは僕を見てカラコン入りの眼球を輝かせ、メアリーを見て跳とびはね、八や坂さかを見上げてたじろいだ。

「かわいい……」

　ミリを間近で観察しながらメアリーが呟つぶやく。ミリはこれ見よがしにクルッと回った。

「本日は何をお求めですか～？」

「ゴスロリ……欲しいです」

　メアリーが未熟な女声で要求した。

　僕らはミリの案内で店の一角へ移動する。ゴスロリコーナーはその性質からか店の最も奥に設けられ、そこだけ赤いカーペットが敷かれている。

　衣装は黒く艶あでやかなものが多い。ハイソールブーツ、パンプス。ショーケースのヘッドドレスたるや数えきれないほどの種類が揃そろえてある。

　よく見るとヘッドドレスだけではない。ゴスロリコーナー自体が他より広く豪ごう勢せいな造りになっている。

　僕とメアリーは女子高生がよくする〝キャッキャウフフ〟な調子で商品を眺めた。

「この二人はアイドルなんだ」

　八や坂さかがミリに話しかけた。振り向くと、ミリが目を丸くするのが見えた。

「マネージャーさんですか？」

「俺はプロデューサーだよ、この二人に女装アイドルの天下を取らせる」

「助走アイドルですか……斬ざん新しんですね」

　ミリが走るポーズを決めたので八や坂さかが首を振る。

「女装だよ、彼女らは男だ」

　ミリの引きつった表情と目が合った。僕は愛あい想そ笑わらいし「どうも」と地声で言った。

「そこのゴスロリ少女に最高のコーディネートを頼みたい。すでに完かん璧ぺきだが俺はまだ伸びしろがあると考える。どうかな？　彼女にここの服を着せればかなり宣伝効果があると思うけど」

「あなあなあなあなあなた方が男の子……信じられない信じられない信じられません」

　ミリは目を見開き謎なぞのステップで近づきつつ穴の開くほど僕らを観察した。

「引き受けます引き受けます、今オーナーを呼びます。ゴスロリの鬼ですよ、周りから『ゴス美み』って呼ばれてるんです、今別のショップに出払ってるんですが呼んだらすぐ来ますよ！　うわあ、すごいなあ、女装っ子さんだったんですか、参りましたね。汗で化粧が落ちちゃいましたよ」

　ミリは大興奮のまま店の電話からゴス美みなる人物を呼び寄せた。

「今すっごい子が来てるんですよお、男性なんですけどアイドルらしくて、いえいえ、女装アイドルですよ、助走じゃありません。とにかくすぐ来てください、助走つけて。革命が起きますよ！」

　ゴス美は五分とかからずやって来た。勢いよくドアを開け駆かけ寄ってくる。

　腰まで届く黒髪ツインテールがなびき、厚底ブーツが床を叩たたく。メアリーの前で急ブレーキをかけじっと覗のぞき込こむ。

「失礼」

　そう言って不意にメアリーのスカートをめくり上げ中を注視する。メアリーは悲鳴を上げる余裕もなく白い顔にチークを差し込む。

　ゴス美は顔を上げ、面白い、そう言って笑いながらミリと目配せする。

　彼女はメアリーと同じゴスロリ衣装をまとっているものの、その容姿は似て非なるものだった。いわゆるパンクスタイルをゴスロリとマッチさせたゴスパンと呼ばれるファッションだ。

　ノースリーブの黒いチュールワンピースは胸元に大きなドクロが描かれている。肩口にはクロスのタトゥー、首からはチェーンのネックレスをぶら下げている。

　アシンメトリーのハイソックスは右がサソリで左が死神だ。厚底の真っ赤なストリングブーツはゴス美の細い脚にピッタリ映はえている。

「ゴスロリ……教えてください」

　メアリーは魅み入いられたような眼まな差ざしをゴス美に向けた。

「もちろん。名前、なんていうの？　あたしはゴス美。ここのオーナーだ」

「……わたし、メアリー」

「女装アイドルなんだって？　二人でやってんの？　ユニット名は？」

「……『シスターズ・オーキッド』」

「ふーん、聞いたことないな」

「これから有名になるんだ」

　八や坂さかが声を張った。ゴス美はその存在に初めて気付いたように八や坂さかを見上げた。

「有名って？」

「世界一の女装アイドルさ」

　ゴス美は笑いだした。癇かんに障さわる笑い方だった。やれるもんならやってみろ、声にはそういう響きがあった。

「僕らは本気だ」

　僕が加勢しメアリーが大きく頷うなずく。ゴス美は笑うのをやめ、僕らを順に睨にらんでいった。

「吠ほえるだけなら犬でもできるよ。この界かい隈わいに未来の世界一がいるならお目にかかりたいくらいだね」

「じゃあ、こうしよう」

　八や坂さかがやけに明るい調子で言った。

「メアリーをこの店に託たくす。君たちの本気を見せてくれ。俺たちは仕上がったコーデでこの店を宣伝し、同時に名を広める。今は動画の広告料で稼かせげる時代だ。資金を集めこの店に投資し、君たちは新たなコーデでメアリーをチューニングする。ファンが増えれば店も繁はん盛じようする」

「その自信はどっから湧わいてくる？」

「自信じゃない、信頼さ。この二人ならできる」

　断ことわられるだろうと思った。一いつ蹴しゆうされ店から追い出されるに違いない、と。

　ゴス美みはそうしなかった。黙って八や坂さかを見上げている。瞳どう孔こうを透すかし頭の中を読み解くことで真理に近づこうとしている。

　八や坂さかは笑っていた。どこまで本気か分からないが、この男が中ちゆう途と半はん端ぱだったことは一度もない。

　ゴス美も相当な手て練だれなのだろう。浮かべる笑みの片へん鱗りんは八や坂さかの異質さを見抜き、称たたえているようにさえ感じた。

「見ての通り商況は鈍い」

　ゴス美は自じ虐ぎやく的に店内を見渡す。

「聞く限りこっちにデメリットはないし、悪い商談じゃなさそうだ。それに……」

　ゴス美が手を差し出す。

「デカい夢を追うのは清すが々すがしいほどのバカに限る。あたしはそういう奴やつが好きだ」

「成立だな」

　ゴス美の小さな手を、八や坂さかの大きな手が包み込んだ。

「それじゃ、任まかせたぞ」八や坂さかはメアリーを差し出し、こう言った。「ぶっ壊こわしてくれ」




　僕と八や坂さかは一旦店を後にした。昼下がりの陽ひ射ざしは熱かった。当然だが東京に〝蛇へびの息いき〟はない。じめじめしていてシリコン入りの胸元が汗ばむ。

「何なの、ぶっ壊してくれって？」

　暑さも相まって苛いら立だっていた。八や坂さかの乱暴なやり方が気に入らなかった。

「殻からを破るんだ。内側から叩たたくだけじゃメアリーは疲れ切っちまう」

「そのために僕らがいる」

「天あま野のは寄り添ってるだけだ。傷つかないよう慎重に、過保護に。でも転んで膝ひざをすりむくことだって必要なんだ。メアリーは一度ああいうカテゴリの人間に触れさせた方がいい。〝時として非情になれる奴やつ〟カテゴリさ」

「それ君のことじゃない？」

「再会が楽しみだな！」

　僕らは繁華街へ戻ってきた。

　八や坂さかは買いたい物があると言って大手のディスカウントストアへ入っていく。エスカレーターを上り衣類コーナーへと足を運ぶ。手に取ったのは真っ赤なハッピだった。

「ハッピ……白はく蛇じや祭さいね」

「いや、これは応援するために必要なんだ」

「怪かい獣じゆう？」

「ああ」

　残念ながら八や坂さかに合うサイズはなかった。これは瘦やせろという神からの啓示に違いない、八や坂さかは皮肉を言いながら一着手に取り、会計を済ませた。




　一時間後、僕らはミリからの電話を受け店へと戻り、ゴス美みの手によって生まれ変わったメアリーと対面した。

　その装よそおいは変わっていないように見えた。メイクに変化はないし衣装も黒いドレスのままだ……しかし近づいてみて気付いた。

「和ロリか……！」僕は思わず地声を上げた。

　ゴス美が施ほどこしたのは『和風ロリータ』、通称〝和ロリ〟と呼ばれる和装と洋装の融合ファッションだ。

　メアリーの服装は遠目だと少し変わった形状のドレスだが、近くで見ると『振ふり袖そで』であることが分かる。こういった装よそおいは『和ドレス』『着物ドレス』と呼ばれ、パーティや結婚式などで着られることが多い。

〝和ロリ〟とは和装をドレスにリメイクする近年の趣向に則のつとったファッションなのだ。

　メアリーのまとっている黒い和ドレスはゴスロリを模した装よそおいになっている。半はん襟えりや袖そで口ぐち、裾すそまわりには白いフリルがあしらわれ、光を受けて全体に桜さくらの和わ柄がらが浮かび上がる。

　朱色の帯はコルセットになっており、腰を締しめ付けボディラインを際きわ立だたせる。本来の着物では表現の難しかったポイントだ。これによりバストが強調され、くびれにメリハリがついた。

　帯の背部にはリボンが括くくられ背中を見せても隙すきを窺うかがわせない。

　パニエ着用のふっくらとしたスカート部分は和装とも相性が良くロリータ志向に拍車を掛ける。

　足元は足袋をモチーフにしたハイソックスと黒い鼻緒の下げ駄た、頭には枝桜のかんざしが添えられている。

　しかしこれは飽くまでも『女の子』を対象とした作りになっている。骨格の大きい並みの男は仕上がりがグロテスクになるのがオチだ。

　恐らく僕でも無理だろう。

　メアリーが着こなせるのは体格が女子に近いためであり、故ゆえにゴス美はコーディネートを買って出たのだ。

「どう？」ゴス美みがドヤ顔で腕を組む。「完かん璧ぺきだろ？」

「申し分ない」

　八や坂さかは言葉少なに称賛した。そのニヤけた顔にエロい企たくらみを感じる。

「生地がだいぶ薄いね」

　僕が指摘する。一般の着物と異なり触り心地は柔らかい。

「このタイプは動きやすさ重視なんです」

　ミリが身振り手振りで解説する。

「ポロシャツと同じ綿素材なんで発汗性に優れてます。暑い時期やイベントで踊ったりする時は重宝しますよ～」

「にしても、意外と頑がん固こな奴やつだよな」

　姿見を前にうっとりしているメアリーを横目に、ゴス美が呆あきれたように言った。

「どうしてもゴスロリがいいって言うんだ。メイクをこのままにしたいんだと。あたしたちも〝和ロリ〟のコーディネートは圧倒的に経験不足でさ、こいつで色々試そうと思ったんだけど、結局真っ黒になっちゃったよ」

「でも私は好きですよ、これ」

　ミリは満足げに笑みを投げかけた。

「〝和ロリ〟の長所は色んなコーデに合わせやすいことですよね。こうやってゴスロリにも応用できるし、ドレス仕様なので着用も簡単」

「そもそもモデルが良すぎるんだよ」

　ゴス美が目をすがめて僕を睨にらむ。

「君も男なんだろ？」

「まあね」

「いやだなあ、こんなのに街を歩かれちゃ女としてやりきれないよ」

　メアリーは自分でお金を払うと言ってきかなかった。

　ゴス美はメアリーの意欲を気に入ったようで、代金を負けてくれた。出世払いでいいよ、そう言って笑った。

「世界一の女装アイドルか……宝くじでも買わされた気分だね」

「忘れるな」八や坂さかが念を押す。「ユニット名は『シスターズ・オーキッド』だぞ」

「あっ、そうそう」

　店を出る間ま際ぎわ、ゴス美が思い出したように言った。

「ぶっ壊こわしておいたよ、メアリーのアレ」





五月二十日






　その後、僕らはアメ横よこや新しん宿じゆく、渋しぶ谷やなどを観光し帰ってきた。

　途中、女装下着専門店やコスプレショップへ立ち寄り、僕は有り金をはたいて欲しかったアイテムを揃そろえた。通販では試着ができないために手の届かなかった物ばかりだった。

　メアリーがロリを志しているのに対し、僕は反対の大人おとなびたファッションに重点を置く。見せブラ、上衣用キャミソール、ノースリーブ、ショートパンツ。

　ロリータとの決定的な違いは露出度にある。ゴス美みは特例として、ロリータはとことん肌を見せない。袖そでが短い場合はロンググローブ、スカートにはロングブーツかハイソックス、谷間など言語道断だ。

　僕はその逆を行く。女装における限界はあるが、若さの特権を活いかすのに露出が不品行すぎるということはない。

　それに、『シスターズ・オーキッド』としてメアリーとペアを組む以上、対極的なファッションは案外ウケるかもしれない。




　撮影は次の日から始まった。

　まずは『シスターズ・オーキッド』の名でツイッター、フェイスブック、インスタグラムを開始。次いで投稿用の動画撮影に入る。

　僕らは女装し、チャリに跨またがり、殺さつ伐ばつとした河か川せん敷しきの原っぱに集まった。周囲には地面から生えたようなボロベンチが二つ並んでいるだけだ。

　今日のメアリーはゴスロリではなく、僕がお下がりとしてプレゼントした薄手のジップアップパーカーとデニムのスカート、黒髪セミロングのウィッグだった。

「キレのあるステップには体幹が必要だ」

　八や坂さかは僕らの前に立ち声を張り上げる。

「しかし君たちは見るからに貧弱で女々しく運動とは無縁に見える。そこで、今からサイクリングしてもらう」

「異議あり」

　挙手するとものすごく嫌いやな顔をされた。

「なんだい？」

「脚が太くなる」

「最初だけだ。筋肉が育てばむしろ引き締まる。ヒップも上がるぞ。メアリーは賛成だよな？」

「八や坂さかくんに賛成です」

「ほら、メアリーは素直で良い子じゃないか」

　……しかたない。

「分かった、やるよ。ヒップアップのためにね」

「よし、さっそく出発だ」

　というわけでいきなりママチャリ・サイクリングが始まった。急すぎて目的地すら決まっていない。

「まずは河か川せん敷しきを進もう、目標は……七なな重え西にし駅前のショッピングモールだ」

「二十キロはあるぞ」

「たった二時間だろ」

「往復で四時間だよ！」

　僕が唸うなってる間、メアリーはずっと笑顔だった。

「メアリーって、もしかして運動得意？」

「あんまり、でも、二人と一緒だから」

　嬉うれしかった。

　出会った頃の無口なメアリーはどこにもいない。メアリーが笑うサイクリングはペダルが軽かった。

　風が前髪を撫なでる、川が煌きらめく、鳥がさえずる。そういった自然が生み出す情景にメアリーはすっかり溶け込んでしまっている。無口で俯うつむいてばかりいるメアリーはいつどこにいてもぼんやりと霞かすんで見えたが、今はそうじゃない。

「メアリー、喋しやべり方が少し明るくなったんじゃない？」

「そうですか？」

　いや、間違いない。東とう京きようへ行く前と今とでは明らかに何かが違う。

　表情？　声？　全部？

「ゴス美みに何を壊こわされたの？」

　ぶっ壊しておいたよ、別わかれ際ぎわ、ゴス美は確かにそう言った。

「ゴス美さんは、鎖くさりを、壊してくれました」

「鎖？」

「僕の中の、概念とか、考え方とか。ゴス美さんにも、どもりがあったけど、治したそうです。時間の感じ方や、流れ方は人それぞれ違う。だから、他人に合わせようとすると、言葉と声がズレる。相手が早口でも、君はゆっくりでいいんだ、君は……」

「うがあああっ！」

　野の太ぶとい叫びと共に聞こえてきたのは自転車が倒れる金属音だった。

　ブレーキももどかしく振り向くや、原っぱに大の字でぶっ倒れる八や坂さかの姿が視界に飛び込んできた。

「何があった!?」

「パンクした！」

　憐あわれっぽく空を見上げながら八や坂さかが答えた。横倒しになった植木鉢ばちから土がこぼれている。

「俺のことはいい！　先に行ってくれ！」

　無論、そうするつもりだった。

「近くにサイクルショップがある。修理終わったらすぐ来なよ？」

　まったく、メアリーの話が台無しだ。

　けど……八や坂さかにはいいダイエットになりそうだ。




　それから一週間、僕らはダンスの練習に明け暮れた。

　場所は放課後の化学準備室や河か川せん敷しきを利用した。メアリーの発声練習と並へい行こうし、既き存そんアイドルの公式動画で振り付けの特訓を繰り返す。

　今のままじゃダメだ、まるで園児のお遊ゆう戯ぎだ、八や坂さかはそう言って頭をひねった。完かん璧ぺきな振り付けをこなしても何かが違うらしい。

　次の休日はハイキングだった。

「山に登るぞ！　女装したままな！」

　こういう状態の八や坂さかは異論を許さず、勝手に一人意気込んだ挙あげ句く、人数分の登山用具を持参した。

　叔お父じが大昔に使ってたやつだ、八や坂さかはそう言ってハイキング装備を身に着けた僕とメアリーを撮影する。

「フォロワーは増えた？」

　ぬかるみに足を取られながら僕は尋たずねる。

「この二日で三百人増えたぞ。天あま野のが投稿した女装メイクの動画、千回以上リツイートされてる。フォロワーの倍の数だ」

「僕も、何か投稿したいです」

　メアリーの要望は山頂で叶かなった。七なな重え市しを見下ろす展望台で休憩中、八や坂さかはくたびれた脚を奮ふるい立たせ写真を撮とり続けた。写真はリアルタイムで何枚も投稿され、その内メアリーを映した一枚が話題を呼んだ。

　両手を空高く広げ、ウィッグを風になびかせるメアリーの姿は神秘的な美をまとっていた。

　天使だ、羽が見える、舞い降りたのか？　写真はたちまち拡散しコメントが付いた。

　その日の内にフォロワーは二千人を超えた。

　短期間でここまで伸びた理由として、ある者たちの力添えがあった。アキバで出会ったあの女子大生三人組だ。公開中のメールアドレスに彼女たちからメールが届いた。

「〝萌もえ萌もえ鑑賞同好会〟の会員数、みくびってましたね。匿とく名めい含め全国に三千人いるんですよ！　すごいだろ！」

　これが人脈ってやつか……それから三日と経たたない内にフォロワーは五千人を超えた。




　登山から更に一週間が経たった。

　ダンスの練習は毎日欠かさず繰り返され、八や坂さかはそれでもまだ納得できないと言う。投稿予定の動画は未まだ完成しない。

　河か川せん敷しきでの練習は日課となり、八や坂さかはベンチであぐらをかきながら三脚に据すえたデジカメのモニターを覗のぞき込こむ。

「普通すぎる」動画を見返しながら八や坂さかは言う。「面白くない。これじゃない」

「そう言い続けてもう一週間だよ？」

「何か足りないんだ」

　メアリーがスマホで自じ撮どりを始めた。ツイッターに投稿するためのものだろう。

　今日のメアリーは投稿用のダンス動画を完成させるため、『クラシック・フォレ』でコーデしてもらった和ドレスを身に着けている。

「何か見つけたの？」

　屈かがみ込こむメアリーに向かって尋たずねる。

「でっかいミミズ、見つけました。土が良質で、健康な、証拠です」

「あんまり夢中になってると……ほら、パンツ見えちゃうよ」

「……それだ！」

　八や坂さかが急に大声を出した。僕らは驚いて振り向いた。

「一体何事？」

「パンツさ！　普通のアイドルじゃ絶対に真ま似ねできないものだ！」

「は……？」

「パンチラだよ！」




　大成功だった。

　八や坂さかは〝蛇へびの息いき〟を嗅かぎ取ることで絶ぜつ妙みようなパンチラシーンを生み出していった。

　パンチラをユーモアに取り入れ投稿された動画は一日で五万再生、三日で三十万再生、五日で八十万再生を突破。

　ユーチューブにおけるチャンネル登録者数は十万人を超え、それに伴ともないフォロワー数が急増した。

　しかしこの動画は投稿五日目の夜にユーチューブ運営により削除されてしまう。著作権の問題が絡からんでいたらしい。

　ツイッターでその旨むねを報告したところすぐに吉報が舞い込んだ。

「ヘンリーです！　私わたし達たちのバンドは、処理された本物の音楽であり、それは削さく除じよされない！　ダンスが、信用する閃せん光こうのような音楽であること、およびパンチラがそれを期待する！」

　無茶苦茶むちやくちやな翻訳でメールを送ってきたのはアキバで出会ったヘンリーだった。

　どうやら、彼はバンド仲間と一緒に僕らのための楽曲を作ってくれていたらしい。削除されたことを知ってすぐに連絡をくれたのだ。

　八や坂さかはすぐさま交こう渉しようを済ませ、ネットを介して楽曲を入手。そして次の休日には早くも新たなダンス動画を投稿、それもすぐに反響を呼んだ。

　削除された前動画はもはや伝説と称され、もう一度アップロードしてくれという要望メールが相次いだ。

　ゴス美みからも連絡があった。和ドレスを求める女の子が続々と来店中らしい。

『クラシック・フォレ』の名は動画の概がい要よう欄らんにホームページのアドレスと共に掲けい載さいしていたため、注目が集まったのだろう。

　フォロワー数は三十万人、動画の再生数は一週間で二百万回を数えた。





六月十六日






　リハビリを賭かけた怪かい獣じゆうとの取り引きから約一ヶ月──怪獣と再会する日がやってきた。メアリーは夏期体験講習会に参加するというので、僕と八や坂さかで怪獣を訪ねることになった。

　怪獣はどうしているだろうか？　三三○号室には相変わらず〝かいじゅう〟プレートが挿さし込まれている。何度も消されるので病院側も諦めているのだろう。

「君も一緒に来ないか？」

　八や坂さかは病室の扉を睨にらんだまま、汗だくの顔を横に振った。

「ここにいる」

　こうなるとてこでも動くまい。

　僕は扉を開け中に入っていった。怪獣には事前に来ることを伝えておいたし、今回は互いを認知できている。それでもこの白い空間は息が詰まる。

　怪獣はベッドに座っていた。カーテンはレールに納まり枕もふっくらしている。

　食事を採り始めたようで、前より顔色が良く輪りん郭かくが丸くなっていた。ベッド脇に車椅い子すが置いてある。

「こんにちは」僕は女声で挨あい拶さつした。「気分はどう？」

「まあまあ」

　怪獣は視線を落としスマホをいじっている。

「車椅子があるね」

　随ずい所しよに見られる〝変化〟が嬉うれしくて、僕は笑った。

「移動するのに便利でしょ、松まつ葉ば杖づえもあるけど、やっぱ座ってる方が楽だし」

「私も頑がん張ばったよ」

　やっと目が合った。その瞳ひとみに闇やみは窺うかがえず、僕をまっすぐ見つめて頷うなずいた。

「知ってるよ」

　怪獣は手元のスマホ画面を向けた。僕とメアリーのダンス動画が映っている。

「知ってたの？」

「ツイート追っかけてたから。アイドルって噓うそだったんでしょ？」

「ごめん……」

「分かってたよ、最初から胡う散さん臭くさかったし」

「で、どう？　私たち有名になれたかな？」

　まだまだね、怪かい獣じゆうはそう言って窓の外を眺ながめた。

「この程度じゃ有名な内に入らないよ」

「それじゃ……」

「理解できないの」

　怪獣は穏おだやかに、しかし力強く言葉を遮さえぎった。

「男として生まれたあなたたちがどうしてか弱い乙女おとめなんかになりたがるのか……理解できない」

　それは恨うらみとは違う、女として生まれた自分への戒いましめのようだった。僕を見つめる怪獣の眼まな差ざしは愚ぐ直ちよくなほど神しん妙みようで、怪け訝げんめいてさえいた。

「どんな時も、僕は僕だ」

　僕は生まれ得た男の声で答えた。

「世間は女装趣味を認めない。映画鑑賞や読書とは違う、後ろめたい羞しゆう恥ちがそこにはあって、だから僕は隠してきた。公表する勇気も諦あきらめる勇気もなかった。理解されなくてもいい。ただ、僕は真ま面じ目めで、私は不真面目だった……それだけだよ」

「貰えたよ……不真面目なあなたから、勇気を貰えた」

　怪獣は頰ほおを染めて言った。

「理解はできないけど、感じるものはあった。やっぱり、負けたくなかったんだと思う。自分にも、あなたたちにも。少しずつ食べる量が増えて、車椅い子すで外へ出るようになった」

　怪獣はもう一度窓を眺めた。

「一週間くらい前に、あの河か川せん敷しきまで行ったんだ。あなたたちの練習が見られると思って。誰もいなかったけど」

「撮さつ影えいは隣街でやってるから……」

「あの河か川せん敷しき、殺風景すぎると思わない？　花も樹きもない、ゴミばかりの一本道。まるでさ……まるで、この脚で歩んでいく余生みたい」

　どうしてそんなことを言い出すのか分からなかった。自じ暴ぼう自じ棄きだった頃の自分を思い出したんだろうか？

　そんなことないよ、君には明るい未来が待ってる……言葉は出てこなかった。

　彼女が求めているのは気休めの言葉じゃない、失った脚に代わる確かな希望だ。

　その希望が何かは分からない。僕なんかに分かるはずがない。

「やっぱり、羨うらやましいよ」

　声が濡ぬれていた。

「自転車に乗ったり、山を登ったり、踊ってるあなたたちを見てると……涙が出るよ。もう一生分泣いたはずなのに、まだ涙が止まらないんだよ。弱くて、ちっぽけで、情けなくって……もう……跳とぶこともできない」

　ドアが大きな音を立てて開いた。

　八や坂さかが足を踏み鳴らして入ってくる。鼻息が荒い。めちゃくちゃ怒っている。

「諦あきらめるな！」

　鼓こ膜まくが痺しびれた。

「俺が！　君の脚になる！　だから！　諦めないでくれ！　以上！」

「おい……」

　引き止める間もなく退出する八や坂さか。僕らはしばらく啞あ然ぜんとしていた。

　怪かい獣じゆうは泣くのをやめ、八や坂さかが立っていたあたりを見み据すえている。

「待って」

　追いかけようとする僕を、怪獣が毅き然ぜんとした声で呼び止めた。

「明日、もう一度来て。見せたいものがある」




　八や坂さかはロビーの待合席で泣いていた。あんまり大声で泣くので周囲の患者や看護師が気き遣づかった。小さな男の子が「これあげる」と飲みかけの缶ジュースを差し出す。

　肉親かそれに近い方が亡なくなったのだと勘かん違ちがいされてるらしい。

「気にしないでください、いいんです、ただの恋こい煩わずらいですから」

　僕は八や坂さかを取り囲む心優しい人たちに説明し、巨体を無理矢理立たせ出入り口まで押していった。

「嫌きらわれた嫌われた嫌われた嫌われた嫌われた嫌われた嫌われた」

　どうやら怒鳴り散らしたことを気にしているらしい。

「もう会えないよ終わりだ！　ああ終わりだ破は滅めつだ！」

「明日もう一度来てくれって言ってたぞ」

「君一人で行けよ、どうせあの子は君に夢中さ……」

　僻ひがみ始めた。

「とにかく、明日もう一度行くんだ。分かったな？」




　翌日。八や坂さかは来なかった。

　僕は昨日と同じ時間に病室を訪ねた。が、病室には誰もいない。床頭台に食べかけのお菓子が置いてあるので病室を移ったわけではなさそうだ。

　僕は通りかかった看護師を呼び止め居場所を聞いた。

「リハビリセンターのはずですよ。今日から始まったんです、義足による歩行訓練」

　僕は併へい設せつされているリハビリセンターまで走った。信じられなかった。リハビリなんて意味がない、そう駄々をこねていた怪かい獣じゆうが一歩踏み出したのだ。

　僕は長い廊下の末端にある大きなスライドドアから中を窺うかがった。

　リハビリセンターはスポーツジムか天井の低い体育館のようだった。患者と医師が全部で十人ほどおり、様々な器具を使ってリハビリに励んでいる。

　怪獣は確かにそこにいた。

　寝台が幾つも並んだ向こうに平行棒があり、それに摑つかまりながらもしっかりと二本の脚で立っている。

　顔を歪ゆがませ額に汗を光らせながら、ゆっくりと、一歩ずつ、おぼつかない足取りで歩んでいく。

『一歩ずつ、一歩ずつ』

　八や坂さかは言った。

『同じに見えて、同じじゃない……生きるってのはそういうもんだろ』

　気付くと涙が頰ほおを伝っていた。

　もしかしたらあいつは、あの子の脚になれたのかもしれない。




「あっ、来てたんだ」

　リハビリを終えた怪獣が僕に気付いた。タオルで汗を拭ふいている。

　お疲れ様、僕は言って車椅い子すを押した。病室へ向かいながら、怪獣は義足のことを話してくれた。

「実はね、天あま野のくんが来た次の日にはもうお願いしてたんだ、義足くださいって。みんなビックリしてたよ。その場で寸法図って、まずは体力作りから始めることになった。ずっと寝たきりで食事も抜いてたから」

「義足は今日届いたの？」

「うん。だから見せたかった……昨日のあの人、八や坂さかくんでしょ？　今日は来てないの？」

「まあね、どっかで拗すねてるんじゃないかな。散々怒ど鳴なったろ？　嫌きらわれたと思ってるんだよ」

「嫌きらわないよ、嫌うはずないじゃん」

　エレベーターを降りた直後だった。

　声が聞こえる。聞き覚えがある。僕らは声の出で所どころを探ろうと首を振った。声は窓の外……中庭から聞こえてくる。

　窓を開け見下ろすと、窮きゆう屈くつな赤いハッピを強引に着込んだ八や坂さかが旗を振っているのが見えた。

　旗には『愛』が記されている。右へ、左へ。旗は風を捉えてなびく。

「メリークリスマース!!」

　声に引き寄せられるように、怪獣が義足で立ち上がった。

　瞬間、中庭に風が舞い降り、髪の毛を逆さか立だたせた。

「もう一度!!　俺の声を受け取ってくれ!!」

　八や坂さか……。

「転んだっていいじゃないか!!　失敗したって構わない!!　この退屈な世界でさえ!!　君が笑えば俺は幸せだった!!　だから!!　愛を信じてくれ!!　希望を捨てないでくれ!!　どんなに冷たい風が吹いたとしても!!　殴なぐりつけるような向かい風だったとしても!!　君のすべてが!!　好きだあああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　燃え尽きて、八や坂さかはその場にぶっ倒れた。きっと酸欠だろう。ここが病院で良かった。

「諦あきらめない」怪かい獣じゆうが囁ささやく。「信じてるよ、サンタさん」

　その横顔は笑っていた。何か大きな覚かく悟ごを決めた者の笑み……これに相違なかった。

　八や坂さか、君は本当に凄すごい奴やつだ。




　──ところが、八や坂さかが意識を取り戻すのに一時間も掛かった。遅れてやって来たメアリーに事情を話し、二人で八や坂さかが目覚めるのを待った。

　中庭で倒れるや、八や坂さかは一部始終を見ていた医師たちによって空きベッドへ運ばれた。

　迷めい惑わくな話だった。

　この忌いま々いましい百キロの巨漢は、食べ頃のブタのように自みずから進んで出荷用のトラックに乗ってくれるわけではない。男性医師が五人掛かりでストレッチャーに乗せ、二人掛かりでそれを押し、四人掛かりでベッドへ移したのだ。

「怪獣は……？」

　目を覚ました八や坂さかの第一声がそれだった。声は掠かすれていた。

　大声の出し過ぎか、まだ意識が朦もう朧ろうとしていたために、八や坂さからしくない弱々しい声に聞こえた。

「怪獣なら病室で寝てるよ」

「…………」

「そういえばあの旗、中庭に置いたままだった」

　言うと、八や坂さかは左右にゆっくりとかぶりを振った。

「いいんだ。旗は怪かい獣じゆうに託たくす、いずれはそうするつもりだった」

「そっか……怪獣に会うの？」

「……まだいい」

　まだ？

「天あま野の」八や坂さかの声に少し力が戻った。「君の夢はなんだい？」

「何？　やぶから棒に」

「いいから、聞かせてくれよ」

「夢なんて仰ぎよう々ぎようしいものじゃないけど、やっぱり女装は極めないとね。上品さと可か憐れんさの飽くなき追求さ」

「天あま野のにうってつけだな。……メアリーは？」

「ぼくは……」

　ブラウンのボブヘアが傾かしぐ。丸まる襟えりのワンピース、フリルのハイソックス──今日のメアリーはいつにも増してロリロリしい。

「ぼくは、〝メアリー〟が好きです」

　メアリーは明るい調子で言った。

　声の輪りん郭かくがいつもよりはっきりしていて、病室に高く響いた。

「かわいくて、幼くて、こんなぼくを、強く見せてくれる。でも、気付いたんです、今の〝メアリー〟のままじゃ、ダメなんだって」

「女装、やめちゃうの？」

　聞くと、メアリーは笑顔で「いいえ」と答えた。

「続けます。女装は、宝物だから……だから、これが、ぼくにとっての夢なんです。メアリーを、越えた先にある、景色を……変わろうと努力した、その先にある、自分自身を、見てみたいんです」

　ようやく気付いた。

『メアリー、って呼んで下さい。いつか……ぼくが〝メアリー〟を忘れられる、その日が……来るまで』

　メアリーは僕らと出会うずっと前から自分を変えようとしていた。無口だった自分、弱かった自分、一人俯うつむいて登校していた自分……そして、〝メアリー〟という殻からをかぶっていた自分。

『夢』は自分を縛しばる過去から新たに踏み出すための糧かてだった。

　八や坂さかは言った。夢は愚おろかで、美しいのだと。誰もが自由に描いていいのだと。

「俺の夢は変わらない」

　八や坂さかは上体を起こしながら言った。

「サンタになって空を飛んでやる」

「君ならできるよ」

　僕は心からそう思ったし、その考えは来世でも変わらない自信があった。

　僕の一ひと言ことに八や坂さかは笑って応こたえるだろうと思ったが……その表情に光こう輝きが差し込むことはなかった。

　それは葛かつ藤とうを抱く者の表情……怪かい獣じゆうの病室を前に立った時の表情に似ていた。

「どうしたの？」

　僕は不安に駆かられて尋たずねた。

「君ならできる、か」

　八や坂さかはゆっくりと、嚙かみしめるように言った。

「五十年後、というのは冗談にもならない」

「……まあね」

「覚えてるか？　君たちを世界一の女装アイドルにするって」

　僕はメアリーと視線を交まじえ、同時に首しゆ肯こうした。

「あれは大口を叩たたきたかったわけじゃない。俺はプロデューサーとして、本気で君たちに天下を取らせるつもりでいる」

　八や坂さかは布ふ団とんからはみ出したロースハムみたいな脚の先端を睨にらみながら言う。

「世界一の女装アイドルが俺たち三人の夢とするなら……そうだな、俺たちは未いまだに半人前だと言える」

　つまり……

「……どういうこと？」

「女装を極めろ」

　威い勢せいのいい語気だった。

　八や坂さかは口くちの端はに笑みを浮かべ、僕とメアリーを交互に眺ながめた。

「それが君たちにとっての一人前だ。接する者すべてを欺あざむくほどに極められなければ、どのみち世界一なんて絵え空そら事ごとに散る」

　簡単に言うなよ、と反論しようとした矢先だった。

「ぼく……やってみる」

　メアリーが握った拳こぶしを耳元まで掲かかげた。健けな気げで、愛らしいポーズだった。

　八や坂さかが「君は？」と言いたげな視線を投げかけてきた。

「やるよ、やってやるさ」

　ムキになったわけじゃない。メアリーを見て熱意が湧わいたのだ。

「僕らが努力している間、八や坂さかは何をするつもり？」

「旅に出る」

　人生の節目に壮大な一人旅へ出発する人間が少なからず存在するらしいが、八や坂さかがそれを決断するにはまだ若すぎる気がした。

「どこへ行くの？」

　僕は冗談のつもりで聞いてみる。お土産みやげ買ってこいよ、そんなことを言って笑い飛ばしてやるつもりだった──そうはならなかった。

「歩くよ。あの子の分まで。そうしたら……俺はまた、彼女に胸を張って会える」

　どうやら本気らしい。

「あの子は歩けるようになる。君が無理をしたって怪かい獣じゆうは喜ばないよ」

「……そうだな」

　八や坂さかはもう何も言わなかった。

　この話はすっかり片が付いたと思っていたが……それは僕の見当違いだった。




　数日後、八や坂さかは僕らの前から姿を消した。
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広ひろ瀬せ　怜れい







五月十七日






　尋じん問もんを受けた翌日の放課後、私は丸まる井いさん新あら井い田ださんと共に再び校長室へ呼び出されました。

　罰ばつ則そくを求めなかったタイヤの持ち主ですが、国くに見み校長の立場ではそうも言っていられないのでしょう。事実、校長椅い子すに座る彼の表情は厳いかめしさに満ちていました。

「早急に済ませよう」

　校長は眉まゆ根ねを寄せ、威い厳げんたっぷりに言いました。

「虫歯がとても痛むのでね」

　そんなことだろうと思いました。

　誰一人ニコリともしませんでしたが、私たちの肩から力が抜けていくのを見て取るや、校長はしめしめと笑いました。

　そうしながら、意味ありげに、私にお茶目なウインクを送ってきます。私は苦笑いでそれに応こたえました。

「君たちを呼んだのは罰則を与えるためではない。その点では先方とも話がついている。ただし、〝この件に関して軽視すべきでない〟という意見が挙あがっているのも事実だ。そこで私は、君たち自身が考え、行動することに意義があるのでは、と思い至った」

　校長は私たちを……丸まる井いさんを、まっすぐに見つめました。

「一ヶ月、時間を与えよう。善行が何だったかを思い出すには十分な期間だろう？」

　丸まる井いさんが聞き捨てならないとばかり目を剝むきました。

「あれは自分なりのけじめだったんです。善悪を推おし量るために盗んだわけじゃありません」

「それでいい」

　思わぬ一ひと言ことだったのでしょう。丸まる井いさんは二の句が継げませんでした。

「君に美学があるなら背そむくことはない。しかし自分なりのけじめとやらが、君を信じ、応援する者たちへ報いるのに適当な手段であったか否いなか、という点においては、議論の余地があると私は考える」

　応援部の姿がありありと浮かんできたのは、きっと私だけではないはずです。

　横目で見る丸まる井いさんの面差しは、意識半なかばにどこか遠くを見み据すえているようでもありました。

「具体的に何をすればいいんでしょうか？」私が尋たずねます。

「それは丸まる井い次第だ。何をすべきか、君にはもう分かっているんじゃないのか？　今の丸まる井いにしか出来ないこと、今の丸まる井いだからこそ出来ること、何だ？　意地を見せてみろ。丸まる井いなりのやり方ってのを見せてみろ」

「…………」

「繰り返すが、これは罰則ではない。しかし事によっては、一ヶ月後の君たちに肩かた透すかしを食らい『落第点だ』と言い渡した後、卒業証書を授与するその瞬間まで、君たちにありったけの軽けい蔑べつと不快の念をぶつけ続けることになるかもしれない」

「……分かりました」

　丸まる井いさんは考えを巡めぐらせるように一拍置いてから、そう答えました。

「もし校長先生から及きゆう第だい点を得られなかったら……わたし、白はく蛇じや姫ひめを降板します」

　新あら井い田ださんが物もの凄すごい剣幕で何か言って掛かろうとするのを、丸まる井いさんは手をかざすことで抑おさえ込みます。

　その間、丸まる井いさんと校長はじっと見つめ合っていました。

「分かった。君の意志を尊重しよう。その代わり、やるからには手抜きも泣き言も一いつ切さいなしだ」

「……失礼します」

　回れ右をして去っていく丸まる井いさんの後を、私たちはすぐさま追いかけました。

「一体どうするつもりですか？」

　準備していたであろう言葉で新あら井い田ださんが詰め寄ります。数歩先を歩いていた丸まる井いさんが不敵な笑みを湛たたえつつ、奮ふん然ぜんと振り向きました。

「どうするって、決まってるじゃない！　校長の前で『白はく蛇じやの舞まい』を踊り切ってギャフンと言わせるのよ！」

「へえ」

　背を伝う冷水のような声でした。

　見ると、階段を上がってくる千ち山やま先生の姿があります。どうやら話し声が聞こえていたようです。

　やがて、放課後の閑かん散さんとした廊下に険悪な雰ふん囲い気きが漂ただよい始めました。

「何か？」

　丸まる井いさんの口調は癇かんに障さわった人のそれでした。

「私が校長ならこんな回りくどいことせず、その場で退学を言い渡すけど」

　教師らしからぬ言いい草ぐさ……千ち山やま先生が『この件に関して軽視すべきでない』側の人種であることは確かなようです。

「校長先生はチャンスをくださったんです」と、丸まる井いさん。「あなたみたいな人間には千年経たっても宿らないような慈じ悲ひ深さで」

「あなた、教師を慈善団体か何かと勘かん違ちがいしてるんじゃない？　破は廉れん恥ちな振る舞いで慈悲と同情を混同しない方がいいわよ、みっともない」

「宴えん花かさん、ほっといて行きましょう」

　新あら井い田ださんが丸まる井いさんの肩を摑つかみます。

　丸まる井いさんは突き上げるように先生をねめつけながらも、やがて歩き出しました。

「努力すれば報われると思った？」

　背後から声が追いかけてきます。

「今のあなたに白はく蛇じや姫ひめは無理よ。そうやって意地を張り続けてる限りはね」

　どういう意味でしょうか？

　去っていく先生の後ろ姿を、私たちは黙って見つめていました。

　次に口を開いたのは校門を過ぎたあたりのことです。

「牧まき乃の、怜れい」

　丸まる井いさんが声高に名を呼びます。

「今晩、わたしの部屋に来て。大事な話がある」

「大事な話……？」

　詳くわしく聞こうとする私を見ようともせず、丸まる井いさんはただ大きく頷うなずきました。

「塾じゆくの帰りになってしまうんですが……」

「構わないよ、待ってる」




「怜れい！」

　二人と別れ、塾のある大通りへの道を曲がった時でした。新あら井い田ださんが追いかけてきて私の腕を摑つかんだのです。焦あせりとも興奮とも取れる面めん相そうでした。

「どっどど、どうしたんですか!?」

「塾、何時に終わるのか、知りたくて」

　拍ひよう子し抜ぬけでした。息を切らしながら聞くには平穏すぎる内容です。

「今日のカリキュラムは短いので、たぶん十九時くらいかと」

「そう……」

「あの、塾終わったら一緒に『まる湯』へ行きませんか？　ストーカーの件もありますし」

「ごめん、あたしも別の用があって」

　言葉を濁にごすようなニュアンスでした。

「塾が終わる時間と何か関係あるんですか？」

　新あら井い田ださんは曖あい昧まいに頷うなずいた後、私に向かってこう言いました。

「貸してほしい物があるんだけど……？」




　私は予定通りの時刻に塾を切り上げ、『まる湯』へ向かいました。

　丸まる井いさんの言う『大事な話』とは何でしょうか？　〝あの子〟と丸まる井いさんの関係？　タイヤのこと？　白はく蛇じや姫ひめのこと？　校長先生とのこと？　これからのこと？　今までのこと？

　考え出すとキリがありません。

　大通りから住宅地に踏み込んだ時です。背後に何者かの気配を感じました。私を追いかけるように足音が重なります。背せ筋すじが凍る思いでした。

　振り向くと十メートルほど後方に、街灯を避けるようにして歩く人影を確認できました。闇やみに溶け込み、徐々に近づいてきます。

　私は歩幅を広げ次の角を曲がりました。どうか気のせいであってほしい。足音が聞こえてこないことを願いますが叶かなわず、その影はさらに距離を詰めて私を追ってきます。

　公園が見えてきました。以前、塾じゆく帰りに菓子パンを食べた公園です。『まる湯』はまだまだ先。周囲にひと気はなく、助けを求めることもできません。

　どうやら覚かく悟ごを決めるしかないようです。

　私は公園の中ほどで足を止めました。心臓がより早く、強く胸を叩たたきます。

　体のあちこちから熱を感じ、それが恐怖でなく興こう奮ふんからくるものだと気付いたのは、風がひとたび吹き抜けた直後でした。

　露出した皮膚の表面から熱が引いて、後に残ったのは『やってやるぞ』という意気だけだったのです。

　振り向くとそこに……〝あの人〟が立っていました。








天あま野の　翔かける







一年後　五月十七日






　メアリーから八や坂さか帰き還かんの知らせを受けたのは二週間前だった。

「今朝帰ってきたんですよ、近いうちにみんなで集まりましょう！」

　電話越しのメアリーは元気で明るかった。

　学校へ向かいながら、心からホッとしたのを覚えてる。

　どこかで道に迷って飢うえ死にしたに違いない……八や坂さかの突発的行動の数々には、そう思わせる懸け念ねん材料が揃そろい過ぎていた。帰ってきてくれて本当に良かった。

　この春、僕は大学生になった。

　引っ越し先が決まり、来月から一人暮らしが始まる。大学近くのコンビニでバイトも始めた。

　女装だってやめていない。『シスターズ・オーキッド』での活動は僕の卒業と同時に休止状態となったが、学校生活や環境の変化に慣れ、気楽な一人暮らしが始まれば再開も視野に入る。

　メアリーとは卒業以来、一度も会えていない。まだほんの数ヶ月だが、思い返せばあっという間だった気がする。

　二人は元気でやってるだろうか？




「ありがとうございましたー」

　客がタバコとコーヒーを買って帰っていく。客は一人もいなくなった。

　店には僕の他に先輩の女の子が一人と検品中の店長がいる。

　店長はパチンコ好きのスケベな中年親おや父じで、バツイチだが夏に三人目の孫が産まれる。

　先輩は同じ大学に通うしっかり者で、サボってタバコを吹かそうとする店長の尻しりを叩たたいて憂うさ晴ばらしすることを日課にしている。

「今日はもう上がっていいよ」

　店長がアクビ混じりに言う。まだ十九時、いつもより一時間早い。

「暇でさ、まあ、察してよ」

「はあ……」

　別に珍しいことじゃない。

　僕は男の格好でバックヤードへ入り、着換えを済ませた後、女の格好で出ていく。

「今日もかわいいなあ」

　スカートをめくろうとする店長の手をスルリとかわす。

「今度その格好でレジに立ったら？」

　先輩が茶化し、そりゃ名案と店長が悪ノリする。

「構いませんよ……時給上げてくれるなら」

「天あま野のって女体化すると口がうまくなるよな」

「人ってそんなもんですよ。……それじゃあ、失礼します」

　八や坂さかとの付き合いで得られたものは多い。

『自信』はその一つであり、これは僕にとって武器でもあった。

　大学に女装サークルというものはなく、だったら作ってやろうと思い立った。

　八や坂さかが旅に出てからというもの、僕は常に『八や坂さかならどうするか？』を念頭に置き、実践してきた。結果はどうあれ、アクションを起こす上であいつの行動心理は役に立つ場合が多い。

　僕はまず手書きのポスターを作成し、学校の掲けい示じ板ばんに貼はって回った。連絡先を添え、女装に興味のある男子を募つのったのだ。結果、一週間で二人から連絡が来た。

　メアリーも誘さそって四人でお茶会を開こう、そんなことを考えているとスマホがバイブした。

　見るとメールが一件届いていた。今夜会えないか？　という内容だった。どうやら話したいことがあるらしい。

　送り主の家は自宅からそう遠くない。

　僕は電車に乗り、とにかくその子の家へ向かうことにした。

『七なな重え北きた』で降車し、大通りを抜け、住宅地を歩く。

　公園に二つの人影がある。向かい合い、何か話している。

　あの女の子は……。

「メアリー……？」

　その名を呟つぶやきながら、最後に顔を合わせた卒業式後の帰り道を思い出した。

『ぼくの名前ですか？』

『そろそろ知っておいてもいいかなと思って』

　メアリーは別れを惜しむ涙を拭ぬぐいながら、笑って答えた。

『広ひろ瀬せ怜れいです』








広ひろ瀬せ　怜れい







五月十七日






　ぼくメアリー。こんにちは、お元気ですか？　未成年による喫煙、飲酒は固く禁じられています。




　私がメアリーという名を受け入れたのが一年前の五月、女装アイドル『シスターズ・オーキッド』として活動を始めたのも同じ時期でした。

　当時の私はとても無口でした。極度の人見知りとコンプレックスの吃きつ音おんが喉のどを塞ふさいでいたからです。

　それこそ息の詰まるような毎日でした。共働きの両親は夜遅くまで帰らず、学校では友達も作れず孤立していました。

　小学校高学年の頃からいじめが始まりました。上うわ履ばきを隠されノートを破られ机にゴミを入れられる、反抗すればどもりをバカにされ宇宙人扱あつかいされる。

　担任はいじめられる方も悪いの一点張り、兄弟のいない私は家の中で一人枕まくらを濡ぬらしました。

　──私は変わりたかった。

　惨みじめないじめられっ子という自分を打ち破ってみたかった。

　中学入学を機に読書をやめ勉強に励みました。

　自宅から遠い高校へ入学できれば心機一転できると考えたのです。

　いじめの辛つらさを勉強で忘れようとする日々が続きました。

　しかし、人というのはそう簡単に変われるものではありません。

　志望校である『七なな重え北きた高校』へ入学した私はそこでもやはり無口なもやしっ子でした。

　いじめはなくなりましたがそれがプラスに活いきることはなく、マイナスからゼロになっただけです。

　入学から一ヶ月経たった五月のある日、校門前の坂道で二人組の男子生徒が私を見ながら追い抜いていきました。厭いやな感じでした。

　また始まった……そう思ったのを覚えています。いじめが始まる……と。

　案の定、二人は校門前で待っていました。カツアゲされるか荷物を持たされる、あるいは明日金を持って来いと脅おどされる。

　私の覚かく悟ごは決まっていました。

「ねえ君、可愛かわいいね。今からお茶しない？」

　完全に斜め上でした。

　私は半なかば混乱し目を合わせないようにするのが精せい一いつ杯ぱいでした。

　しかしどうやら、話を聞く限りいじめではないことが分かりました。

「女装、してみないか？」

　私はこうして二人と出会った。




　女装は未来への兆きざしでした。

　いじめられていた過去の自分を脱ぎ捨て女として生まれ変わる。

　化粧を施ほどこし可愛かわいい服を着て街を歩く。

　ゴスロリメイクがこれからの自分を描いていく。

　女性らしさが吃きつ音おんを緩かん和わしてくれる。

　……そんな気がして、だから私は女装した自分がたまらなく愛いとおしかった。

　痴ち漢かんは怖こわかったけど、私はあの一件で気付くことができた……すがっていいのだと、助けを求めてもいいのだと、そうすることで手を差し伸べてくれる友達ができたのだと。

　練習と会話を繰り返す内に吃きつ音おんは改善され、並へい行こうして女性の声を出せるようになりました。

　八や坂さかくんがいなくなった後も『シスターズ・オーキッド』での動画撮影は続きますが、天あま野のくんの高校卒業をもって活動は休止……私の中の時計が止まったのもその時でした。

　私はまた独りぼっちですが、女装をやめるつもりはありませんでした。

　放課後や登下校時は女装し、授業中だけ元の姿に戻るよう心掛けたのです。

　着換えは化学準備室を利用しました。

　お元気ですか？　ポスターのおじさんが笑いかけます。

　お元気ですか？　私は元気です……懐なつかしさが哀あい愁しゆうに変わるまでは。

『女装を極きわめろ』

　八や坂さかくんの言葉は私にとっての励みであり、バラバラになった三人を繫つなぐ絆きずなでした。

　そして、病室で夢を語ったあの日こそ、私が新たな一歩を踏み出した瞬間でもあったのです。

　メアリーを越えた先にある景色を……変わろうと努力した、その先にある自分自身を、私は見てみたかった。

　そうして私は、『メアリー』ではなく、『広ひろ瀬せ怜れい』として女装を極めることを選んだ。

　そんな私を陰ながら支えてくれたのはゴス美みさんの言葉でした。

『時間の感じ方や流れ方は人それぞれ違う。だから、他人に合わせようとすると言葉と声がズレる。相手が早口でも、君はゆっくりでいいんだ、〝君は自分の時計でいいんだ〟』

　他の誰にも支配されない、私だけの時計を創ってくれたのは、紛まぎれもなく彼女の言葉でした。

　今でも、どもりそうになるたび自分に言い聞かせます──私は〝自分らしく〟振る舞えばいいのだと。

　私の中の時計が再び動き始めたのは、丸まる井いさん、新あら井い田ださんと出会った今年の五月七日の朝……〝蛇へびの息いき〟が吹き抜けた瞬間でした。

　丸まる井いさんにはまだ女装のことを明かしていませんが、新あら井い田ださんには不本意な形でバレてしまった。

　着替えた後にタイヤの件で呼び出され、新あら井い田ださんと校長室で顔を合わせた、あの時です。

　さぞ混乱したことでしょう。

　学ランを着た『広ひろ瀬せ怜れい』が男の声を出せば、いくら彼女でも驚かないはずがありません。

　そしてその直前、私は千ち山やま先生とも向かい合っているのです。

　決して怒らず、楽しそうに紅茶を注ぐ表情は喜き悦えつに染まっていました。

　顧みると、生徒指導担当の彼女はあそこにいなかったのだと気付かされます。あの面めん相そうは私を想おもう感情の剝むき出だしだったに違いありません。

　千ち山やま先生……どうして？

「どうしてあなたが？」

　ストーカーを見上げながら問いかけます。

　いつもの黒いスーツに身を包んだ千ち山やま先生がこちらを見下ろしていました。目に鈍い光を湛たたえながら。

「あなたを……」先生の儚はかない声が聞こえました。「あなたを護まもりたかった」

「どういう……？」

「メアリー！」

　覚えのある声が夜のしじまに響きます。

　振り向くとこちらに向かって駆けてくる女性の姿がありました。あれは……。

「天あま野のくん!?」

　なびくスカート、ブロンドのロングウィッグ。

　最後に会った時より更に大人おとなびた気がしますが、天あま野の翔かけるその人に間違いありません。

「どうしてここに!?」

「メアリーこそ……それに……」怪け訝げんな眼まな差ざしが千ち山やま先生を捉とらえます。「これは何事？」

「あなたが……」

　先生は私でなく、天あま野のくんを見つめながら言いました。

「広ひろ瀬せ怜れいを唆そそのかしたんでしょ？」

「は……？」

「女装という醜しゆう態たいで街を歩かせたのは誰？　不ふ埒らちなダンスで下着を晒さらさせたのは誰？　電車内で痴ち漢かんをけしかけたのは誰なのよ」

「知ってたの？　知ってて僕らを咎とがめなかったの？」

「校長は全部知っていた。あんなに寛容でなければあなた方は退学になっていたはず」

　先生の長い指先が私に伸びて、愛あい撫ぶするように顔の輪りん郭かくをなぞります。

　途端、全身の毛穴が一気に開いて、私はその場から飛とび退のきました。

「か弱くて、脆もろくて、一人ぼっちの広ひろ瀬せ怜れい。昔の私を見ているようで、放っておけなかった。生徒指導担当として……いえ、私個人として、あなたを護まもる使命感に駆かられた。故ゆえにこの一年、ずっとあなたを見守っていた」

　やはり……。

「タイヤドロボウの目もく撃げき者しやとして証言したのも先生だったんですね」

「片かた棒ぼうを担がされたあなたに、丸まる井いらのとばっちりを食わせるわけにはいかないもの。私の目的は丸まる井い、新あら井い田だを吊つるし上あげ退学にさせることで、あなたを不届き者の手から引き離すことにあった」

「あれは私の意思です。ドロボウだけじゃありません、女装することだって私の意思でした」

「違うわ、違うのよ」

　先生は甘い声で諭さとしました。

「あなたは唆そそのかされただけ。そのはしたない恰かつ好こうがあなたを惑まどわすのよ。さあ目を覚まして、私と一緒に行きましょう」

　私は私を抱ほう擁ようせんとするその両腕を振り払い、数歩退しりぞきました。

「憐あわれむような目で私を見るのはやめてください」

〝メアリー〟はおろか〝広ひろ瀬せ怜れい〟さえも否定するような先生の言動が許せませんでした。

　どうして？　囁ささやきながら近づいてくる先生と私の間に、天あま野のくんが立ちはだかります。

「ただ見守るにしては度を越え過ぎてるんじゃないの、千ち山やま先生？」

「私にしかあなたは救えない」

「それは怜れい自身が決めることです」

　予想だにしない声が聞こえて、全員がそちらへ顔を向けました。

　砂場を踏み越えてくる姿は紛まぎれもなく新あら井い田ださんです。

　走ってきたのか、またも息が上がっています。

「こんばんは」

　息を落ち着かせるためでしょうか、新あら井い田ださんはみんなを見回しながら素すっ頓とん狂きような声で言いました。

「用事、済んだんですか？」

　私も素っ頓狂な声で返します。

　新あら井い田ださんは、「すっかり片が付きました」、そう言ってから天あま野のくんに軽く会え釈しやくし、私の手に〝鍵かぎ〟を握らせました。

「その鍵……」

　天あま野のくんがすかさず食いつきます。見覚えがあって当然です。

　赤い熊のキーホルダー……塾じゆくへ向かう前に新あら井い田ださんに貸したのは化学準備室の鍵だったのです。

「元々はあたしが拾った鍵だったんです。中を覗のぞいたこともあります」

　息を整えた新あら井い田ださんが話し出しました。

「その後、訳あって八や坂さか幸こう喜き真しんという大男に託たくすことになりますが、その話は一旦置いておきます。あたしはこの鍵を使い、化学準備室にもう一度入る必要に迫られた」

　新あら井い田ださんは早口で述べた後、先生をまっすぐに見つめました。

「あなたがベンチで話しているあたしと怜れいに近づいた二日前、ドロボウ決行の夜にストーカーから嗅かぎ取った香水と同じ香りを感じました。あなたが〝目もく撃げき者しや〟を偽いつわって証言したのは間違いないとして、しかし動機だけが分からなかった……」

「でも、怜れいの正体を知った昨日、化学準備室で着替えをしていると聞いて思い出したんです。壁に書かれた〝ポエム〟のこと。そして、赤い熊のキーホルダーが先生の持ってるケータイストラップと同じだったことも」

　先生の僅わずかに強こわ張ばった表情が新あら井い田ださんを捉とらえました。

「文字は散在し、それぞれを繫つなぎ合あわせると一つのポエムになります。でも最後の一節だけが見つからなかった……あたしは、そこにあなたの正体を暴あばく何かが隠されてると踏んだ」

「見つかったんですか？　最後の一節？」

　性急に尋たずねるや、新あら井い田ださんは力強く頷うなずいてくれました。

「あったよ、ポスターの裏に」

　お元気ですか？

　網もう膜まくにこびりつくほど眺ながめたおじさんの笑顔が像としてはっきり浮かびました。

「最後の一節はこうだった……〝あなたを愛したシャーリーより〟」

　私と天あま野のくん、息を吞のんだのは同時でした。

「千ち山やま先生が……」と、天あま野のくん。

「シャーリー？」私が結びます。

　俯うつむく先生の表情が愁うれいに染まっていきます。

「変質者シャーリーの出没が確認されたのは去年の五月半なかばまでのことでした」

　新あら井い田ださんが冷徹な素振りで続けました。

「あたし独自の調べで、被害者はみな女子生徒……それも、家庭環境が複雑だったり周囲に馴な染じめず孤立している子ばかりであることが分かりました」

「そこまで調べてたんですか」

　驚きを隠せない私に向かって、新あら井い田ださんは「だからこんなに遅くなったんだけどね」と肩をすくめました。

「ポエムは文字の掠かすれ具合や色いろ褪あせたポスターの具合からしても、シャーリーが在学時に書いたものと推量できます。校長室の表彰楯たてに先生の名前があったので、七なな重え北きたの生徒であったことは確かなんです」

「つまりどういうこと？」

　天あま野のくんがじれったそうに促うながします。

　新あら井い田ださんの鋭い眼まな差ざしが再び千ち山やま先生を射い抜ぬきました。

「あなたが女子生徒だけを狙ねらったのは、自分に近しい境遇にあった者へ同情心が芽め生ばえたからじゃないですか？　あなたの過去なんて知りたくもないですが、あんなポエムをあんな場所に綴つづるくらいには手痛く個性的な生徒だったはずです」

「御名答」

　先生は愉ゆ悦えつの微笑ほほえみを浮かべながら、短い言葉と乾いた拍手でこれを称賛します。

「さすが我が校の生徒、何でもそつなくこなすのね」

「でもおかしくない？　だって……」

　天あま野のくんが私に一いち瞥べつを投げかけます。

　きっと、私と考えてることは同じはずです。

「男の私をこれほど執しつ拗ように護まもろうとする意図は？」

　私の質問に答えてくれたのは新あら井い田ださんでした。

「シャーリーの出没報告がなくなった五月半ばに何かが起きたんだとしたら、それは一体何だと思う？」

　去年の五月──忘れようがありません。

　私はもう一度天あま野のくんと視線を交えました。

「去年の五月十五日……私が天あま野のくん、八や坂さかくんと出会った日です」

　そしてその放課後、私は〝メアリー〟として生まれ変わり、シャーリー退たい治じを決行するため電車に乗り込んだ。

「心の奥底で私は……あなたを愛していたんだと思う」

　先生でした。私を見つめる瞳ひとみの奥に、悲ひ哀あいを訴うつたえるような淡い光が瞬まばたきます。

「あの日、あなたを見かけた。女装しててもすぐに分かった。痴ち漢かんからあなたを助けるために電話の着信音を鳴らした時、今まで振ふり撒まいてきた愛情が陳ちん腐ぷで噓うそっぽく思えた」

　覚えてる……あの時、あのタイミングで鳴り響いた着信音。

「私はあなたに昔の自分を見ていた。弱くて儚はかない、闇やみをさまよっていた自分を。救い出してあげたかった。私にはいなかったから……手を差し伸べてくれる友の存在が」

「聞き捨てならないな！」

　何の脈絡もなく、雄々しい声が響き渡ります。

　同時に、映画のワンシーンを演出するような通り風が股また下したを駆かけ抜けました。

　滑り台の上に誰か立っています。暗くて顔までは見えませんが、学ランのボタンが金色に輝いているのは確かです。

　遅れて登場するヒーローのような出いで立たちでした。

「愛ってのはエゴで語れるほどお粗そ末まつなもんじゃないぜ？」

　言いながら滑り降りてくるヒーロー。

　この声とシルエット……もしかして？

「誰よ、あなた」

　先生がいつもの厳格な声で尋たずねます。

　ヒーローは長身を活いかし遙はるか頭上から先生を見下ろしました。

　一見するとスマートなボディラインですが、引き締しまった肉体が制服を内側から押し上げているのが分かります。

「忘れないでくださいよ、七重北高に五年も通ってるこの俺を」

「まさか……！」天あま野のくんが地声で一いつ驚きようします。

「俺は八や坂さか幸こう喜き真しんです」








天あま野の　翔かける






　何かの冗談だと思った。立ってる感覚が消えた。眠りから覚めた直後のように意識が曖あい昧まいだった。

　混乱していたんだと思う。夢と現実の境さかい目めに寝転がって色のない世界を眺ながめてるようだった。

　その中に見知らぬ男が立っている。

　あいつは誰だ？　八や坂さかのはずがない。八や坂さかのはずがない。

「本物の八や坂さかくんですよ」

　僕の心を見み透すかすようにメアリーが言った。

　もう一度そいつを見上げる。面おも影かげがある。ないのは贅ぜい肉にくだ。

　シャープな首回り、重なっていない顎あご、引っ込んだ腹。肉で押し潰つぶされまいと抵抗していた瞼まぶたがパッチリ開いている。

　こいつ、こんな男前だったのか？

「先生」

　八や坂さかは僅わずかに後ずさりする千ち山やまの前へと歩み出ていった。

「何なの……？」

「話は聞かせてもらった。俺は好きだよ、先生の愛し方」

　八や坂さかが意外なことを……意外だが、この男が口にするとどこか腑ふに落ちることを言った。

「愛ってのは全力で、盲もう目もくで、貪どん欲よくであるべきだ。先生がここまで愛に忠実だと分かってたら、『シャーリー退たい治じ』なんてバカな真ま似ねはしなかったさ。最初は〝愛してる〟を囁ささやくだけの変質者だと思ってたからね」

「一体……何が言いたいの？」

「迎えが来てる」

　八や坂さかは公園の脇に停車中の黒いセダンを指さした。

　暗くてドライバーまでは分からないが、街灯が縁ふち取どるおぼろな輪りん郭かくくらいは視認できる。

　輪郭は三日月のような微光で窓に半円を描く。どこか覚えのあるそれは頭の形に見えた。

「在学時にあなたが愛した人だ。見つけて、連れてきた。今運転席に座ってる」

「連れてきた……？」

　セダンを見つめる千ち山やまは動揺を隠せていなかった。目を見開き、動どう悸きを抑おさえるように胸に手を当てがっている。

　その姿は教師ではなく、一人の〝女〟としての千ち山やまだった。

「愛の方向性を間違えないでほしい」八や坂さかが続ける。「メアリーに保護は必要ない、だろ？」

　八や坂さかがメアリーを振り返る。メアリーは小さく頷うなずき、破顔した。

「私はもう、一人じゃありませんから」

　メアリーに投げかける千ち山やまの視線から憐あわれみが消えるのが分かった。今までの彼女とは違う。

　厳おごそかな気配は死角へ潜もぐり込み希望的観測に働きかける。メアリーが怖こわい思いをすることはもうないのだと。

「ずっと……ずっとずっと、あなたの声を聞いていた」

　千ち山やまがメアリーに歩み寄り、言った。

「お元気ですか？　壁越しに響くあなたの声はあどけなくて、頼りなかった。私はＬＬ教室にいて、声が聞こえるたびあなたを思った……けど、それももう終わりね。独りよがりの愛なんて滑こつ稽けいすぎるもの。……次は学校で会いましょう、紅茶とワッフルを用意して待ってるから」

　セダンに向かって歩く千ち山やまの歩ほ幅はばは小さい。怖いんだな、と思った。

　止まれるものなら立ち止まって、ドライバーが迎えにきてくれるのをここで待っていたい、そんな心境が痛いほど強く伝わってきた。

　そして、千ち山やまは本当に立ち止まってしまった。

　その視線はセダンではなく八や坂さかに注がれている。

「素す敵てきね、誰かを想おもう力って」

　千ち山やまの微かすかな声が聞こえた。

「あなたにもう少し早く出会えていたら……私の人生は今よりもっと輝いていたかもしれない」

「まだまだこれからさ」

　八や坂さかがシャープな顎あごでセダンを指す。

　千ち山やまにもう迷いはないようだった。何かを吹っ切ったような笑顔で去っていく。ウィンドウ越しにドライバーと話し、乗り込む。

　車が闇やみ夜よに紛まぎれて見えなくなるまで、僕らは黙ってそれを見守っていた。




「さて、どういうことか説明してもらえる？」

　僕は公園の真ん中で誰にともなく言った。短い間に事態は目まぐるしく展開し、そして去っていった。

　そのどれもが、僕の中で未解決のままだ。

「あのドライバーは誰？　千ち山やまとの関係は？　なぜ八や坂さかはそんな姿でここにいる？」

　僕は興奮の末にまくし立てた。

　まあ落ち着け、八や坂さかはあの人ひと懐なつっこい笑みで言った。

「ドライバーの正体は当人のプライバシーに関わるため言えない。が、ヒントくらいなら構わないだろう。あれは千ち山やまが七なな重え北きたに在学していた当時の担任教師だ」

「叶かなわぬ恋……」新あら井い田だだった。「シャーリーの想おもいが情熱となって準備室の壁を焦こがしたんですね」

　新あら井い田だ牧まき乃の。怪獣の部屋で一度会ったことがある。メアリーとも顔見知りのようだし……タイヤドロボウとやらの所業に関しては後で聞き出そう。

「とりあえず歩こうか」

　八や坂さかが先導し、僕、メアリー、新あら井い田だがそれに続いた。

「八や坂さかのことも聞かせてくれる？」僕が促うながす。

「まず何が知りたい？」

　八や坂さかの表情はどこか楽しそうだ。動物園へ向かう道すがら「まず何が見たい？」と聞くような調子だった。

「もちろん、全部知りたい！」僕が勢い任まかせにせっつく。

『八や坂さか幸こう喜き真しん』なんて動物はこの世に二頭といない珍ちん獣じゆうだろうし、しかもその生態は一年で体重を半分も削そぎ落すほどの謎なぞに包まれている。

「そうだな……まず旅についてたが、当初の目的は休学することにあった。治療とリハビリが長引いた怪かい獣じゆうの留年が決まっていたからね。俺は一緒に卒業するため休学し、その時間を旅に充あてることでもう一度留年した」

　呆あきれた……世界で一、二を競うアホだ。愛する者のために二年棒ぼうに振った。一緒に卒業するためだけに。

　本物だ、本物の恋こい煩わずらいだ。

「七なな重えに戻ったのは二週間前だ。帰ってきてからは『応援部』設立のために動き回ってたよ、新あら井い田だと一緒にね」

「準備室の鍵かぎも新あら井い田だから受け取ったんだよね？　二人はどういう関係？」

「ある日、意気投合したんです」

　その日を振り返るような声色で新あら井い田だが答えた。

「気が合うんですよね、あたしと八や坂さか部長。鍵は持て余してたし、あたしよりはうまく使ってくれるだろうと思って、預けてたんです」

「だが、『応援部』には誰も寄ってこなかった」八や坂さかが辛しん辣らつな口調で言った。

「私は塾じゆくがあったので」とメアリーが弁解する。

「そこで、俺は校長を頼ることにした」

「どういうこと？」

　僕は尋たずねながら、あの校長ならそういうことに手を貸したがるだろうなと思った。

「顧問になってくれと頭を下げたんだ。二つ返事だったよ。『仕方ない、一ひと肌はだ脱ごう』とか言ってたけどどうせ暇ひまだったんだろう。でもおかげさまで、校長という話題性が人を集め始めた」

「その『応援部』って、君が病院で振った旗と関係してるんだよね？」

「ああ。ちなみにあの旗は『まる湯』のフェイスタオルを何枚も縫い合わせて作られている。また新聞配達を始めてね、毎日入浴し、タオルを買って帰る。稼かせぎは全て入浴代とタオルに消える」

　なるほど、だから八や坂さかはここにいるのか。

「二人も『まる湯』へ向かってるんだよね？」

　僕はメアリーと新あら井い田だが同時に頷うなずくのを見た。どうやら向かう先は全員同じらしい。

「旅の話、聞かせてくださいよ」

　メアリーが顔を輝かせながら促うながす。

　どうやら八や坂さかは帰ってきたっきり、旅の事情を誰にも話していなかったようだ。

「いい話題だな。今君たちに伝えておきたいことの九割がそこに凝ぎよう縮しゆくされている」

　八や坂さかは丁字路を曲がりながらもったいぶった。

「過酷な旅だった。移動手段は徒歩だからね。とにかく南へ向かったよ。貧乏旅だったからもっぱら野宿さ。出発直後はただただ膝ひざが痛くて、それでも歩いた。一日十キロだった移動距離が秋ごろには三十キロになってた」

　そんなことを一年も続けていれば瘦やせて当然だろう。まさにおあつらえむきというか……八や坂さかの実行し得る究極のダイエットに間違いない。

「でもおかしくないですか？」

　新あら井い田だが意見する。

「もっぱら野宿だったなら冬には凍死してるはずです」

　新あら井い田だは、隣にいる男が健康そのもので、喋しやべったり、歩いたり、微苦笑を浮かべて自分を見下ろしていることが不思議で仕方がないという顔でそう言った。

「訳があってね、オーストラリアにいたんだ」

　スケールが一気に大きくなって、僕は何もない場所で躓つまずきそうになった。

「バンドマンのヘンリー、覚えてるか？　俺は彼が住んでる鹿か児ご島しまを目指してたんだ」

『センキュー、アクセス、ヒア、コンド、アソビマショ』

　ああ、忘れるはずがない。

　写真を撮とったことも、自宅の住所が記しるされたメモを貰もらったことも、動画に使う楽曲を提供してくれたことも。

　アキバでの顚てん末まつを新あら井い田だに聞かせるメアリーの声を片耳に入れながら、僕は次の八や坂さかの言葉を待った。

「旅といっても放浪するわけにはいかなかったからね。目的地を決めようとした時にヘンリーのことを思い出したんだ。出発前に電話して、会う約束をしてたのさ」

「彼には会えたの？」僕が先を急せかす。

「会えたよ。でもここからが面白いんだ。ヘンリーの叔お母ばのオリヴィアという人が音楽プロモーションビデオの制作会社に勤めてるんだけど、ヘンリーが『シスオキ』の写真や動画を見せたところ大だい興こう奮ふんだったらしい。これはチャンスと思って、俺はパスポート取得後、すぐにオリヴィアの元へ向かったよ……オーストラリアにね」

　八や坂さかは僕らが合いの手を入れ終わるまで辛しん抱ぼう強づよく待ち、更に続けた。

「何度も会社に足を運んだ。要は営業だが、拙つたない英語でその場にいない君たちをアピールするのは骨が折れたよ。でも、オリヴィアが上層部にプッシュしてくれたおかげで何とかなった」

「それじゃあ、君、もしかして……」

　僕はまず、同じく驚きの色を隠せないメアリーと目を合わせ、それから八や坂さかに向き直った。

　言い知れぬ昂たかぶりが体中にほとばしるのを感じた。

「言っただろ!?　目指すは世界一の女装アイドルだって！　夏休みが始まったらオーストラリアへ発たつぞ！　『シスターズ・オーキッド』、メジャーデビューだ！」

　信じられない話だった。みんな立ち止まって、八や坂さか一人が歩き続けている。その足音だけがはっきり耳に届いて、それ以外の情報が頭から切り離されていくのを感じた。

　眠りの淵ふちへ滑すべり落ちていく恍こう惚こつな状態に似ていた。

「おいてくぞ」

　八や坂さかの声で我に返った。気付くとメアリーの手を取り近所迷めい惑わくな歓声を上げていた。

　メアリーが泣き笑いで何か喋しやべっているが聞き取れない。新あら井い田だが誰より一番はしゃいでいたからだ。

「君ならやってくれると思ったよ！」

　僕は八や坂さかの背中をグーで殴なぐりまくりながら称たたえた。

「私だって信じてましたよ、八や坂さかプロデューサーのこと！」

　メアリーが負けじと声を張り上げる。その後ろで新あら井い田だが踊っている。

「俺の力だけじゃない」

　八や坂さかが珍しく謙けん遜そんした。

「君たちが夢に向かって歩み続けた結果だ。二人とも気を抜くなよ、世界一への挑戦は始まったばかりなんだからな」








広ひろ瀬せ　怜れい






『まる湯』の煙えん突とつが見えてきました。薬やく湯とうの香りが段々と色濃く、温かさをまとって漂ただよい、夜気を押しのけるようにして私たちを包み込んでいきます。

「一緒に来ませんか、八や坂さか部長」

　新あら井い田ださんが『まる湯』へ入ろうとする八や坂さかくんに向かって声をかけます。

　彼は何も言わず、落ち着かなげに辺りを見回すと、ニッと笑って銭せん湯とうへ入っていきました。

「相変わらずだね」

　女々しい恋こい煩わずらいは治らずじまいか、天あま野のくんはそう言って軒のき先さきへ向かいました。

「ここ、来たことあるんですか？」私が尋たずねます。

「何度もあるよ。家庭教師だからね」

　なるほど……あのケーキを差し入れてくれたのは天あま野のくんだったようです。

　しかし、私のお友達が家庭教師とその教え子だったなんて偶然、起こり得るでしょうか？

　玄関の鍵かぎはやはり開いたままです。二階へ上がると、足音に気付いた丸まる井いさんが顔を覗のぞかせました。

「いらっしゃい」

『大事な話』なりの気き遣づかいでしょうか。部屋は以前より片付いていました。

　脱ぎっぱなしの制服は見当たらず、コミックは然しかるべき場所に収まり、サンドバッグはよりボロボロになって吊つり下さげられています。

　ローテーブルに彩いろどり良く並べられているのは大量のお菓子です。

「まあ座ってよ」

　言いながら食べかけのポテチを頰ほお張ばる丸まる井いさん。私は緊張ぎみに、新あら井い田ださんは姿勢正しく、天あま野のくんは自分の部屋のように腰掛けます。

「話って何なの？」と、天あま野のくん。

「大事なこと。でもその前に……」

　丸まる井いさんは立ち上がるや、サンドバッグへ向かって体当たりしていきました。その勢いは留とどまるところを知らず、崩くずれたフォームで幾度も拳こぶしを打ち込みます。

「狂ったか！」

　天あま野のくんが地声を張り上げ、新あら井い田ださんが止めにかかりますが、丸まる井いさんは憑とりつかれたように一心不乱な猛打を浴びせかけます。私は啞あ然ぜんとしながら、サンドバッグが身をよじり留め具が軋きしむ様を、テレビでも眺ながめるように遠くに感じていました。

「お菓子！」

　丸まる井いさんが叫びます。

「食べて！　食べると幸せでしょ！　わたしの話は！　そんな気分で！　聞いてほしいんだよ！」

　叫びつつ髪を振り乱し拳の連打を放ちます。

　異様な光景でした。

　私たちは手当たり次第にお菓子を頰張り、丸まる井いさんの要求に応こたえます。

「おいしい!?　お菓子おいしい!?」

「もいすぃ！」新あら井い田ださんが拳こぶしを突き上げ叫び返します。

「怜れいは!?　シュークリーム食べて！　おいしいよ！」

「今食べます！　食べました！」

「怜れい！　ごめんね！　黙ってたこと！　色んなことから！　逃げてたこと！　全部！　話すから！　受け入れるから！」

　膝ひざが叩たたき込こまれた瞬間、ほつれていた糸が音を立てて切れ、底が抜けました。

　静せい寂じやく──。

　部屋の一角に突如築かれたそれは、およそ八千万円ほどある、物言わぬ札束の山でした。




　その後、丸まる井いさんは全てを語ってくれました。

　事故で右脚を失ったこと。

〝あの子〟とは当時の荒れた自分を指していたこと。

　サンドバッグに慰謝料を詰めて毎日殴なぐっていたこと。

　私の正体が『シスオキ』のメアリーだと知っていたこと。

　天あま野のくんが丸まる井いさんの御両親に気に入られ、家庭教師になったこと。

　同情や気き遣づかいが嫌いやで全て黙っていたこと。

　タイヤドロボウから校長先生とのやり取りに関する経けい緯いを天あま野のくんに語り終えると、丸まる井いさんは疲ひ弊へいしきった様子でベッドにもたれ掛かってしまいました。

『物を盗むなんて間違ってる』とかその手の説教を始める天あま野のくんを完全に無視しています。

「病院へ誘さそったのは私の正体を知っていたからなんですね」

　出会って早々なぜあんなにも親しげだったのか、ようやく分かりました。

「それじゃあ、あの夜水路を越えられなかったのも……？」

「わたし、跳とべないんだ」

　丸まる井いさんはジーパン越しに右脚を……義足をさすりながら、小さな声で言いました。

「皮肉だよね、跳ぶのは得意だったはずなのに、ステップさえうまく踏めない。『白はく蛇じやの舞まい』って、最後に駆かけ回って跳躍するところがあるんだけど、一度も成功したことないんだよね」

　グラウンドで転んでしまった丸まる井いさんの姿が脳のう裏りに浮かびます。

「振り付けを変更してもらったらどう？」と、天あま野のくん。

「やだよ！」

　丸まる井いさんが声を上げます。

「諦あきらめない、諦めるもんか。だからみんなを集めたんだもの」

「何か秘策でもあるんですか？」

　新あら井い田ださんが期待を込めた面差しで尋たずねますが、丸まる井いさんはそれに応こたえようとしません。

「ないよ。でも、時間はまだある」

「何するつもり？」

　訝いぶかしむ天あま野のくんに笑いかけると、丸まる井いさんはこう言い放ちました。

「大おお掃そう除じ」





五月十九日






　次の休日、丸まる井いさんは私たちと応援部一同を誘って河か川せん敷しきの清せい掃そうへやって来ました。もちろん、八や坂さかくんと天あま野のくん、そしてラインカーも一緒です。

　全部で三十人ほどでしょうか。全員漏もれなく軍手とマスクとジャージ姿……私や天あま野のくんはともかく、応援部はどこか血気盛んな出いで立たちです。

　八や坂さかくんは大型のリヤカーを持参して、これに粗大ゴミを入れるんだ、そう言いながら準備運動に精を出しました。

「清掃の目的は……」

　丸まる井いさんが参加者を一所に集め、声を張りました。

「わたしたちの人生に彩いろどりを添えること！　この殺風景な河か川せん敷しきを歩むべき人生の旅路だと思って、皆さん、今日は精せい魂こん尽つくしましょう！」

　新あら井い田ださんを筆頭に「ヴゥオオオオッ」と掛け声を上げる応援部。容姿も相まって凶きよう悪あくなデモ組織のようです。

　いざ清そう掃じが始まっても、丸まる井いさんがラインカーを手放すことはありませんでした。ボディにゴミ袋をうまいこと括くくりつけ、着々とゴミを拾っていきます。

　一応、歩行補助具らしいのですが、丸まる井いさんには不要な気がしてなりません。事実、彼女はラインカーなしでも歩けているのですから。

　何か手放せない理由でもあるのでしょうか？

「なくても歩けるんだけどね、でも、ラインカーだけは持っていたいんだ」

　尋ねると、丸まる井いさんは意味ありげに答えました。

「ここの清せい掃そうもね、本当の目的は〝あの子〟にケリをつけるためでもあった……事故現場、このすぐ近くだから。河か川せん敷しきにタイヤを捨てれば怨えん恨こんも晴れるだろうと思ったけど、やっぱうまくいかないもんだね」

　丸まる井いさんはネガティブな自分を元気づけるように小さく笑いました。

「河か川せん敷しきを『白はく蛇じやの舞まい』の練習場所にしたいんだ。ここはわたしにとっての舞台ステージだから……だから、やっぱりラインカーは手放せない」

「もしかして、中に何か大切なものが入ってる、とか？」

「さすが怜れい、鋭いね」

「お菓子でしょ？」傍そばで聞いていた天あま野のくんがからかいます。

「バカにしないでよ、先生」

「夢、じゃないですかね？」

　私の何気ない発言が沈黙を運んできたのは意外でした。

　それも束つかの間ま、丸まる井いさんと天あま野のくんが同時に笑い出します。メアリーって想像力豊かなんだね、天あま野のくんは目め尻じりを拭ぬぐいながら盛大に笑い続けました。

「わ……忘れてください！　今すぐ！」

　なんだか猛もう烈れつに恥はずかしくなってきました。

「笑ってごめん、でも、あながち間違いってわけじゃないよ」

　丸まる井いさんがラインカーを持ち上げ、誇るように言いました。

「この中にはね、光が入ってるんだ。わたしがこの脚で歩んでいく道、それを照らす光だよ」

「この河か川せん敷しきも照らしてくれるの？」天あま野のくんが茶化します。

「どうかな。でも、どんな所だって歩いてみなきゃ。次来た時は花が咲いてるかもしれない」

　その時、丸まる井いさんを呼ぶ新あら井い田ださんの声が聞こえました。

「どうかした？」

　新あら井い田ださんは橋の下にいて、密集した大型ゴミを指さしています。そこには柵にもたせかけた例のタイヤがありました。

「タイヤは……このままにしてもらえる？」

「処分しないんですか？」

「するよ、別のやり方でね」

　首を傾かしげる新あら井い田ださんに、丸まる井いさんは意地の悪い笑みを投げかけます。

　後で分かるよ、そう言い残し、原っぱの方へ行ってしまいました。

　その後、私は天あま野のくんと一緒に河か川せん敷しきをゆっくり北上し、リヤカーを押す八や坂さかくんを手伝いました。壊こわれた自転車や小型の冷蔵庫が積んであります。

「話さないの？」リヤカーを押しながら天あま野のくんが切り出します。

「何？」

「丸まる井いと話さないのかって聞いてんの！」

　天あま野のくんの苛いら立だちがピリッと伝わってきて、私は思わず肩をすぼめました。

「丸まる井いのこと、わざと避けてない？　挨あい拶さつくらいできるでしょ」

「こう見えて全力なんだ」

　八や坂さかくんが背中で答えます。

「俺にできることならなんだってやるつもりさ、ゴミ拾いでも宇宙遊泳でも、フルパワーでね」

「じゃあ、『白はく蛇じやの舞まい』の練習に付き合ってあげて」

「練習って？」

「校長に『白はく蛇じやの舞まい』を披露するんだって。君のことだし、どうせ知ってるんでしょ？　練習はこの河か川せん敷しきでやるらしいから、力を貸してよ、応援部のみんなで」

「お安い御用さ！」

　八や坂さかくんはお馴な染じみの悠ゆう々ゆうたる調子を見せつけると、足元のひしゃげた空き缶を拾ってリヤカーへ放り込みました。




　応援部を交まじえた河か川せん敷しきでの練習はとても充実したものとなりました。

　みんなが代わる代わる丸まる井いさんのサポートへ徹し、ある者は歌い、ある者は謎なぞの組体操で励まします。

　感服するほど頼もしい人たちでした。

　男女問わず誰もが妙みようにアクティブでしかも負けず嫌い……三ダースの八や坂さかくんをサウナに密封してシェイクしたような熱血集団です。

　丸まる井いさんは彼らの熱気を背に舞い続けます。数えきれないほど転びました。

　難関はやはり最後のモーションです。円状に駆かけ回り、軸じく足あしで踏み込んだ際に体をひねって跳ちよう躍やくするのですが、どうしても着地で失敗してしまいます。

　当然ながら義足に筋肉はなく、芯しんがぶれると力が離散し倒れるか膝ひざ部分で折れてしまうのです。

　そんな時、誰より一番大きな声で応援するのが八や坂さかくんでした。赤いハッピを着こなし、愛の旗を振りかざします。

　旗は日毎ごとに面積を広げ、数週間も経たつ頃には八畳一間のカーペットと肩を並べるまでに巨大化していました。余りに大きいため真ん中の〝愛〟が小さく見えるほどです。

　休憩時、八や坂さかくんは決まって自転車に跨またがり河か川せん敷しきを疾しつ走そうします。

　備え付けのレコードプレイヤーでボレロを奏かなでるためです。これは効果絶大でした。

　約十五分の演奏時間は休憩に相応ふさわしいだけでなく、徐々に盛り上がりを見せるボレロの曲想において、疲れ切った丸まる井いさんを奮ふるい立たせる唯一無二のエールとしてその役割を果たしたのです。

「やるぞー！」

　曲が終わると、丸まる井いさんは決まって声高に意気込みます。

　ボレロを奏かなでること……それが今、八や坂さかくんにできる精せい一いつ杯ぱいの激励なのでしょう。

　自分の言葉でエールを送ることができない彼の姿を、丸まる井いさんもまた、遠くから眺ながめるばかりでした。




「一つ聞いてもいいでしょうか？」

　ある日の練習後、私は新あら井い田ださんに尋たずねました。

　二人で土手に座り、ラインカーを押しつつ原っぱを歩き回る丸まる井いさんを見下ろします。

　丸まる井いさん曰いわく、あれはクールダウンを兼ねたウォーキングなんだとか。

「何？」

　新あら井い田ださんの声は警けい戒かい心しんを帯びて、どこか勘かん繰ぐるようでもありました。

「丸まる井いさんが白はく蛇じや姫ひめを目指し始めたきっかけって、何なんですか？」

　従順な彼女が丸まる井いさんのことを話したがらないのは火を見るより明らかでした……が、どうやらそれは思い過ごしだったようです。

「怜れいは友達だし、教えてあげる、二年前のこと……あたしが白はく蛇じや姫ひめを目指してた時のこと」








新あら井い田だ　牧まき乃の
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　幼い頃から白はく蛇じや姫ひめに憧あこがれていた。

　父親に連れられていくお祭りは人が多くて嫌きらいだったけど、フィナーレを飾る『白はく蛇じやの舞まい』は幼おさな心ごころに強く焼き付いた。

　綺き麗れいで、カッコイイ……白はく蛇じや姫ひめになることがあたしにとっての夢だった。




　彼女を初めて見かけたのは高一の夏……白はく蛇じや姫ひめのオーディションで二度目の落選通知を受け取った直後だった。

　廊下からグラウンドを見下ろした時、トラックを走る彼女の姿を見かけて思わず足を止めた。

　端整な面立ち、非のないフォルム……色いろ香かを漂ただよわせながらも、無数の雑草に取り囲まれる薔ば薇らのような孤高さを秘めてもいた。

　気付くと走り出していた。

　上うわ履ばきのまま外へ飛び出しグラウンドを横切る。トラックを走る彼女に追いつく。

「あたし、一年の新あら井い田だ牧まき乃のっていいます！」

　突然のことで驚いたに違いない。

　だけど彼女はペースを乱すことなく、こう名乗った。

「わたしは二年の丸まる井い宴えん花か。宴うたげの花って書くんだ。いい名前でしょ？」

「はい！」

「で、用件は何？」

「弟子にしてください！」

　大おお真ま面じ目めなあたしを、丸まる井いさんは爽そう快かいに笑い飛ばした。

「弟子になってどうするの？」

「白はく蛇じや姫ひめになりたいんです！　美しくてカッコイイ、薔ば薇らのような丸まる井いさんの下で共に行動できれば、あたしにもいずれチャンスが来るかと思って！」

「なんか暑苦しいねっ」

「……ダメでしょうか？」

「いいよ」丸まる井いさんは言って、ペースを上げた。「わたしに勝てたら弟子にしてあげる」

　無論、勝機などなかった。

　二周目から一気に引き離され、あたしは結局置いてけぼりにされた。

「わたしの勝ちだね」

　ゴールで待っていた丸まる井いさんが仁に王おう立だちで出迎える。

　そうして、何も言い返せないでいるあたしに意地悪な笑みを浮かべると、走っていってしまった。

「牧まき乃の！」コーナーで手を振る丸まる井いさん。「明日は気が変わるかもよ！」




　それから毎日のように練習中の丸まる井いさんを訪ねた。

「丸まる井いさん、今日もカッコイイですね！　弟子にしてください！」

「だーめ。でも、明日こそ気が変わるかもね」

　そう言った後、彼女は決まって楽しそうに笑い、走り高たか跳とびの練習に励んだ。

　晩秋のある日、機き嫌げんが良かったのか、丸まる井いさんはラインカーで白線を引きながらいつもより多く語ってくれた。

「線をまっすぐ引くのって意外と難しいんだ。生きるのも一緒だよね、思い通りにならないことばっかでさ。誘ゆう惑わくとか煩ぼん悩のうとか、脇道ばかり気になってまっすぐ歩けやしない」

　あたしの志す白はく蛇じや姫ひめが丸まる井いさんにとって〝脇道〟なのは明白だった。




　丸まる井いさんが事故に遭あったのは初雪が降ってすぐのことだった。

　面会が許されたのは数日後で、あたしはすぐに丸まる井いさんの病室を訪ねた。

　ベッドに横たわる彼女からは人としてあるべきもの……〝感情〟が抜け落ちていた。話しかけても喋しやべらず、笑わず、怒らない。

　床頭台にはフルーツの盛り合わせと一緒に、プリント類や授業のノートが置いてある。誰かが読み聞かせたであろう手紙が半分開いたままになっている。

『まだまだ人生はこれから』『頑がん張ばってね』──そんな内容の寄せ書きだった。見舞いに来たクラスメートや陸上部員が、同情心いっぱいの表情で帰っていく姿がありありと浮かんだ。

　そんな表情を向けられる丸まる井いさんを思うと悔くやしかった。こんなふざけた寄せ書きを置いていく無骨どもを力いっぱい殴なぐってやりたかった。

　病室を出た後、廊下をさまよいながら目め尻じりを拭ぬぐった。

　エレベーターホールのベンチに腰掛け、ため息を漏もらす。直後、ンンンンという低い呻うめきが聞こえてきて、思わずそちらに目をやった。

　隣に大男が座っている。二人ないし三人分占領し、冬だというのに汗をいっぱい流して……お腹なかでも痛いのかと思ったけど、そうじゃなかった。

「苦しんでる〝あの子〟に、何て声をかけたらいい？」

　大きな独ひとり言ごと。大男はエレベーターを乗り降りする看護師を見み据すえながら言った。

「世界には数えきれないほどの言葉があるのに、〝あの子〟を救ってやれる言葉は一つも存在しない」

「もう言葉なんか意味を持たない」あたしは独り言で返す。「伝えるには行動するしかない」

「一体どうすりゃいいんだ」男が虚こ空くうに呟つぶやく。

「何かプレゼントしたいな。もうすぐクリスマスだし」と、あたし。

「サンタか……」

「縛しばられず、流されず、まっすぐ突き進んでいく彼女にピッタリのもの……」

「……そうか！」

　男が急に立ち上がって吠ほえた。看護師が〝静かに〟とジェスチャーするも気付かない。

　男は腹を波打たせながら揚よう々ようと走り去っていった。




　年が明けると丸まる井いさんは泣かなくなった。その代わり、手に負えないほど暴れるようになった。カーテンを破き、枕まくらを振り回し、松まつ葉ば杖づえを窓から放った。

　病室を何度も移された。二月には窓の開かない真っ白な空間が当てがわれ、手書きの〝かいじゅう〟プレートが挿さし込まれる。

　人を遠ざけるようになると、御両親とあたし以外は誰も見舞いに来なくなった。




　春になり、怪かい獣じゆうとしての破は壊かい衝しよう動どうが落ち着きを見せた頃、あたしは丸まる井いさんを誘さそって中庭へ足を運んだ。花壇にはたくさんの花が咲いている。抜けるような青空だった。

　丸まる井いさんが車椅い子すに座り、あたしがそれを押す。彼女と過ごすのどかなひと時を懐なつかしく感じた。

「牧まき乃の」花壇を眺ながめながら、丸まる井いさんが囁ささやくようにあたしを呼んだ。「いつもありがと」

　返事ができなかった。声を出すと泣いてしまいそうで、だからあたしは頷うなずいた。そうしながら、丸まる井いさんが花の香りを嗅かぐのを見た。

　全てうまくいくんだ……丸まる井いさんの〝ありがと〟にはそう思わせてくれる兆きざしがあった。

「白はく蛇じや姫ひめ、やってみませんか？」

　怪け訝げんな表情があたしを見上げた。

「丸まる井いさんなら絶対になれる。大丈夫、あたしが保証します」

「牧まき乃のはどうするの？　夢だったよね、白はく蛇じや姫ひめになるって」

「だからこそ、丸まる井いさんに託たくしたいんです」

　あたしは努つとめて明るく言って、その場に屈かがんだ。

「白はく蛇じや姫ひめは確かに憧あこがれでした。でも、気付いてたんです、努力ではどうにもならない〝現か実べ〟があること。同時に、諦あきらめきれない自分がいることも。白はく蛇じや姫ひめを一つの目標として、もうひと踏ん張りしてみませんか？　見てみたいんです、丸まる井いさんが姫になって舞う姿を」

「白はく蛇じや姫ひめか」呟つぶやく丸まる井いさん。「あんまり興味ないよ……でも……」

　落胆したのも束つかの間ま、丸まる井いさんはあの意地悪な笑みを投げかけました。

「明日は……気が変わるかもね」
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　国くに見み校長に練習の成果を披露する日がやってきた。

　丸まる井いに呼び出された僕はブラウンのセミロングヘアと白いフィットフレアのワンピースをなびかせ、『まる湯』へと赴おもむいた。

　最近はサークルで忙しかったため会うのは二週間ぶりになる。

　良く晴れた気持ちのいい昼下がりだった。

「おはよう、風は強いけど、晴れて良かったね」

　到着すると丸まる井いが言った。毎日練習していたのだろう、体が締しまり少し瘦やせて見えた。

『まる湯』の前にはみんな揃そろっていた。

　ジャージ姿の丸まる井い、新あら井い田だ。メアリーはボブヘアにベレー帽をかぶり、シースルーのブラウスを羽織っている。鼻血が出そうなほど可愛かわいかった。

「二人って女装男子の鑑かがみだよね。どんな時もその格好でさ、男より女でいる時間の方が長いんじゃないの？」

　学校へ向かって出発するや、丸まる井いが半なかば呆あきれ気味に称賛する。

　手にはいつものラインカーが握られていた。

「女性のメイクと同じですよ、出かける際の礼節です」メアリーが至極当然のように言った。

「わたし今日スッピンなんだけど」

「紫外線は別名『ニキビの雨』だよ。十年後に後悔したくないなら対策しないと」

　僕は警けい告こくしながらＵＶカットクリームを手渡す。丸まる井いは敬遠するような目つきでそれを眺ながめ、やがて渋しぶ々しぶと顔や首筋に塗った。

「汗で流れにくいタイプなんだ。それあげるよ」

「二人にこんなこと言うのもお門かど違ちがいだけど、わたしよりよっぽど女らしくてイライラするわ」

「この二人が宴えん花かさんより女らしいなんてありえません」新あら井い田だがいつもの調子で援護する。

「宴えん花かでいいってば」

「呼び捨てにはできません」

「じゃあ、宴えん花かちゃんは？」

「え……宴えん花かちゃん……？」

　嬉うれしいのか、恥はずかしいのか、その両方だろうけど……新あら井い田だの顔が真っ赤になった。

「宴えん花かちゃん……宴えん花かちゃん！」

「なあに？」

「宴えん花かちゃん、宴えん花かちゃん、宴えん花かちゃん！」

　なんだか犬みたいだ。丸まる井いの肩に頭をスリスリする姿は見ていて微笑ほほえましかった。

「宴えん花かちゃん、宴えん花かちゃん、宴えん花かちゃん！」

「もう、うるさい！」

　怒られてシュンとなってしまった。やっぱり犬みたいだ。




　懐なつかしい坂を登り切り、僕は三ヶ月ぶりに校舎を見上げる。当然だが全く変わっていない。

　ただ少し、周囲の景色が鮮やかに見えた。きっと女装しているからだろう。視界にあるすべての色という色をペンキで塗り替えたような爽さわやかさだった。

「先に行ってて」

　僕は三人を促うながし、駐輪場へ向かった。八や坂さかの自転車がある。レコードプレイヤーとカゴの中の植木鉢ばち……信じられないことに花が咲いている。

　よく見るとつぼみばかりだが、たった二輪だけ、丸みを帯びた紫色の花が僕を見上げ澄ましている。見たことあるが名前が分からない。

　倉庫脇は広い芝生になっており、幾つか並んだベンチの一つに八や坂さかが座っていた。赤いハッピを着ているのですぐ分かった。緊張しているのか、目をギラつかせた応援部の連中が発声練習するのを横目に見ている。

　僕はメアリーを呼び寄せ、挟はさみ込むようにして彼の両脇に座った。

　グラウンドでは野球部が練習試合を行っている。

「花、咲いたんだね」

　ぼてぼてのセカンドゴロを目で追う八や坂さかに向かって僕は言った。八や坂さかが曖あい昧まいに頷うなずく。

「土を替えたんだ。河か川せん敷しきの……ほら、メアリーが良いい土だと言ったろ？」

「覚えてたの？」

　パンチラのことしか頭にないと思ってた。

「あれは何て花なの？」

　打球が三塁線を破る。八や坂さかは呆ほうけ顔で走者を眺ながめている。

「え、何？　花？　パンジーさ」

「緊張してるんですか？」

　ほぐしてあげます、メアリーが後ろに回って肩を揉もんでやる。まるで親子だ。

「八や坂さかが緊張してもしょうがないでしょ？」

「そうだな、俺がしっかりしないと」

「頼んだぞ、部長」

　周囲のざわつきが静かになって、空気が張り詰めるのが分かった。振り向くと国くに見み校長の姿が目に止まった。ハゲ頭が陽を浴びて輝く。準備運動中の丸まる井いの元へ歩み寄っていく。

　二人が向かい合った時、肌で感じるほどの物々しい雰ふん囲い気きが周囲を包んだ。

「おはよう」

「おはようございます」

　挨あい拶さつを交かわす二人。校長は笑っているが、丸まる井いは闘志を剝むき出だしたまま瞬まばたき一つしない。

「始めるよ」

　丸まる井いがみんなに呼び掛け芝生の上を進む。関節が錆さびてしまったように動きが硬い。顔も紅潮している。

　落ち着け。念を送るが丸まる井いの瞳どう孔こうは据すわったまま何も捉とらえようとしない。彼女にしか見えない〝何か〟に心を支配されているようだった。

　落ち着け。今必要なのは心身のリラックスだ。過度な集中は緊張を強いる点でより始末が悪い。

　音源としてＣＤラジカセが用意された。応援部が校舎に沿って並び、八や坂さかがその中心で大旗を振る。旗は風に舞ってアーチを描き、音が鳴る。音は風であり、声でもあった。

「まーるーいー！　ファイッ、ゴー！　ファイッ、ゴー！」

　八や坂さかの掛け声に合わせて応援部が野の太ぶとい叫びを上げた。校長が先ほどと変わらない笑顔で立っている。大勢の生徒が校舎の窓から見下ろし声援を送る。

　ふと、声が止やんだ。

　七なな重え市し民みんなら誰もが聞いたことのある琴ことの音色がスピーカーから流れ、丸まる井いの背中を押し出した。一歩踏み込む。腕が指の先までしなる。ここまでは順調だ。

　滑なめらかな足運び。風のように舞う。芝を蹴けり緑が跳はねる。眼光が視界を薙なぐ。滑らかな腰使い。肢し体たいが曲線をなぞり、たわむ。全身に音のベールを羽は織おる。

　丸まる井いが観衆を支配していくのが分かった。八や坂さかと丸まる井い以外、誰ひとり微動だにしない。

　八や坂さかが旗を振り、丸まる井いが舞う。二人だけの世界は他者を締しめ出し時間を止めたように思えた。

　グラウンドが静かになった。野球部が試合を中断し丸まる井いを眺ながめている。

　虜とりこだった。

　血が沸ふつ騰とうし体温がどこまでも上がっていく気がした。頭が朦もう朧ろうとする。思考は鈍るが五感は冴さえていく。

　みなぎる、と言っていいかもしれない。僕は恍こう惚こつとしながらも、ステップを聞き、芝の匂においを嗅かぎ、収縮する視界の中ちゆう枢すうで丸まる井いが演舞するのを見た。

　やがて大きく両手を広げる。いよいよ最後のモーションだ。

　円状に駆かけ出す。姿勢を前傾に保ち、加速すると、一気に上体を下げ、そして──転んだ。

　跳ちよう躍やくし、着地した瞬間だった。バランスを失い、右手を着く形で芝生に伏ふせた。

　呆ぼう然ぜんと地面を見つめている。その表情は自分が転んだ事実を受け入れていないように見えた。

　誰も動かない。僕らの時間は奪うばわれたままだ。

「終わりか？」

　沈黙を破ったのは校長だった。

「終わりなら正式に『落第点』を申し渡した後、大福を食べに校長室へ戻りたいんだが？」

　丸まる井いが歯を食いしばって立ち上がり、再び校長と向かい合った。

「場所を……変えてもいいでしょうか？」

　意外な提案だった。

　怒りか、悔くやしさか、その声は震ふるえていた。

「場所、というと？」

「わたしの舞台ステージです」

　校長は考えを巡めぐらせるようにしばし腕を組み、口を開いた。

「分かった、君が実力を出し切れるのなら地の果てへでも同行しよう」

「再開は一時間後でお願いします」

　丸まる井いは新あら井い田だからラインカーを受け取ると、「誰もついてこないで」、そう言って一人ふらふらと行ってしまった。

　呼び止めようとした八や坂さかの中ちゆう途と半はん端ぱに上がったままの腕が、虚こ空くうを摑つかんでいた。




　応援部一同が「誰もついてこないで」という丸まる井いの言葉を律りち儀ぎに受け止めたのは確かなようだった。

　丸まる井いと校長がいなくなってから二十分は過ぎたろうか。ほとんど全員が地べたに座るか校舎にもたれ掛かるかし、だらだらと流れる時間に身を任まかせていた。

「やっぱり行きましょう、部長」

　新あら井い田だが八や坂さかへにじり寄っていく。

「いいんですか？　宴えん花かちゃんを一人にして。後悔しませんか？」

　八や坂さかは答えない。旗にすがってボーッとしている。

「待ってますよ、部長が来るのを」

「……なぜ分かる？」

「分かりますよ、それくらい」

　新あら井い田だが愛の旗を見上げる。

「部長がこの旗を振ったから頑がん張ばってこれたんです」

「私も」メアリーだった。「丸まる井いさんを追いかけたいです」

　八や坂さかはぎこちなく首を動かし、新あら井い田だの横に立つメアリーを見上げた。

「私を変えてくれたみなさんに恩返しがしたいんです。私にできることなんてたかが知れてますが……それでも、丸まる井いさんを追いかけて気持ちを伝えることくらいはできます」

「気持ちか……」

　八や坂さかの声とは思えないほど虚うつろな響きだった。

「俺は恋に臆おく病びようでいたいんだ。傷つくのも傷つけるのも嫌いやで、遠くに〝あの子〟を感じればそれで満足だった。留年する度胸はあっても話しかける勇気はなかった。一年前、がむしゃらに告白した自分を見習いたいよ。あれが俺の全てだった」

　こんなネガティブな八や坂さかは見たことがない。前ばかり見て無む鉄てつ砲ぽうに生きてきたはずの男が、過去に捉とらわれ〝今〟を見失おうとしている。

　こんなのは八や坂さかじゃない……八や坂さかであっていいはずがない！

「過去なんて関係ないだろ……！」

　僕は躓つまずきながらも八や坂さかへ詰め寄る。言葉が無意識に口から飛び出していた。八や坂さかが目を見開いてこっちを見ている。

「〝今〟の君にできることはないのか!?　しっかりしろ、八や坂さか幸こう喜き真しん！　言葉で済まさず、行動で示してきた君じゃないか！　丸まる井いが好きなんだろ？　花を渡すんだろ？　追いかけてくれよ！　また叫んでくれよ！　跳とべない彼女のために、空くらい飛んでみせろよ！」

　突然だった。

　八や坂さかが立ち上がる。音もなく、何かに吊つり上あげられるように。

　その目は瞬まばたきもせず空を見上げている。鼻び孔こうが膨ふくらみ空気が出入りする。

　旗はなびかず、鳥も飛ばず、雲さえ動かない。風がやんでいる。七なな重えから風が消えた。空気中の水分が蒸発したみたいに肌と喉のどが渇かわく。

　辺りは奇き妙みようなほど静まり返っていた。

「……来る」

　呟つぶやき、回れ右をして校内へ駆かけていく。

「どこ行くんだ!?」

「来てくれ！」

　僕はメアリーや新あら井い田だと疑念たっぷりの顔を見合わせた後、八や坂さかを追いかけ校内へ踏み込んだ。

　土足で八や坂さかを追いかける。階段を駆け上がり廊下を渡る。旗が周囲の生徒をなぎ倒していく。八や坂さかはそれでもお構いなく走り続けた。

　やがて屋上へ辿たどり着ついた。八や坂さかがフェンスに近い所でしゃがみ込んでいる。

「何してるんですか!?」

　足首に旗を結んでいく八や坂さかに向かって、新あら井い田だが怒鳴るように言った。これから始まるショーがロクなものにならないと断言しきった口調だ。

「自転車で俺を追いかけろ！」

　八や坂さかが自転車の鍵かぎを僕に放ってよこす。

「何する気……？」

「飛ぶのさ!!」

　八や坂さかが空高く両手を掲げた。

「〝蛇へびの息いき〟が来る!!　超特大だ!!　感じないか!?　地球の鼓こ動どうだ!!　大地の息い吹ぶきだ!!」

「本気か……!?」

「〝今〟の俺なら出来る!!」

　旗を結び終えた八や坂さかがフェンスへよじ登る。

　不意に、微び風ふうが吹き始めた。さっきまでと風向きが違う。

　大声を発する前の深呼吸のように、山々が空気を吸い込み始めた。

　──始まりは音だった。

　空を見上げ、風に耳を澄ます。風は音色を帯びて次第に膨らみ盛大なクラシックへ取って代わる。

　この旋せん律りつは……聞いたことがある。

『繰り返される二つのメロディ、繰り返される一つのクレシェンド。まるで俺の日常そのものだ』

　この旋律は……？

『一歩ずつでいいんだ。刻きざみ続けた一歩が自分を大きくしていく……君がそうだったように』

　この旋律は……ボレロだ。

　確かに感じた。風の匂におい……七なな重えの山々から吹き下ろす、土や動物や川や植物や太陽の匂い。

　穏やかだったそれはつむじとなり校舎を包み全身を突き上げる。ウィッグが逆さか立だち埃ほこりが舞う。

　スカートがめくれ中身をさらけ出した瞬間、〝蛇へびの息いき〟が八や坂さかを空へいざなった。

　ムササビのように四し肢しを開き旗で風を捉とらえ、あっという間に空のシミになる。赤いハッピが陽を浴びて輝いている。

「と……飛んだ……」

　一人の男を迎え入れた寛大な空に向かって僕が呟つぶやく。メアリーも新あら井い田だも、そして僕さえも、石のように動かなかった。

　くしゃみ一発で気流が乱れ、八や坂さかが墜つい落らくするかもしれないという取り越し苦労が僕の次の行動を封ふうじていた。

「……追いかけましょう！」

　新あら井い田だの一声で正気を取り戻した。次にはもう、一いつ斉せいに走り出していた。




　僕らは夢中で八や坂さかを追いかけた。僕は八や坂さかの自転車を、メアリーと新あら井い田だは応援部の女子から自転車を貸りた。

　大通りの中心で八や坂さかに追いついた。明らかに高度が下がっている。風に身を任まかせ旗をパラシュート代わりに南へ流されていく。

　レコードプレイヤーがボレロを奏かなでる。多彩な楽器が旋せん律りつを織り成し音に厚みを加えていく。

　僕らはその真まっ只ただ中なかを走る。音色は轍わだちだった。あらゆる努力と執しゆう念ねんの道のりに刻きざまれたそれは、八や坂さかとの出会いを僕に想起させた。

　風がスカートをめくったあの瞬間、すべてが始まった。

　風は吹き続け、僕らを繫つないでいく。未来へ向かって、夢を紡つむいでいく。

　赤いハッピと膨ふくらんだ白い旗。八や坂さかの姿は彼の思い描いた『空飛ぶサンタ』そのものに見える。あの袋には希望が詰まっている。それを必要とする誰かのために……丸まる井いのために、八や坂さかは空を飛んだのだ。

　住宅地を進むと煙えん突とつが見えてきた。『まる湯』の煙突……まるでサンタを迎え入れるかのように、それは身構えている。

　八や坂さかの高度は煙突よりまだわずかに高い。まさか煙突に飛び込むつもりかと懸け念ねんしたが、そうではなかった。八や坂さかは煙突を避け、そのまま飛び続けた。

「一体どこへ向かってるんだろう？」

「決まってるじゃないですか！」

　僕の問いに、新あら井い田だがすさまじい剣けん幕まくで答えた。

「河か川せん敷しきです！」








丸まる井い　宴えん花か






　河か川せん敷しきは静かだった。ささくれたベンチは座り心地が悪い。失敗したなと思った。みんなで清せい掃そうした日、誰かに修理を頼めば良かった。

　校庭で披露した『白はく蛇じやの舞まい』は明らかに失敗だった。ここで成功させる確証はない。わたしはただ、逃げ続けた自分自身に終止符を打ちたかっただけだ。

　怪かい獣じゆうになったあの日からずっと……わたしはわたしなりに抗あらがい続けてきた。





一年半前　十二月二十四日






　ドアを叩たたく音で目が覚めた。音は病室の暗くら闇やみを介して染しみ込こむように弱く鳴った。上体を起こすと意識がはっきりしてきて、音はドアからでなく窓からだと分かった。

　手の届くところにカーテンがある。わたしは恐る恐るそれを開けた。

　途と端たん、宙ちゆう吊づりのサンタクロースが視界に入り息を吞のんだ。真っ赤な服と帽子、恰かつ幅ぷくのいい体。たっぷりの白ひげ。

　ロープで結ゆわえられた巨体が風になびいて左右に揺れていた。

「誰？」

　窓越しに聞いた。何か言ってるけど聞き取れない。

　わたしはうんと腕を伸ばし、窓を開けた。

「メリークリスマス！」

　快かい活かつな、それでいて近所迷めい惑わくを考慮するような抑おさえた声でサンタが言った。寒さのせいか、その声は芯しんから震ふるえている。窓まど枠わくに足を引っかけ、冷たい夜風と一緒に病室へ入ってきた。

「誰なの？」

「君だけのサンタだよ」

　病院からのサプライズだと思った。

　サンタは名乗らず、付つけ髭ひげの奥で笑った……ように見えた。

「プレゼントを持ってきたんだ」

　サンタは背負っていた大きな布袋から段ボールを取り出し、ベッドに立てかけた。

「開けてごらん」

　中から真っ赤なボディの『ラインカー』が出てきた。陸上部で使っていた物と同じモデルだ。

「これ……どうして……？」

「縛しばられず、流されず、まっすぐ突き進んでいく君にピッタリだろ？」

　まっすぐなわたし……。

「忘れようとしてた、事故に遭あう前の自分のこと」

　気付くと喋しやべってた。

「そうすることで、人生に一つの区切りをつけようとした。わたしは……」

　わたしは……逃げたんだ。自分自身からも……〝自分らしさ〟からも。

　忘れたっていいじゃないか、サンタはそう言って、ガハハと笑った。

「この先、君はもっと大きな困難に立ち向かうことになる。心は荒すさむだろうが、我慢することはない。好きなだけ暴れて、叫んで、迷惑かけて、そのあと思いっきり笑えばいい！　怪獣になったっていいじゃないか！　自分にしかできないことがあるなら、それは誰にとっても〝可能性〟なんだと思う！」

　サンタは親指を立て、窓から再び外へと出ていった。

　どこか見覚えのある、大きな背中だった。

「君にはまっすぐな線がある」

　サンタはロープを摑つかみ、振り返った。

「そのラインカーで、君にしか描けない線を引いてみてくれないか？」

　わたしは頷うなずいた。何度も頷うなずいて、別れたくないと思った。そばにいてほしい、そばにいて、朝まで声をかけてほしい。

「……また会える？」

「ああ、その時はクリスマス・リースでも用意して待っててくれ。必ず会いに行くよ」

　笑みを投げかけるサンタ。

　その瞬間、ロープが切れた。視界から赤い巨体が消え、けたたましい叫び声が眼下に沈んでいく。

　サンタは落ちていった。

　そして──




　──一年半後。

　わたしの前にサンタが落ちてきた。








天あま野の　翔かける






　宅地を抜けると同時にプレイヤーがボレロを奏かなで終わった。

　僕らは河か川せん敷しきへ向かってスロープを下りながら八や坂さかを目で追った。旗のパラシュートは急に浮力を失い、高度数メートルでただのタオルと化す。

　八や坂さかは身を丸めて着水し、高々と水しぶきを上げた。溺おぼれるんじゃないかと不安になったが、直後に川かわ面もから顔を出した。どうやら無事のようだ。

　スロープを下りた矢先目を疑った。ひどく殺風景だった河か川せん敷しきに花が咲き乱れている。赤やピンク、黄色、オレンジの花びら……見覚えがある……ガーベラだ。

　途切れることなく、道なりにどこまでもどこまでも続いていく。

　丸まる井いが柵を乗り越え、八や坂さかを助けるために川へ入っていった。旗を担かついで川岸を進んでくる八や坂さかの手を取り、引き上げる。

　二人は柵のこっち側へ戻ってくるや、その場にへたり込んでしまった。

　駆かけ寄っていこうとする新あら井い田だを、僕はギリギリのところで制した。

「俺を忘れないでくれ」

　柵に背を預けながら八や坂さかが言った。

「バカだった俺を思い出してくれ」

　二人は目を合わせようとしない。

　丸まる井いは膝ひざを折って抱かかえ込み、恥はずかしそうに顔を伏せると、小さく頷うなずいた。

「ありがとう、来てくれて。約束どおりだね」

「大きなクリスマス・リースが見えて、ここに下りたんだ。この花も君が咲かせたんだろ？」

「凄すごいでしょ。自分の舞台ステージくらい、自分で明るくしなくっちゃ」

　丸まる井いはベンチにもたせ掛けてあるラインカーを誇らしげに指さした。

『この中にはね、光が入ってるんだ。わたしがこの脚で歩んでいく道、それを照らす光だよ』

　光はガーベラの種だった。丸まる井いの人生を照らし、希望という花を咲かせた種。ラインカーは丸まる井いにとって未来の象徴だったに違いない。

〝この脚で歩んでいく道〟……彼女の未来を照らす象徴だ。

　土手が急に騒がしくなった。振り向くと『木の棒ぼう』を持って応援部が駆かけてくるのが見えた。国くに見み校長も一緒だった。

「見てて」

　丸まる井いが濡ぬれた靴と靴下、ジャージを脱ぎ始めた。短パン姿になった彼女は裸足はだしのまま駆け出し、ガーベラの舞台ステージへと踊り出る。

　ニーハイソックスで覆おおわれていた義足が露あらわになり、光り輝く金属部が視界を焦こがした。義足はさっきの舞踊が噓うそに思えるくらい細くて弱々しい。その脚でしっかりと地面を踏む丸まる井いがたくましく見えた。

　彼女の瞳ひとみからはもう、初めて会った時に沈めていた闇やみを窺うかがうことはできない。丸まる井いを支える義足……それは八や坂さかの愛でもあったのだから。

　応援部が土手から駆け下りてきて、八や坂さかに持ち手となる木の棒を差し出した。僕らが旗の水を絞しぼり出す間、八や坂さかがそれを結んでいく。

　湿った旗はかなり重い。八や坂さかが掲かかげられずにいるそれを、僕とメアリーを含む三人掛かりでようやく持ち上げた。左右へ振ると〝愛〟が空へ向かってなびく。

　この三人で振りかざす旗はことさら力強かった。

「丸まる井いー！」八や坂さかが叫ぶ。「俺たちがついてるぞー！」

　笑顔で頷うなずく丸まる井い。土手に佇たたずむ国くに見み校長を一いち瞥べつし、深く息を吸い込む。そして、応援部の大合唱と共に最初の一歩を踏み出した。

　音源はない。体に染しみついているのだろう、リズムは完かん璧ぺきだ。

　瞬間、丸まる井いは風になった。

　誰も止めることはできない、音の渦うずを舞う風となり舞台を彩いろどる。八や坂さかの熱唱が誰より大きく響いて空へ昇った。声は風の芯しんを射い抜ぬく。心を揺さぶり熱を放つ。

　暖かい。これが愛なんだ、そう思うと涙がこぼれた。

　旗は重さに耐えきれず遂ついに折れた。八や坂さかは短くなった柄えを持ちそれでも〝愛〟を振り続ける。

　喉のどが潰つぶれ声が枯れてもやめなかった。また酸欠で倒れてもおかしくなかっただろう。まさに雄ゆう姿しだった。

　今なら分かる。八や坂さかが丸まる井いに惚ほれ込こんだ理由。

　彼女の持つ掛け値なしの負けん気が、この世界を退屈だと見限っていた八や坂さか幸こう喜き真しんという男に発はつ破ぱをかけた。そして、八や坂さかの中に芽め生ばえた〝執しゆう念ねん〟が今度は丸まる井いの中で花を咲かせた時──『サンタと怪かい獣じゆうのボレロ』が始まったんだ。

　丸まる井いが円状に駆かけ出す。最後のモーションへ入った。

「いけ……」

　八や坂さかが拳こぶしを握る。

「駆けろ……」

　加速する。

「もっと早く……！」

　上体が下がる。

「跳とべ！」

　軸じく足あしで踏み込み、宙で体をひねる。そして──華麗な着地を決めた。

　一瞬の静せい寂じやくの後、あたりがドッと沸わいて、歓声がさんざめいた。

　応援部一同が八や坂さかを胴上げする。新あら井い田だが丸まる井いの元へ駆け寄って、「宴えん花かちゃん」を連呼しながら泣きわめいた。

　校長が高みから笑顔で頷うなずきかけ、煌きらめくハゲ頭の上で豪快な拍手を送った。

「もう大丈夫そうだね」

　僕はメアリーに向かって笑いかけた。泣きすぎてカラコンを失なくしたのは内緒だ。

「良かったです……本当に」

　メアリーは目め尻じりを拭ぬぐって笑った後、「丸まる井いさんのところへ行きましょう！」そう言って僕の手を取った。

　丸まる井いはガーベラの舞台ステージに大の字で倒れていた。空を仰あおぎ笑っている。喜びではなく、疲労と安あん堵どからくる笑みのようだった。

「ありがとう……」

　空へ向かって声を投げかける。

「わたしはもう、諦あきらめない」




　休憩の後、八や坂さかが丸まる井いを呼んだ。二人はガーベラの花園で向かい合って立っている。みんなが二人に注目していた。僕もその一人だ。

　八や坂さかの顔に緊張の色は見られなかった。それは丸まる井いも同じで、二人はこぼれんばかりの笑みで見つめ合っている。嗚あ呼あ、見てるこっちが恥はずかしい。

「俺は……」八や坂さかが改まった態度で言う。「君のサンタになれただろうか？」

　丸まる井いは小さく頷うなずいた。

「八や坂さかくんはわたしにとっての希望だった。あの時、諦めるなと言ってくれた……わたしはその言葉を忘れない。どこへでも、どこまでも、この二本の脚で、歩いていく」

　風が吹く。陽を浴びて、義足が輝く。金属部分は冷たく無機質で、しかし彼女の意志へ呼応するように光り瞬またたく。

　不幸による産物ではない、彼女を支えるたくさんの思いが詰まった〝体の一部〟だ。血が流れ、脈動し、意識を持っている。あの脚は歩きたいと願っている。

　このガーベラの道を、明るい未来を……。

　渡したいものがあるんだ、八や坂さかはそう言って僕の名を呼んだ。自転車の前カゴを指差している。合がつ点てん、僕は植木鉢ばちをそっと持ち上げ八や坂さかに手渡した。

「育てたんだ。咲き切らなかったけど……一年掛かった」

「パンジーだね！　……この花、わたしのために？」

　八や坂さかは頷うなずいて、植木鉢を丸まる井いに差し出した。

「今までの俺は花に想おもいを託たくすのが精せい一いつ杯ぱいだった……でも、次は俺たちの花を咲かせよう。これは俺が君に贈る、最後の花言葉だ」

「パンジーの花言葉はたしか……〝もの思い〟」

　花を受け取りながら、丸まる井いは答える。

「もう一つ……あるんだ」

　二人は見つめ合い、はにかみ、同時に答えた。

　──〝私を思って〟




　ベンチに大きなクリスマス・リースが立て掛けてある。ヒイラギの葉で彩いろどられ、赤いリボンが括くくられている。

　気のせいだろうか？　気のせいだろうな。

　車のタイヤに見えて、僕はすぐに思い直した。
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あとがき






　初めまして、宮みや入いり裕ひろ昂たかです。本書を手に取って頂き、ありがとうございます。

　突然ですが、この物語の主な登場人物たちを紹介します。

『八や坂さか』……僕というグウタラ作者を[image: 叱]しつ咤た激げき励れいするために誕生した愉快な男。

『天あま野の』……趣味は女装。化粧願望のある作者の想おもいを一手に引き受ける。

『メアリー』……作者の中学時代のあだ名。

『広ひろ瀬せ』……本当はもっと女の子同士でイチャイチャしたい（させたい）。

『丸まる井い』……作者同様、お菓子好きのくせに太らない、奇妙なヒロイン。

『新あら井い田だ』……僕も丸まる井いは好きですが、彼女の丸まる井い愛は作者が顔を洗って出直すレベル。

　というわけで、この作品は六人に分裂した作者によって構成されています。

　謝辞です。

　担当編集の黒くろ川かわさん、湯ゆ浅あささん。イラストレーターの焦こげ茶ちやさん。一読者として感想をくれる親友のＮくん。執筆の時間をくれた職場の方々。本書を読了された読者様。そして、こんな僕にチャンスをくれた家族の皆に、この場を借りて心よりお礼申し上げます。

　ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。
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宮みや入いり裕ひろ昂たか

札幌出身。八月生まれ。

趣味はストリートビューによる屋内旅行、サイクリング、お菓子。特技はお菓子の早食い。

夢はグミをお腹いっぱい食べること。好物は寿司。
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イラスト／焦茶

イラストレーターの焦茶です。

麦茶と勘違いされますが焦茶です。挑戦的な作品で、自分もかなり挑戦させられたので手に取っていただけたら幸いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「宮入裕昂先生」係

「焦茶先生」係











初出



本書は第24回電撃小説大賞応募作『サンタと怪獣のボレロ』に加筆・修正したものです。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





スカートのなかのひみつ。
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※2018年5月10日発行の電撃文庫『スカートのなかのひみつ。』初版に基づき制作
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